

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ある日、三人の女の子はヤンデレの魔法にかかりました。

　そして彼女たちは、それぞれ『近衛このえ光こう輝きの顔』『近衛光輝の上半身』『近衛光輝の下半身』と付き合うことになりました。

　めでたしめでたし──




　──じゃなくて！

　どうしてこうなったんだ!?

　俺は近衛光輝、十八歳。

　彼女いない歴＝年齢の男子高校生である。もちろん童貞。

　そんな俺はある日、三人の女の子から告白された。

　しかも三人は『みんなと付き合ってくれませんか？』と言う。

　つまりこれは『ハーレム』。

　男なら誰でも夢に見るハーレムだった。

　これでようやく、女の子とイチャイチャできる！

　そう、喜んだのもつかの間。




　サクッ♪と俺は殺された。




　いきなり現れた巨乳美女に大鎌で三等分にされて死んだ。

　そして三人の女の子はヤンデレになって三等分の俺と付き合った。

　何を言っているか分からないと思う。もちろん俺だって分からない！

　だから順番に語らせてほしい。

　彼女たちがいきなり『ヤンデレ』になってしまった話を。

　俺が彼女たちのヤンデレを回避するために、何度も死んだ話を。

　夢見る童貞がオッパイを揉もむために、何度も死を乗り越える話を。

　未来に生まれる娘のために、何度も生き返る話を。

　俺の前でだけちょっとあざとくヤンデレになる、可愛かわいい女の子たちの話を。

　どうか、お願いします。




　今から少しだけ、語ることをお許しくださいっ。
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　高校の卒業式。体育館裏に呼び出された俺は、可愛かわいい女の子から告白された。

「先輩！　好きです、付き合ってください……っ」

　告白してきた女の子、奏かなで雫しずくが俺を見つめている。活発そうなポニーテールが印象的な一つ年下の後輩だ。不安なのか、制服の裾をきゅっとつまんでいるところが愛らしい。

　ずっと彼女がほしかった俺は、告白されてめちゃくちゃ嬉うれしかった。

（やった！　ついに……ついに、彼女ができる！）

　俺には夢がある。とても男らしく、高潔で気高い夢だった。




　柔らかそうなオッパイを揉もみたい！

　ムチムチしている肌に触れたい！

　いい匂いのする髪の毛に顔を埋うずめたい！

　細くてしなやかな足に踏まれたい！




　そんな尊い夢がもうちょっとで叶かなえられそうである。

　だけど、少しだけ問題があって。

「このみも、おにぃちゃんのこと……いっぱい大好きだよっ」

　雫に続いて、隣にいた少女からも告白されてしまった。彼女は小さいオッパイがキュートな義妹いもうと、近衛このえこのみである。

「光こう輝きさん、あなたのことを愛してるわ」

　そして更に、このみの隣にいた美女からも告白される。彼女は色素が薄い髪の毛とめちゃくちゃでかいオッパイが特徴的な同級生の西さい園おん寺じ彩さい花かだ。

　なんと、三人から同時にお付き合いを申し込まれたらしい。

（ど、どうしよう!?　こんなに可愛い三人の中から、一人を選べって言うのか!?）

　でも、やっぱり……！

「選べない……みんな可愛いから、選ぶなんてできない！」

　小動物みたいに可愛い後輩と、守ってあげたくなる義妹と、オッパイのでかい同級生。

　みんな俺にはもったいないほどに魅力的な女の子なのだから、断るなんて無理！

　そうやって苦悩する俺を見て、三人は慌てたように首を振った。

「あわわ、ごめんなさいっ。先輩を困らせたくて告白したわけじゃなくて……えっと、実は三人で相談して、同時に告白したのです」

「おにぃちゃんを好きな気持ちは、みんな一緒だったの……だから、みんな幸せになる方法を考えたのっ」

「もし、光こう輝きさんがよろしければ……わたくしたち三人と、お付き合いしていただけないかしら」

　それは──俺にとって、とても都合のいいもので。

「い、いいのか？　みんなと付き合うって……つまりハーレムになるけど、いいのか!?」

　俺の問いかけに、三人は大きく頷うなずいた。

　彼女たちは、ハーレムを許容できるくらいに俺のことを愛してくれているらしい。

　それなら……いっそのこと、みんなの気持ちを受け入れてこそ『男』だろう！

「ぜひともよろしくお願いします！　みんなで楽しくイチャイチャしような！」

　元気よく返事をして手を差し出すと、三人が一斉に俺の手を取ってくれた。

「私の王子様として、よろしくお願いします……先輩！」

「このみとずっと一緒にいようねっ」

「これからたくさん、光輝さんのことを教えてくれると嬉うれしいわ♪」

　この時、俺は人生で初めて彼女ができた。しかも同時に三人も！

　さて、これから何をしよう？　とりあえオッパイ揉もんでもいいかな？　お付き合いしたらそれはもうエッチなことしてもいいって教科書（エロ本）が言ってた！

「じゃ、じゃあ、まずはオッパイを……」

　揉ませて！　そう言おうとした、その時だった。




「────」




　突然、美しい鐘の音が天から鳴り響いた。

　な、なんだろうこれは？　まるで何かを告げるような鐘楼である。

「「「きゃっ」」」

　鐘の音を耳にしたせいだろうか。雫しずく、このみ、彩さい花かが小さく悲鳴を上げる。

　みんなに危害がないか心配になって、慌てて駆け寄った。

「おい、大丈夫か!?」

　三人は立ち眩くらみを起こしたようにふらふらと揺れている。

　しかし意識は失ってないようで、俺の声を聞くとすぐに反応してくれた。

「大丈夫です。先輩、えっと……私たち、何をしてましたっけ？」

「このみも大丈夫……あ、そうだ。おにぃちゃんを、分け合うんだよね？」

「わたくしも特に変わりなく。それでは皆さん、光輝さんを分け合いましょう？」

　ただ、なんというか……三人の様子が、ちょっとおかしくなっていた。

「え？　いや、分け合うって……もう、分け合ってるだろ？」

　俺が三人と付き合う。つまり、俺自身の気持ちを分け合っているので、彼女たちの言っている意味がよく分からない。まぁ、無事ならそれでいいや！

「よし、そろそろオッパイを……」

　もう我慢できない。まずは一番大きなオッパイを持つ彩さい花かに手を伸ばす。

　しかし俺の手は、何も掴つかむことができなかった。




　サクッ♪




　ふと胸元に違和感を覚えて視線を向けると、

（なんか刺さってるー!?）

　そこには大きな刃物がサクッ♪とぶっ刺さっていた。

　形状からして、鎌に似ているような……いやいや、ちょっと待て！　そんなのおかしい、ありえない。オッパイを揉ももうとしたらいきなり大鎌に刺されたなんて、まさかね？

　もう一度よく見てみよう。もしかしたら気のせいかもしれないし？

（って、やっぱり刺さってるー！）

　何度見直しても大鎌は思いっきりぶっ刺さっていた。

　いきなりの事態に戸惑いながら大鎌の持ち主に目を向ける。

　目の前にはなぜか、さらし姿の美女が笑顔で佇たたずんでいた。

（誰!?　っていうかえっろ！）

　こんな状況に至ってなお、美女の色気に鼻の下を伸ばすのは童貞の性なのか。

　さらしでグルグル巻きにされてなお自己主張の強いおっぱいに目を奪われた。

　黒髪ロングのさらし美女は、日本人形のごとき美しさを有している。

　この世のものとは思えない美貌。いつもの俺なら拝むくらいはしてもいいレベルの美女なのに、不思議とそいつを見ていると背筋が寒くなった。

　これは人間じゃない。なんとなくそう思ってぞっとしたのである。

（こいつはどこから現れた？　なんでいきなり俺を刺した？　オッパイ揉みたい）

　遅れて、現状に対する理解が追い付いてくる。

　そうだ、今はさらし美女のオッパイが大きいなんて話をしている場合じゃない。

「なんで俺は死にかけてるの!?」

　痛みはない。ただ、体から力が抜けた。へなへなと地面に崩れ落ちてしまう。

　一方、三人は地面に膝をつけた俺を見下ろしていた。

「光こう輝きさんが『分け合われる』ことを了承してくれて良かったわ」

「おにぃちゃん……これからずっと、このみがそばにいてあげるね？」

「先輩！　大切にしますね！」

　彼女たちは意味不明な言葉を発しながらうっとりと笑う。

　その笑顔を見て、三人に異変が起きているのを理解した。

（目に光がない……？）

　さっきまでキラキラと輝いていた三人の瞳から光が失われていた。

　あの鐘の音を聞いて、やっぱり異常が起きていたようだ。

　この状態はまるで、

（こ、これってあれか？　いわゆる……『ヤンデレ』ってやつか!?）

　いや、落ち着け。まずは情報の整理だ。冷静になればきっと状況が把握できるはず。

　だから、ありのままの事実を述べよう。

　いきなり大鎌を持ったさらし美女に刺されて、三人の女の子が『ヤンデレ』になった。

　なるほど。分からん。

「わたくしには光こう輝きさんの顔をいただけないかしら？　鑑賞したいの」

「私は腕がほしいですっ。ずっと手を繋つなげますから！」

「このみはね、足がいい……足さえつかんでいれば、どこにも行かないよね？」

　さっきまでは、俺を分け合ってハーレムライフを送ろうと言ってくれていたのに。

（気持ちを三等分じゃなくて、体を三等分するのかよ！）

　今の彼女たちは『物理的』に俺を分け合おうとしていたのだ。

「ちょっと待ってくれっ。顔だけあっても意味なくない？　手をつないでても意味なくない？　足をつかんで逃げなくしても意味なくない？　だって俺、死んでるじゃん!!」

　至極真っ当な反論だと思う。だけど三人はきょとんとするばかり。

「先輩は死にませんよ？」

「おにぃちゃんはずっと生きてるの」

「わたくしたちの、心の中で……ずっと、ね♪」

　ダメだ。会話が成り立っていなかった。やだもう、ヤンデレの女の子怖い！

　そして、彼女たちの言葉に連動するように、さらし美女は大鎌を振るう。

　まるで、三人の言葉通り、俺を解体するように。

（ちょ、マジで解体しようとしてる!?）

　まるで、じゃなかった。マジでさらし美女は俺を三等分にしようとしていたのだ。

（あ、死ぬ。ダメだ……もう無理ぃ）

　なんか体がふわふわしてた。もうしゃべることもできない。冗談抜きで逝ってしまいそうだ。しかし俺は、なけなしの力を振り絞って手を伸ばす。

　せめて死ぬ前にオッパイを触りたかった。童貞のまま死にたくなんてない！

　だけど、俺の手は虚空を掴つかむことすらできずに、ボトリと落ちることになる。

「先輩、私と一緒に幸せに暮らしましょうね！」

「おにぃちゃん、このみはどこにも行かないからね？」

「光こう輝きさんのこと、これからもたくさん知れそうで嬉うれしいわ♪」

　三人は幸せそうに笑っていた。

　まるで結婚式を迎えた花嫁のようにうっとりとしている。うるうるとした瞳を向けているところがまた、あざとくて可愛かわいい──なんて思えるような状況じゃないけどな！

　というか、今のこいつらはあざといなんてどころじゃない。猟奇的だ！

　死に際に囁ささやかれた愛の言葉に、俺は何も言うことができず。

（うぅ……童貞のまま死ぬのはイヤだぁ……イヤだぁあああああああ！）

　最後に心の中でそう叫んで、俺の視界は真っ白な光に包まれた。

　近衛このえ光輝、享年十八歳。童貞のまま、この世を後にする──







「ぐすっ……うぅ……こんなのあんまりだよぉ」

　誰かの泣き声が聞こえて、俺はゆっくりと目を開ける。

（あれ？　ここはどこだ？）

　知らない場所だ。周囲を見渡すと、どこまでも真っ白な空間が広がっていた。

　床も壁も天井もない。この世のものとは思えない異様な空間。

「あ、起きた？」

　倒れている俺を見下ろしながらしくしく泣いていたのは、まったく知らない子だった。

　艶つややかな黒髪、くりっとした大きな黒目、ふわりとした純白のワンピースが包んでいるのは、ちょこんとした小さな体……たぶん小学生くらいかな？

　顔立ちは可愛いけど、まぁ小学生なので俺のストライクゾーンからは外れている。

　いつもならリアル幼女なんてお菓子をあげたくなる程度の興味しか持てないのだが、しかし不思議とこの子だけはやけに意識に引っかかった。

　顔も知らないはずなのになんか見覚えがある気がするんだよなぁ。

　そんなことを考えながら首をかしげていると、不意に幼女が俺に抱きついてきた。

「…………お父さんっ！」

「お父さんって何!?」

　幼女の放った一言に度肝を抜かれた。

（童貞なのに父親になれるわけないだろ!!）

　もしかして俺は無意識に単為生殖していたのか!?　童貞のあまり人間としての性質が変わったのだろうか。童貞ってやっぱりいいことないな！

「お父さんはわたしの……近衛このえヒカリのお父さんだよっ？　若いお父さんに会えてとっても嬉うれしいのっ。でもね、でもね……やっぱり、悲しいよぉ」

　どうやらこの子は『ヒカリ』という名前らしい。うん、やっぱり知らない名前だ。

「おいおい、どうなってんだ……いったい何が起きてるんだよ」

　疑問は尽きない。ここはどこだ？　ヒカリはなんで俺をお父さんと呼ぶ？

　というか、そもそも一番分からないのは……。

（俺、そういえば死んだじゃん！　なんで意識があるの!?）

　近衛光こう輝きは童貞のまま死んだはずだった。誰のオッパイを揉もむこともなく、誰のパンツをかぶることもなく、未練たらたらで死んだはずなのに。

「そこからは妾わらわが説明してやろうかえ？　ほれ、こちらを見るがよい」

　混乱していた時だ。俺とヒカリしかいなかったはずの空間に、別の声が響き渡る。

「くっふっふ。妾の美貌に見み惚とれておるのか？　良い、それは仕方のないこと……その無礼を許してやろう。ほれ、とくと見るがいい！」

　でもなんか偉そうだな。ちょっとイラっとしたけど……言葉通り、相手は美女だった。

　陶磁器のように光沢のある漆黒の髪。妖しく輝く赤眼。光を反射しそうなほどに白い肌。そして、厚着しているであろう着物っぽい服の上からでも確認できる、大きなオッパイ。

　体つきはとってもエッチ！　でも、あれだ。どんなに美しくても俺の息子さんはまったく反応しないというか、興味を持っていない。

　なんとなく、俺を殺したさらし美女と同じで、この世の存在ではない気配がした。

「まずは自己紹介からしてやるっ。妾はイザナミ、またの名を黄よ泉も津つ大おお神かみ。冥府……小僧らの世界で言うところの、死後の世界かえ？　そこを管理する美しき女神ぞ」

　アハハハ！　女神とか、ウケる（笑）

　なんて、今は言えなかった。目の前の存在は人間とあまりにもかけ離れていたので、嘘うそじゃないことはなんとなく理解できたのだ。

「死後の世界……」

「うむ。そなたは死んだ。見事にバラバラにされてな」

「バラバラ……っ！」

　その一言で自分の死因を思い出した。そうだ、俺はさらし美女に大鎌でグサグサに刺されて死んだ！　体は三等分されてしまったのかな……想像するだけで怖いんだけど!?

　せっかく三人の美少女と付き合えて、これからハーレムライフを送れるって時だったのに……まさかこんなことになるなんて思わなかった。

（ってか、なんでみんないきなりヤンデレになったんだ？）

　そういえば、死の直前に彼女たちは明らかに様子がおかしくなっていた。

　それが気になりはしたが、まぁ今更そんなことを考えても仕方ないか。

「俺、死んじゃったんだな……」

　改めて、自分が死んだことを実感する。童貞を卒業するどころか、オッパイすら揉もめずに死んじゃったとは……ごめんよ、天国の親父おやじとお袋。遺伝子、残せなかった……。

「ちなみに、そこの小娘は本当にそなたの娘ぞ？　本来なら未来に生まれるはずだったが、そなたが死んだので小娘の魂もこちらに来たらしいのう」

「っ……マジか。俺、未来で結婚することができたのか!?　しかもこんなに可愛かわいい女の子が生まれてくるのか!?」

　びっくりした！　もしかしたらこんなに可愛い娘が生まれてたかもしれないのか！

　そう言われてみると、ヒカリが他人に思えなかった理由も理解できる。

　この子には確かに俺の面影があるし、妙に庇ひ護ご欲をそそられるというか……守らなければならない、という使命感に駆られる。

「お父さん……わたし、未来で元気に大きくなってたよ？　本当はね、大人になったらお父さんと結婚するはずだったのに……もう、結婚できなくなったのっ」

　お父さんとは結婚できないんだけどね！　とにかくヒカリは悔しそうに泣いている。

　おいおい、俺って娘からこんなに愛されていたのか……めちゃくちゃ嬉うれしい。

　でも、だからこそ、もう未来で彼女と会えないと思うと、悲しくなってくる。

「ごめんな。ヒカリ……くそっ」
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　娘を抱きしめながら、俺もまた悔しさで泣きそうになった。

　本当はオッパイを揉もめるはずだったんだ。童貞だって卒業できるはずだった。女の子のパンツだってかぶれたはずだし、足で踏みつけられる夢だって叶かなうはずだったんだ……！

「くっふっふ。それにしても、人間とはやはり面白いのう」

　そんな俺たちとは対照的に、イザナミはとても愉快そうに笑っていた。

「何が面白いんだ？」

「ん？　ああ、すまぬ。独り言じゃ……本来ならそなたたちを冥府に導いてやるのが妾わらわの仕事なのじゃが、戯れにお喋しやべりしてやっても良いか。聞きたいか？　聞きたいのだな!?」

「……お、おう」

「うむ！　良かろう、妾の面白い話を傾聴するがいい！」

　上から目線だがなんか話したがっていたので頷うなずいてあげると、イザナミは嬉き々きとした様子で口を開いた。

「妾は人間が大好きでな。神とは違って不条理を好み、不合理に従い、不可解を受け入れるそなたたちの人生を覗のぞき見るのが趣味なのだ。いつも暇があれば下界を覗いておる」

　悪趣味だなぁ。でも、神様らしいかも。

「とくに色恋沙汰には目がない。愛し、憎む姿はかつての妾を連想させる……最近のお気に入りはそなたであった」

「え？　俺？」

「そなたほど女に愛されている男はそうそうおらん。小僧を取り巻く小娘たちの感情は観察していて興味深かった。告白されるところも良かったのう……くふふっ。そしてまさか、あのようなことになるとはな……くっふー！　面白い、本当に人間は面白い!!」

　イザナミは笑いを抑えきれなくなったようで爆笑している。

　一方、こちらは何が面白いのか分からなくてきょとんとしていた。

　そんな俺に、イザナミはこんなことを言う。




「まさか、好感度を百パーセントから二百パーセントに上げてみたら、愛いとしの人を殺すとはな！　憎しみではなく、愛しすぎているが故に殺さつ戮りくを選ぶとは……面白い！　人間とは本当に、面白い！」




　その一言に俺は口をあんぐりと開けた。

「い、いやいや！　ちょっと待ってくれよ……そもそも俺は彼女たちに殺されてないっ。あの大鎌を持った巨乳美女に殺されたのに、彼女たちは関係あるのか!?」

「うむ。あの大鎌を持った美女はそなたの『死神』でな、本来なら冥府に魂を導く運搬者でしかない。そなたが死すべき時に死をもたらす役割を持っておる」

　イザナミが説明するには、人間は必ず一柱の死神を宿しているとのこと。

　死後、迷わずに冥府の世界に行けるように手助けしてくれるようだ。

「死神は簡単に言うと妾わらわのパシリで、基本的には妾の言うことしか聞かぬ。しかし、今回は妾が権能で小娘たちに干渉したが故に、彼女らに妾の残ざん滓しが付着したのであろうな。それで死神は小娘たちが妾だと勘違いしておる。小娘たちの意思も『妾の意思』と判断してしまったらしい。だから小娘たちがそなたを殺したいと思ったら、死神がその意思に従ってそなたを殺したというわけぞ」

　なるほど。分からん。

　ちょっと何を言ってるか分からないけど、とにかく巨乳のさらし美女は死神ちゃんで、雫しずくたちの意思通りに動くようになったことだけは分かった。

　だから死神ちゃんが俺を殺したのは、雫たちの意思によるもの、ということか。

　……ってか、イザナミは今『小娘たちに干渉した』って言ったよな？

　それってつまり、

「お前、彼女たちの感情を操作したのか？　意図的に好感度の数値を弄いじったのか!?」

「うむ、人は限界を超えて人を好きになるとどうなるか気になってのう、思わず神の権能を使ってしまった」

「け、権能？」

「説明するのは難しい力なのだがな。下界で言うところの魔法みたいなものだと思ってもらって構わぬ」

　え？　どういうこと？

「魔法って……！　まさか、鐘の音か？」

「まさしく。そなたを愛している人間の小娘に限り、あの音を聞いた者はそなたへの好感度が倍になる。そういう力を使ったのう」

　何の悪びれもなくあっけらかんと言葉を続けるイザナミは、まるでお笑い番組を見た後のように頬ほおを緩めてニヤニヤしていた。

　一方の俺は、凄すさまじい悲しみに襲われていた。

「お、お前のせいかぁあああああああ!?」

　みんながいきなりヤンデレになってしまったのも、俺が童貞のまま死んだのも、ヒカリが生まれてこれなくなったのも、全部こいつの気まぐれのせいだった。よし、許さん。

「ヒカリ、ちょっと手伝え！　一緒にこの女神様に復ふく讐しゆうするぞ!!」

「うぇーん！　女神様のばかー！」

　俺とヒカリは泣きながら女神に飛びかかり、その体を押し倒す。

「何事だ!?　い、いきなりどうした!?　女神たる妾に乱暴をするなど無礼ぞ！」

　そしてそのまま、イザナミの脇腹をこれでもかというくらいくすぐってやった。

「うるさいばーか！　お前のせいで俺は童貞のまま死んだんだぞ!?」

「くはははは！　や、やめろ……やめろー！」

「このっ。このっ。本当はね、お父さんと結婚する予定だったのに……やっと十二歳になって、オッパイだって大きくなり始めてたのに！　ばかばかばかー！」

「あひゃひゃ！　ごめんにゃさいっ。ごめんにゃさいごめんにゃさい！　あひぃ、くすぐるのは……もうだめぇ」

　しばらくくすぐっていると、イザナミが降参して謝ってきた。

　ま、許すわけないんですけどね？

「まったく……どうしてくれるんだよ。さすがに死んじゃうのはダメだろ」

「そうだよっ。わたし、もうお父さんと会えなくなるのはイヤっ」

　俺とヒカリがそう伝えると、イザナミはシュンとしたように肩を落とした。

「も、もしかして、妾わらわ……悪いことをしてしまったのか？　人間の一生なんぞたかが百年程度、いつ死んでも変わらないと思ってたのだが……それは、間違いと？」

「間違いなんだよなぁ」

　イザナミにはどうやら本当に悪気があったわけじゃないようだ。

　ただ、こいつは人間という生き物の感情を理解できてないのかもしれない。

「す、すまぬ！　まさかそなたたちに迷惑がかかるとは思ってなかった……今すぐ生き返らせてやるから、それで許してくれっ」

　女神様のくせにへこへこと謝るイザナミに、俺は勢いよく顔を上げた。

「え？　生き返ることってできるのか!?」

　それができるなら話は早い。

「できる！　妾は死者を管理する黄泉の主あるじぞ？　死んだ魂を蘇よみがえらせることなど造作もなきこと……だ、だから、もうくすぐるのはダメだぞ？　妾、ああいうの苦手だぞ？」

「なんだよ……それを先に言ってくれよ」

　安心した。童貞のまま死んで悲しかったが、生き返ることができるのなら良かった！

「ヒカリ、もう大丈夫だぞ。また俺の娘として生まれてきてくれ」

「わーい、やった！　またお父さんのお嫁さんになるために花嫁修業頑張らないとっ」

　ヒカリも嬉うれしそうにぴょんぴょんと跳ねていた。

「これで一件落着だな……って、そういえば」

　生き返れば全てが元に戻ると思っていたのだが、ふとあのことを思い出した。

「もちろん、雫しずくとこのみと彩さい花かにかかったヤンデレの魔法は解けるんだよな？」

　そうじゃないと意味がない。彼女たちがヤンデレのままなら、生き返ったところで結局、死神ちゃんにバラバラにされるのだから。

「…………ぁ」

　俺の問いかけに、イザナミはハッとしたように目を大きくする。

　なんかイヤな予感がした。おいおい、まさかできないとか……そんなことないよな？

「そ、それは……なんというか、できなくもないが、難しいというか……」

　まさかだった！　歯切れの悪いイザナミに、俺はまたくすぐってやろうかと手を伸ばす。

　するとイザナミはビクンと体を震わせながら、正直に答えた。

「ひぃ!?　や、別に権能を解くことはできる！　できるが、妾わらわは細かい調整が苦手でな……好感度を適当に倍くらい上げるのはできても、元の数値に調節するのはたぶん無理……下手したら好感度がゼロになるかもしれんが、それでも良いかのう？」

　ふむふむ、なるほど？　そっかそっか……よし、許さん！

「良いわけないだろ！　ヒカリ、やるぞっ」

「え？　うん、分かった！　こちょこちょ～」

「ひぎぃいいいい!?　待って、やめてぇ……これ以上くすぐらないでぇ！」

　身をよじりながら笑い転げるイザナミ。もうなりふり構ってられないのだろう。

　胸元や足付近の着物が乱れて肌が大きく露出していた。

　いいオッパイと足だ……これに免じて、そろそろやめてやるか。

　男なんてオッパイを見せられたら大抵のことを許せる生き物である。

「ごめんにゃさい……ごめんにゃさい」

　くすぐられるのがよっぽど苦手なのか、イザナミは土下座していた……女神なのに。

「はぁ……せっかく俺を好きになってくれたのに、その好感度がゼロになるのはイヤだな。今後、あんなに可愛かわいい女の子たちに好かれることなんてないかもしれないし……どうにか元に戻す方法はないのか？」

　みんな本当は優しい子なのだ。きっと本心では俺に死んでほしくなんてなかったと思う。あの子たちのためにも、イザナミの権能？　魔法みたいなのは解除したかった。

「むむ……元に戻る方法もなくはない。妾の力は万能であるが、限りもある。一定時間が経過すれば、権能も解けるであろう」

「で、その時間は？」

「厳密には分からぬが、だいたい一年くらいかのう？」

　一年。まぁ、それくらいなら我慢できるくらいの時間ではあるけど。

「その間、みんな好感度が倍のままか……何かの拍子でサクッと殺されそう」

「妾も驚いた。好感度が二百パーセントになった人間は、ふとした拍子に愛する人を殺したくなるなんて……くふふっ。面白いのう。興味深い」

「俺はまったく面白くないけどな！」

　イザナミのせいで三人の好感度が二百パーセントまで過剰に上がっているので、きっかけがあればヤンデレを発動させてしまう。

　ヤンデレが発動して俺を『殺したい』と思った瞬間には、もう終わりだ。

　俺に宿っている死神ちゃんが彼女たちの意思に従って大鎌を振るうことだろう。

「だとしたら、卒業式の日に生き返るのはダメか。あの日はみんな告白するくらい俺を好きになってくれてたから、絶対にヤンデレる」

「生き返る時期はある程度なら制御可能ぞ？　とはいえ妾わらわは不器用なので年数単位だがな！　過去に蘇よみがえることもできる。妾は万能だから！」

「はいはい、すごいすごい……ちなみに、過去に戻るからお前の魔法は発動前になるわけだよな？　だったら無効になったりしないのか？」

「それはない。妾の権能は人間の魂に刻む。そもそも時間なんぞ生物の概念ぞ？　妾たちは永遠の存在だから大おお雑ざつ把ぱにしか把握しておらぬ」

　理屈はよく分からないけど、とにかく魔法は解けないんだな。

「だとしたら、高校の卒業式より一年以上前……余裕を持って高校二年生くらいがいい」

　そこからみんなのヤンデレを発動させないよう、彼女たちを刺激せずに一年間を生き抜く。そして俺はオッパイを揉もむ。それでハッピーエンドだ！

「童貞を卒業するのは先延ばしになったけど……ポジティブに考えるなら、楽しい高校生活をまた送れるんだからそれもいいかな」

　俺は高校を卒業したら田舎に住む祖父母が営む農家を手伝う予定だった。

　だからまた、お別れするはずだったみんなと高校生活を送るのも悪くない。

「お父さん……大丈夫？」

　ずっと話を聞いていたヒカリが、ここで不安そうに俺の手をギュッと握ってきた。

「わたしね、お父さんが痛い思いするのイヤだよ？」

　もしかしたらこの子は、俺以上に俺が死ぬことを怖がっているのかもしれない。

「心配するな！　俺はヒカリのお父さんになるんだぞ？　何年後になるかは分からないけど、現実でもしっかり元気な顔を見せてくれ。俺を、お前のお父さんにならせてくれ」

　童貞だけど、心がヒカリを娘だと認識していた。

　この子だけは絶対に守らなければならないと本能が叫んでいる。

「ヒカリのためにも、俺はあきらめないよ」

　安心させるためにも力強く言い切ると、ヒカリはニッコリと笑って頷うなずいてくれた。

「うん！　わたしを、お父さんの娘にしてくださいっ」

「任せろ！」

　その笑顔を見ていると、心がとても温かくなる。この子のためにも頑張ろうと思えた。

「さて、準備は良いかのう？　なんだかんだ、そなたの人生をまた覗のぞき見れると思うと、妾も楽しみぞ」

「誰のせいで……はぁ。もういいや」

　悪気がまったくなさそうなのが迷惑だった。そもそも、神であるイザナミに人間の感情を理解しろと言うのが間違いなのかもしれない。

　それはもう仕方ないことなので、文句を言うのは終わりにするか。

「童貞のままなら、死んでも死ぬわけにはいかないよな！」

　オッパイのためにも俺は死ぬわけにいかない。

「それでは……ほいっとな」

　イザナミが軽く柏かしわ手でを打つ。直後、俺の視界は真っ黒になって何も見えなくなった。

「お父さん、がんばれ！」

　ヒカリの応援を最後に、俺の意識は暗転する──
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　まぶたを開けると、そこには見慣れた天井があった。

（ここは俺の部屋……？　きちんと生き返ってる！）

　イザナミはしっかり仕事をしてくれたらしい。ただ、今がいつなのかはまだ分からないのが不安だった。気温は過ごしやすいくらいなのだが少し湿度が高く感じたので、夏近辺かな？　窓の外は太陽が昇りかけていたので、時間は朝か。

　今はいつなのだろう？　季節と時間も気になる一方、何年前に生き返ったのかが一番知りたい。もしかしたら十年前になっている可能性もあの女神様ならありえる。

　時間と日付を確認するために、俺は大慌てでスマホを探した。

　その時、ポヨンと柔らかい何かが俺の肘に当たった。

「んっ……」

　微かすかな吐息に俺は体を硬直させる。肘に当たっているのは、まだ育ち切っていない少女のオッパイ……？　うん、これはまさしくオッパイ！

　と、一瞬喜びかけたのだが、そのオッパイの持ち主を考えて一気に青ざめた。

（俺のベッドにいるってことは……このみか!?）

　近衛このえこのみ。二つ年下の義妹いもうとだ。

　俺が中学一年生、このみが小学校五年生の時にお互いの親が再婚した。

　あれから俺たちは兄妹になった。

　そして俺が高校一年生の時に両親をなくしてからは、二人だけの家族となった。血はつながってないが懐いてくれたこのみは、ことあるごとにベッドに入り込んできていた。

「っ……！」

　一瞬、殺された時の情景がフラッシュバックする。

　このみに直接殺されたわけじゃないが、きっかけはこの子の意思だった。

（ど、どどどどうしよう!?　どうせ殺されるならオッパイもんどくか!?）

　もしかしたらまた死神ちゃんが出てきて殺されるかもしれない──と、思ったが。

「えへへ～……おにぃちゃぁん」

　ニマニマと笑いながら俺の胸元に頬ほおを擦り付けているこのみは、俺の知っている愛らしいこのみだ。その幸せそうな寝顔を見ていると、なんだか力が抜けた。

「まったく。幸せそうに眠りやがって」

「んぎゅ～」

　ほっぺたを軽くつねると、このみは変な鳴き声をあげた。

　よし、許す。ちょっとあざといけど可愛かわいいから俺を殺したことは許そう！

「ふあぁ……おにぃちゃん、おはよう。もう朝なの～？」

　俺がいたずらしたせいで目を覚ましたみたいだ。目をくしくしとこすっている。

「また俺のベッドに入ってきたな？」

「えへへ～。だってこのみはね、おにぃちゃんのこと大好きだもーん」

　ギュッと抱きついてくるこのみに俺は思わず頬を緩めた。ヤンデレの兆候はない……イザナミの魔法にかかっていても、ずっとヤンデレというわけではないらしい。

「今は……まだ六時だよ？　おにぃちゃん、今日は早いね」

「……まだそんな時間か」

　このみが俺のスマホで時間を確認していたので、それを受け取ってさりげなく日付の方も確認しておいた。

（六月三日か。西暦は……うん、しっかり俺が高校二年生の時の年数だな）

　良かった、蘇そ生せいに関して特に問題は起きていないようだ。

　そういえば、このみの髪形はツインテールである。

　高校卒業と同時にこのみは髪形を変えるのだが、その前ということは時間がしっかりと戻っている証明だろう。

「俺はもう起きるけど、お前はどうする？　たまには早起きした方が……」

「このみはもうちょっと眠っていい？　いっぱい寝て、オッパイ大きくしたいの」

「よし、眠れ。たくさん眠ってオッパイを大きくしろ。それはとてもいいことだ！」

　そういうわけでこのみを置いて、俺は自分の部屋を出た。

　さてさて、この時間ならもう彼女も家に来ているはず。

「……お、やっぱりいた」

　台所に顔を出すと、そこには予想通り彼女がいた。

「光こう輝き？　もう起きたんだ……いつもより早いね」

　長めの黒髪。おっとりとしたたれ目。ほどほどに大きいたわわなお胸。小柄というわけではなく、むっちりと肉付きの良い肢体は抱き心地が良さそうである。

　制服の上からエプロンを着ている彼女の名前は夜よ桜ざくら瑠る璃り。

　近所に住む同級生の女子で、いわゆる幼おさな馴な染じみというやつだ。

「昨日もエッチな本見てて夜更かししてたのに、よく起きれたね」

「なんで知ってんだよ!?　あ、違う。べ、別にエッチな本なんて読んでないけど!?」

「キモイ」

　瑠璃が素っ気なく罵倒してくる。昔は『こうちゃん』『瑠璃おねぇちゃん』と呼び合うくらい仲良しだったが、最近の瑠璃はかなり冷たくなった。倦けん怠たい期きなのかもしれない。

　とはいえ、瑠璃は俺の両親がなくなってから、毎日ごはんを作りに来てくれている。俺には冷たいけど、それだけでとてもありがたかった。

「さっさと顔でも洗ってくれば？　まだごはんできないけど」

　瑠璃がそんなことを言いながらリズムよく包丁を動かす。

　トントントン、と上下する刃物を見て、無意識に卒業式の日を思い出してしまった。

（死神ちゃんのオッパイ……じゃなくて！　俺、大鎌で殺されたんだよなぁ）

　包丁と大鎌はまったく形状が違うが、どちらも刃物であることに変わりない。

　イヤでも殺された時の光景が脳裏に浮かんで、思わず体をすくめてしまった。

「……光輝？　どうしたの？　何か様子が変だよ」

　やっぱり一緒にいる時間が長いからなのか。瑠璃は俺の異変をいち早く察知したみたいで、料理の手を止める。普段は素っ気ないが、なんだかんだ心配してくれていた。

「大したことじゃないから大丈夫。心配してくれてありがとう」

「別に光輝は心配してないっ……あんたに何かあったら、このみちゃんが悲しむでしょ？　だから何かあったらちゃんと言って」

　その気遣いが素直に嬉うれしかった。

「うん、分かった。何かあれば言う……あ、オッパイ揉もんでいい？」

「ねぇ、勘違いしないでね？　あたしはこのみちゃんのためにあんたを心配してあげてるの。光こう輝きのことなんてどうでもいい……あと、セクハラもしないで。キモイ」

　何かあれば言えって言ったじゃん。オッパイ揉もみたくなったからそれを言っただけなのに、なんか冷たい目を向けられてしまった。思春期の女の子は扱いが難しい。

「そういえば、おじいさんとおばあさんからお野菜届いてたんだね。早速使ってるよ」

「……そうか。届いてたんだな」

　農業を営んでいる祖父母はことあるごとに収穫した野菜を送ってくれていた。

「電話してみるかな」

　なんとなくじいちゃんとばあちゃんの声を聞きたくなった。

　二人は朝が早いのでこの時間帯からでも平気で起きている。

「ちょっと外に出てくる」

　スマホを持って玄関から出る。本当は家の中で電話しても良かったけど、なんとなく瑠る璃りに祖父母との会話を聞かれるのが恥ずかしかったのだ。

「……あ、もしもし？　俺だけど」

　数回のコール音の後、ガチャリと音が鳴ったので声をかけてみる。

『オレ？　誰じゃ！　もしかしてオレオレ詐欺じゃな!?　年寄りだからって騙だませると思うなよ、儂わしはまだ六十歳じゃからな！』

「七十歳のくせになんで嘘うそつくんだよ……光輝だよ、じいちゃん。もしかしてボケて孫の声も忘れたのか？」

『……光輝って誰じゃっけ？』

「じいちゃん!?」

『ふぉっふぉっふぉ、冗談じゃ、　今日は珍しく早いのう、光輝。どうした？』

　電話越しに響く声は祖父のものだった。俺の実親──父親の両親である。

　このみとは血が繋つながってないが、じいちゃんとばあちゃんはこのみのことも孫と思って優しくしてくれていた。このみも二人のことが大好きである。

　もちろん俺もじいちゃんとばあちゃんが好きだった。

　二人は俺の両親が亡くなった時、経済的にも精神的にも支えてくれた人なのである。

「いや、特に重要な用事じゃないんだけどさ。昨日、送ってくれた野菜が届いてたから、お礼を言おうかなって。ありがとうな、瑠璃も喜んでたよ」

『瑠璃ちゃんが喜んでくれたなら儂も老体を酷使した甲か斐いがあったのう。ふぉっふぉっふぉ。瑠璃ちゃんはでっぷり太くなったキュウリとナスを見て興奮してたじゃろ？』

「エロじじいかよっ。そんなこと言ってたらばあちゃんに怒られるぞ？」

『あんなクソババアなんぞ怖くないわ！　ふぉっふぉっふぉ……あ、ばあさん？　今のは冗談じゃ。だから孫の手で叩たたくのは……あひぃ。でぃーぶいじゃぁ』

　どうやらばあちゃんに話を聞かれてしまったらしい。ドンマイ、じいちゃん！

『まったく、幾つになっても仕方ない人なんだから……もしもし、光こう輝きかい？』

　じいちゃんに代わって、電話越しに聞こえてきたのはばあちゃんの声。

「ばあちゃん？　野菜ありがとうな。いつも助かるよ」

『なに、大したことじゃないよ。しっかり食べて元気に育ちなさいな。それがあんたにできる親孝行さね』

「うん……元気に、ね」

　正直なところ、じいちゃんとばあちゃんの声を聞いてちょっとだけ泣きそうになっていた。俺は一度、二人よりも先に死んでしまっている。これ以上の不孝者はいないだろう。

『このみと一緒に、早く大人になって老い先短いクソジジイとクソババアを安心させな』

「……分かってるよ。安心しろって、ばあちゃん。俺、未来ではきちんと結婚して、可愛かわいい娘が生まれるんだぞ？　俺の子供を見るまではポックリ死ぬなよ」

　俺がもし生き延びることができたら、きっとヒカリが生まれてくるはずだ。

　じいちゃんとばあちゃんにヒカリを見せてあげたいなぁ。

『そうかい。それなら、じいさんと一緒にあたしも長生きしないといけないねぇ』

　ばあちゃんは朗ほがらかに笑いながら俺の話に頷うなずいてくれた。

　たぶん本気にはしてないだろうけど、今はそれでいっか。

「じゃあ、また電話かけるよ」

『いつでもかけな。遠慮はいらないよ？　あたしらはいつでもあんたたちの味方だからね』

「うん、ありがとう」

　頼もしい言葉を最後に、祖父母との電話は切れる。

「…………よし！」

　二人からは元気をもらった気がした。

　不安も多いけど、俺にはまだやり残したことがたくさんあるということを改めて実感する。

　じいちゃんとばあちゃんのためにも、俺は死ぬわけにはいかない。







　電話を終えた後、ようやく起きたこのみと一緒に瑠る璃りが作ってくれた朝食を食べた。

「今日の朝食はお野菜がいっぱい入ったサンドイッチだよー」

「わーい！　このみね、お野菜大好きなのっ」

「キャー♪　はしゃぐこのみちゃんが可愛い……っ」

　瑠璃はこのみを見て目にハートを浮かべていた。

　彼女はこのみに対してデレデレである。どうやらこのみが可愛くて仕方ないらしい。

　まぁ、実際に可愛いからな！　メロメロになるのも当たり前だろう。

「俺もいただきまーす」

　このみに続いて瑠る璃りの作ってくれたサンドイッチを頬ほお張ばる。

　じいちゃんとばあちゃんが送ってくれたキュウリやナスも入っていた。さすがは農家直送の野菜……瑞みず々みずしくて美お味いしかった。

「ねぇ、光こう輝き。これ食べて。どうせ足りないんでしょ？」

「あ、うん。ありがとう」

「別に。余ってるだけだから」

　そう言いながらも、瑠璃のことだから俺のために余分に作ってくれていたのだろう。

　幼おさな馴な染じみだからこいつの思惑くらいお見通しだった。

　瑠璃は冷たいけどなんだかんだ優しいのである。

「ごちそうさま」

　朝食を食べ終えて、準備を済ませてから俺たちは登校することにした。

　道中、俺の隣で瑠璃とこのみが仲良くお喋しやべりを交わす。

「瑠璃おねぇちゃん、サンドイッチおいしかったの」

「このみちゃんは体が小さいから、しっかり食べて大きくならないとダメだよ～」

「うん！　このみね、頑張っておにぃちゃんが好きなきょにゅーさんになるのっ」

「光輝はオッパイが大好きな変態だもんね～」

　……否定はできない。何な故ぜなら俺はオッパイが大好きだから！　でも巨乳に限った話じゃないぞ？　そこは勘違いしてほしくないものだ。オッパイはみんな素晴らしい。
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「ねぇ、光こう輝き？　あんたが巨乳好きとかどうでもいいけど、エッチなことはこのみちゃんの教育に悪いからあんまり言わないで」

　不意に瑠る璃りが耳打ちしてきた。このみが好きすぎる瑠璃は俺の言動をたびたび注意する。はいはい、といつものように聞き流したのだが。

（あ……今、このみに他の女の子と接近してるところを見られていいのか？）

　ふと、不安になった。このみはイザナミのせいで好感度が倍になっている。

　何をきっかけに感情が爆発してヤンデレになるか分からない。

　今、瑠璃が接近しているその光景が、このみにとってヤンデレのトリガーになるかもしれない──と心配になったのだ。

（だ、大丈夫だよな？）

　恐る恐るこのみの方を確認してみる。

「もうちょっとおっきくならないかなぁ」

　このみは自分の胸に手を当てて拗すねたように唇を尖とがらせていた。

　目に光は……ある。つまり、ヤンデレにはなっていない。

　このみは俺が他の女の子と一緒にいてもヤンデレにはならないみたいだ。

（ふぅ、良かった……）

　安あん堵どの息が無意識に零こぼれ落ちる。いつヤンデレになるか分からないという現状は、それはそれで気を張ってたいへんそうだ。

　学校ではこのみと別れることになるが、代わりにクラスメイトの西さい園おん寺じ彩さい花かと後輩の奏かなで雫しずくと一緒にいることが多くなる。

　念のため、二人の様子も確認しておかないと。







「おにぃちゃん、いってきますっ」

「いってらっしゃい。気をつけてな」

　俺の通っている第一高校は中高一貫の学校である。このみの通う中学とも敷地が同じなので学校までは一緒に通えるが、もちろん校舎は違うので校門で別れた。

「じゃ、また夜に」

　瑠璃とは同級生だがクラスが別なので、教室の前で別れた。

　さてさて、あの子はもう来てるかな？

　教室を見渡すと、俺の席に彼女──西園寺彩花が座っているのを見つけた。

「くんくん……ああ、光輝さんの匂い……」

「へ、変態かよっ。朝から何してるんだよ、彩花」

　彼女は俺の机の匂いをかいでニヤニヤしている。朝からドン引きさせられた。

「あ、ちちち違うのっ……ちょっとだけわたくしが匂いフェチなだけなのっ。そんなにドン引きしないでくれるかしら!?」

　俺が来たことに気付いた彩さい花かはあわあわと手を振った。

　同時に大きなオッパイもポヨンポヨンと揺れる。

　夏服は冬服よりも布が薄く、よりオッパイが強調されるので俺は大好きです！

　胸元のボタンはあまりの巨乳さに悲鳴を上げており、今にも弾はじけ飛びそうだった。

　そういえばオッパイの成長が止まらないと前に嘆いていた気がする。制服のサイズも小さいんだろうなぁ……どこまで大きくなるのか、将来が楽しみです！

「あらあら……恥ずかしいところをお見せしたわね」

　立ちっぱなしの俺に気を使ってか、彩花は慌てた様子で立ち上がる。

　その際、大きすぎるオッパイが机の縁に引っかかって、彼女は体勢を崩した。

「危ないっ」

　すくさま手を差し出して彼女を受け止める。

　すると、彼女の豊満な巨乳が俺の腕を包み込んだ。

（すげぇええええええ！）

　あまりの感触に目を見開いてしまう。これが学校で一番のオッパイか……！

「あ、ごめんなさい」

「許す。全部許す。むしろありがとう」

　オッパイを触らせてくれたので、ヤンデレになって殺したことも含めて全部許してあげることにした。うん、このオッパイに触れたのなら、死んだ価値もあるかな！

「重いかしら？　色々、ご迷惑をおかけしてごめんなさい……」

　彩花は体勢を直しながらはにかむように笑っていた。

　大丈夫、体重は軽いよ。オッパイは重いけど！

　ともあれ、良かった。彩花はヤンデレになってない……いつもの彩花だった。

「あの……光こう輝きさん？　わたくし、気持ち悪いかしら」

「いや、別に？　お前が匂いフェチだって知ってるし、匂いをかがれたことくらい気にしてないよ。人にはみんなそれぞれ性癖ってあるからな！」

　ちなみに俺はオッパイフェチ。小さいのも大きいのも好き。オッパイ大好き！

「光輝さんは優しいのね。うふふ……では、遠慮なく。くんくん」

　彩花は機嫌良さそうに笑った後、堂々と俺の胸元に顔を近づけてきた。

「おい、だからって自重しろ。堂々と匂いをかぐな」

「あはんっ。光輝さんの匂い……と、あら。何か変な匂いがするわ」

　勝手に人の匂いをかいでおいて、彩花は怪け訝げんそうに顔をしかめていた。

「く、臭いのか？　俺ってそんなに臭いかな!?」

「いえ、そういうわけではありませんけれど……うーん、気のせいかしら？」

　首をかしげる彩さい花か。俺は慌てて自分の匂いを確認したが、特に変だとは思わなかった。でも自分の匂いって自分では分からないっていうし……気のせいであってほしいなぁ。

「あー！　朝からイチャイチャして……ずるいですっ」

　と、ここで俺が会いたかったもう一人の声が聞こえてきた。

（雫しずくか!?　おい、このタイミングで来るのかよ！）

　奏かなで雫。一学年下の後輩である。性格は健けな気げで人懐っこい。

　普段なら別に警戒する必要もない、人畜無害で可愛かわいい後輩なのだが。

（大丈夫か？　俺と彩花がくっついているのを見て、ヤンデレを発動させてないか!?）

　雫はイザナミのせいで好感度が倍になってしまっている。

　たぶん、だからこそ朝から俺に会うためにわざわざ二年生の教室に来たのだろう。

　そんな彼女が、彩花と密着している俺を見て嫉妬しないか不安に思ったのだ。

　しかしその心配は杞き憂ゆうだった。

「私も交ぜてくださいよっ。せーんぱいっ♪」

　雫は俺の腕をギュッと抱きしめる。その瞳は普段通り、明るく輝いていた。

（よ、良かったぁ。ヤンデレは発動してないっ。あと、いい匂いする！）

「あらあら。雫さんは本当に光こう輝きさんが大好きなのね」

「はい！　私は先輩のこと、愛してますっ」

　そして彩花の方も大丈夫みたいだ。

　このみと同じく、二人とも俺が他の女の子とイチャイチャしてても特に問題ないのか。

「あ、挨拶もまだでしたね、ごめんなさい……おはようございます、彩花先輩！」

「ええ、ごきげんよう。くんくん、雫さんは元気な匂いで可愛らしいわ」

「あわわ、くすぐったいですよ～」

　彩花が早速雫の匂いもかいでいた。雫もイヤそうな顔はしていない。

　二人の仲もいつも通り良好だ。俺の知ってるヤンデレという属性は、他の女子を敵視するので仲良くなんてしなかった気がする。

　雫も、彩花も、ヤンデレになるなんて到底思えないくらい普通だった。

　でも、だからこそ……気が抜けなくて、俺の方が逆にいつも通りに日常を送れるか不安になってしまう。

「はぁ……」

　思わずため息をつくと、雫が不服そうな声を上げた。

「先輩っ。ため息なんてついてたら幸せが逃げますよ？　ほら、私の元気を分けてあげるのでため息は飲み込んでくださいっ。ぎゅ～！」

　俺を元気づけるために、雫しずくがより力を込めて腕に抱きついてくる。

「あぎゅっ……いたたっ」

　その際、少し体勢が悪かったせいか、雫が転んだ。彩さい花かといい、俺の周囲の女の子はよく転ぶなぁ。そしていつも俺にラッキースケベさせてくれる。

　彩花の時はオッパイを触れた。そして雫は今、俺にパンツを見せてくれていた。

（白！　うん、やっぱり純情な少女っぽい色が似合う！）

　パンツを見て、俺の悩みは一気に吹き飛んだ。パンチラはいつだっていいものだ。

　難しいことは後だな。とりあえず今は、彼女たちがヤンデレを発動させずにいつも通りの日常を送ることだけ考えよう。







　学校の間、俺はずっと雫と彩花の様子を見ていた。結局、二人とも特に異常を見せなかったのだが、変に気を張っていたせいでやけに疲れた気がする。

　彼女たちが気がかりすぎて授業の内容もあまり理解できなかった。

　一応、時間が巻き戻っているので高校二年生の授業を受けるのは二度目なのに、成績は平凡なので授業の内容は相変わらずあやふやだった。勉強は相変わらずめんどくさい。

（ちょっと息抜きしていくか）

　放課後、一人で帰り道を歩きながら、俺は息をつく。

　家にはこのみがもう帰っているはずだ。またヤンデレになるか気を張らなければならないので、気分転換も兼ねて本屋に寄ることに。

（エロ本でも買おう）

　とはいえ、今の俺は高校二年生。十八禁の本が買えない年齢である……仕方ないので、十五禁のグラビア雑誌を購入して帰ることに。

（いい感じに巨乳な子の本があって良かった。たまには褐色ギャルもいいよね！）

　それを読むのを楽しみにしつつ、家の扉を開ける。

「おにぃちゃん！　おかえりなさいっ」

　俺が帰って来るや否や、このみが勢いよく飛びついてきた。

　どうやら玄関で俺をずっと待っていたらしい。

「お、おう。ただいま」

　あれ？　このみっていつも出迎えてくれていたっけ？

　前までは俺が帰ってきてもリビングでゴロゴロしていた気がするのだが。

「おにぃちゃん、いつもより遅かったね……このみ、寂しかったの」

「え？　ああ、そうなのか？　ごめんごめん、本屋さんに寄ってたんだ」

　謝りながら抱きしめ返すと、このみは安心したように頬ほおを緩める。

　でも、俺の方はこのみとは対照的に不安な気持ちが膨れ上がった。

（これは好感度が倍になってるからなのか……？）

　俺をより好きになってるから、早く俺に会いたくなっていた──そう考えてもいいと思う。それだけなら不安を抱く必要などないが、やけに引っかかったのだ。

「えへへ～。やっぱりね、このみはおにぃちゃんの隣が大好きなの」

「そうか？　俺もこのみと一緒にいるのは楽しいぞ」

「そうなの？　だったらずっと一緒にいようねっ。約束なの！」

　とはいえ、無邪気に笑うこのみはヤンデレを発動させてるように見えない。

　あまり悩んでも仕方ないので、深くは考えないことにした。

（ふぅ……グラビア雑誌を読むのは後になりそうだなぁ）

　この様子だとこのみはしばらく離れてくれないだろう。

　家の中でも、まだまだ落ち着くことはできなさそうだった。







　そして深夜。このみが寝た後にようやく俺は自由になった。

　いつも以上に俺にべったりだったなぁ。好かれているのは嬉うれしいけど……今のこのみはいつヤンデレになるか分からないので、気が抜けなくてちょっと疲れた。

「光こう輝き、もう帰るから」

　夕食を作りに来てくれた瑠る璃りも時間が遅くなったので帰ることにしたらしい。

　彼女の家は徒歩十秒の隣にあるので、夜道も問題ないだろう。

　玄関にて、彼女を見送る。

「ねぇ、夜はきちんとカーテン閉めてね？　あたしの部屋からあんたがエッチな本を読んでる姿が丸見えなんだけど」

「は？　おい、そういうのはすぐに言えよ！　まさか覗のぞいてたのか!?」

「見てるわけないでしょ？　あたしの部屋のカーテン閉めたよ……気をつけなさい」

「……はい、ごめんなさい」

　謝ると、彼女は肩をすくめて苦笑した。最近は冷たくなったけど、なんだかんだ一緒にいる時間が長いおかげか、彼女と話していると落ち着く。

　学校でも家でもずっと気を張っていたので、余計に瑠璃の存在がありがたく思えた。

「じゃあ、また明日ね」

　彼女は玄関から出て行こうとする。それを見守ろうと思っていたのだが、体が勝手に動いて瑠璃の手を掴つかんでいた……って、何をしてるんだ俺は！

「……どうしたの？」

　不思議そうに首をかしげる瑠璃に、俺は慌てて手を離しながら謝った。

「あ、ごめんっ。別にその、大したことじゃないんだけど」

　正直な気持ちを吐き出そう。

　俺は彼女たちが少しだけ怖くなっている。雫しずくが、彩さい花かが、このみが、いつヤンデレになるか分からなくて、いつも通りに振る舞えなくなっている。

　だから、本音を言うと逃げ出してしまいたいという気持ちも少しだけあって。

　その弱さを、幼おさな馴な染じみで気を許せる瑠る璃り相手に爆発させてしまったのかもしれない。

　無意識にこんなことを言っていた。

「もし……もしもだぞ？　俺が、一緒にどこか遠くに行こうって言ったら、どうする？」

　なんともバカバカしい質問だった。

　それを聞かれても瑠璃だって困るだろう……俺は慌てて訂正しようとしたのだが。

「いいよ。もちろん行くけど」

　あまりにも当たり前のように、瑠璃はコクリと頷うなずいた。

「え？　いいのか？　お前、俺のこと嫌いなんだろ？　イヤじゃないのか!?」

　びっくりして問い直しても、彼女は答えを変えずに頷いてくれる。

「別に……光こう輝きは嫌いだよ。でも、行ってあげる。このみちゃんもあんたが一人になったら心配するだろうし。光輝のためなんかじゃないから、勘違いしないでね？」

　俺の発言を詳しくは追及することもない。ただ、俺について行くと瑠璃は言う。

　その言葉が、俺はものすごく嬉うれしかった。

「そっか……そうなんだ。いや、別にどこかに行くつもりなんてないんだけどさ。なんか……うん、ありがとう。素直に嬉しい」

「そう？　じゃあ変なこと言わないで。あと、いやらしい目でオッパイ見ないで」

「見てないぞ!?　さすがの俺でも今はオッパイを見る空気じゃないって分かるから！」

「はいはい、そういうことにしてあげる。じゃ、今度こそさようなら。おやすみなさい」

「ああ、おやすみ」

　手を振ってさよならを伝える。今度は瑠璃をしっかりと見送ることができた。

（いや、逃げ出すのは良くないよな。みんな本当はいい子なんだ……でも、もしも本当に辛つらくなったら、その時は……）

　逃げ出すなんて選択肢は取りたくない。でも、いざとなったら瑠璃に甘えるのも悪くないかもしれない。そう思うと、気持ちが軽くなった。

（さて！　瑠璃のおかげで落ち着いたし、エッチな本でも読んで気力を充実させるか！）

　決心も新たに、玄関に背を向けて自分の部屋に戻ろうとする。

　そんな時。

「おにぃちゃん……」

「ギャーっ!?　び、びっくりした……このみ、起きてたのか？」

　か細い声で呼びかけてきたのは……寝ていると思っていたこのみだった。

　このみはちょっと距離を開けて、物陰から俺を覗のぞき込むように見ている。

「どうした？　悪い夢でも見たのか？」

「うん。怖い夢を見たの」

　言葉を交わしてもこのみは近づこうとしない。身動き一つせず、俺をジッと見ていた。

「おにぃちゃんが、いなくなっちゃう夢だった」

「いなくなる？　まさか、そんなことありえないだろ」

「うそつき」

　その瞬間──ぞわりと、背筋が寒くなる。

　な、なんかおかしくない？　ちょっと怖いんですけど!?

「こ、このみ？　ちょっと様子がおかしいぞ？　いいから、こっちに来いよ」

「うそつき。うそつきうそつきうそつきうそつき……うそつき！」

　もはや、会話すら成立することはなく。

「ずっと一緒だよって約束したのに……どうして？　どうしてどうして？　おにぃちゃんは、どうしてそんなうそをつくの？」

「う、嘘うそなんてついてないから！　どうしたんだ、このみ？」

「うそ！　さっき、瑠る璃りおねぇちゃんとどこかに行くって言ってた……そんなのイヤ!!」

　普段は大人しいこのみが、叫びながら物陰から出てくる。

　その目には──光が、なかった。

（や、ヤンデレになってるー!?）

　さっきまでの、ふにゃっと笑っている可愛かわいい義妹いもうとはもういない。

　今のこのみは、まさしく卒業式の日に見たヤンデレのこのみだった。

（俺と瑠璃の話がきっかけになったのかっ）

　どうやらこのみは俺がいなくなると思い込んでいるみたいだ。

「あれは冗談だからっ。絶対にいなくなったりしないからっ」

「うそだよ。おにぃちゃんはこのみより瑠璃おねぇちゃんの方がいいんでしょ？」

　今のこのみには話が通じない。

「ダメなの……おにいちゃんがいないと、このみはダメなの。ひとりぼっちはイヤ。ずっと一緒がいい。おにぃちゃんと一緒がいい……だから、おにぃちゃんがどこにも行かないようにしないとダメだよねっ」

　その言葉と同時に、このみの背後から不意にさらし姿の美女が現れる。

　大鎌を持っている彼女は、卒業式の日に俺を殺した死神ちゃんだった。

　ニコニコと楽しそうに笑いながら俺を見つめている。

　可愛い！　でもまずいですねっ。このままだとまた死んでしまう。

「ちょっと待って！　このみちゃん!?　お兄ちゃんとまずはお話してくれない!?」

「おにぃちゃんはうそつきだからイヤ！　もういいの、おにぃちゃんは何もしなくていいのっ。ただ、このみの隣にいてくれればいいの」

「それはあれか？　ヒモになってもいいってことですか!?」

「違うよ？　おにぃちゃんを、動けなくするってことなの。大丈夫だよ？　このみはね、おにぃちゃんの寝顔も好き。匂いも好き。ただ、隣にいるだけで幸せなの……無理にお話しなくてもいいし、動く必要もないの。ただ、隣にいて……死んでてもいいから、ね？」

「ですよね！」

　死神ちゃんはこのみの言葉に頷うなずきながらストレッチをしていた。

　準備運動に抜かりはないようだ。うん、殺す気満々かよ！

　あらら、そんなに勢いよく大鎌を振り上げて……この距離ならよけられないな、無理。

　俺、死んだ。

「せめて殺す前にパンツ見せろ！」

　大鎌が振り下ろされる寸前。俺はこのみのパンツを見るためにスカートをめくる。

　スカートの下から顔を出したのは、このみにしては派手な黒いおパンツだった。

（えっっっっっろ！　やった、おパンツだ！）

　喜んだのもつかの間。
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「これでずっと一緒だよ、おにぃちゃんっ」

　サクッ♪　そして俺の視界は真っ白い光に包まれた。

　俺にとって、二度目の『死』だった──







　不思議なことに、死んだ痛みというのは然さ程ほど苦しいものではない。

　だけど、死んだという『恐怖』は残る。

　死んでしまった時の感覚は二度目だが、まったく慣れそうになかった。

　気持ちを落ち着けるために、ゆっくりと深呼吸してから目を開ける。

「くふふっ。小僧、二度目だのう。よもや一日も経たたずに死ぬとは、相変わらず妾わらわを楽しませてくれる！　人間とは誠に愉快だのう」

　まず見えたのは、心から楽しそうに笑っている女神様──イザナミだった。

「誰のせいだと思ってるんだよっ。お前のせいでまた死んじゃったぞ!?　おら、お詫わびにふともも触らせろ！」

「ひゃっ!?　おい、女神たる妾に無礼ぞ！　やめ……あひゃひゃひゃ！　び、敏感だから、くすぐったいって言っておる！」

　今回の死も、もとはと言えばイザナミのせいである。こいつがこのみの好感度を倍に上げなければ、ああやってヤンデレになることもなかったのに。

　仕返しに綺き麗れいなふとももをにぎにぎすると、イザナミは身をよじるほどに爆笑していた。苦しそうに涙が出るまでくすぐると少しは気も晴れたので、解放してあげることに。

「くははっ。もういいもん！　妾はどんなにくすぐられてもいいもん！　ごめんなさいって気持ちもあるけど、小僧が死ぬ姿は正直楽しいから、この状況は妾にとって最高だもん！　ほれ、存分にくすぐるといい！　妾はそなたの滑稽な人生を笑ってやるからな！」

「開き直りやがって……まったく」

　清すが々すがしくて逆に気持ち良かった。今はもう十分満足したので、仕返しは次の機会にとっておこう……さて、次はあの子を元気づけてあげないといけないな。

「ヒカリ、いつまでも泣いてないで、こっちおいで。俺は大丈夫だから」

　そう。俺が殺されたことで、将来生まれてくる予定だった娘の近衛このえヒカリも死んだことになるらしい。だから前回と同様、あの子もこの場にいた。

「ぐすっ。ひっぐ」

　でも、ヒカリはうずくまって泣いているばかりだった。

「パパ……だいじょーぶ？　いたくない？」

　ヒカリはとてとてと歩み寄ってきて、ぎゅっと俺にしがみついてくる。

　未いまだにポロポロと零こぼれている涙は、きっと俺のために流してくれているのだろう。

「ヒカリね、パパがいたいのイヤっ」

　ヒカリの優しい思いやりが、とても嬉うれしかった。

「心配してくれてありがとう。俺は大丈夫だから、ヒカリも泣くな。ヒカリが泣いていると、俺の心が痛くなるんだぞ？」

「うぅ……じゃあ、やめる。ヒカリ、なかない」

　俺の言葉を素直に聞いてくれたヒカリは、目をゴシゴシとこすって涙をぬぐっていた。

「よしよし、いい子だな」

「えへへ……パパ、だっこして？」

　頭を撫なでてあげると、ようやくヒカリは笑ってくれた。

　それから甘えるように抱っこを要求してたので、俺はヒカリを胸に抱く。

　しかし、ヒカリの様子が前回と少し違うような気がして、俺は首をかしげていた。

（あれ？　ヒカリってこんなに甘えたがりだっけ？）

　見た目は前と同じなのだが、不思議な点も多い。性格もそうだが、一人称も前は『わたし』だったのに、今は『ヒカリ』と自分の名前になっている。俺の呼び方も『お父さん』じゃなくて『パパ』になってるし、前よりも性格が幼くなっているような気がした。

　なんでだろう？　気になったのでイザナミに聞いてみることに。

「イザナミ。ヒカリの人格、なんか変わってないか？」
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「変わっておるぞ？　それも当然ではないのかえ？　何な故ぜなら、小娘の母親が変わっているのだからな。自然と人格も変化するだろうに」

　あっけらかんと明かされた事実に、俺は目を見開いた。

「は、母親って変わるのか!?」

「うむ。運命は無数に分岐するからのう。特にそこの小娘は不確定な存在でな、可能性の数値が変化する度に存在が変化する」

　なるほど……未来は変わるということか。

「だったら、前のヒカリの母親は誰だったんだ!?」

「……そうだのう。確か、二足歩行をしていたと思う」

「なるほど！　二足歩行……って、それに該当する人間はかなりいるんだけど!?」

「し、仕方ないだろうに！　妾わらわに人間の識別などほとんど不可能ぞ！　そなたくらい面白い人間でなければな、多すぎて覚える気にもなれぬわ！」

　そういうことなら前回も聞いておけば良かった……真相は闇の中である。

「ち、ちなみに……ヒカリ？　ママは誰だ？」

「ママ？　ママはね、このみってなまえだよ？」

（そうか……このみとの間に生まれた子供って、こんな感じになるのか。そう言われてみれば、今のヒカリとこのみの似ているところが多いな）

　一人称が自分の名前で、甘えたがりで、年齢の割に幼い……うん、そっくりだった。

「パパ……ママがね、いたいことしてごめんなさい」

「ヒカリが謝ることじゃないぞ。そもそも、お前のママも悪くないからな。悪いのはそこの顔と体しか取柄がないおバカな女神様だ」

「くっふっふ。バカでいいです～」

　開き直ったイザナミは無敵だ。何を言ってもどこ吹く風である。

「して、小僧はどうするのだ？　また生き返りたいなら妾の権能で生き返らせてやっても良い。妾はそなたの人生を見るのが楽しいからな。だが、もう辛つらい思いをしたくないと言うのなら、そのまま死んでも構わぬぞ？　その方がむしろ楽かもしれぬのう」

　イザナミは判断を俺に委ねている。

　こいつの興味がなくならない限り、俺は何度でも蘇よみがえることができそうだ。

　もしくは俺の心が折れない限り、か。

「パパ……」

　ヒカリの表情はまだ暗い。きっと彼女は俺が傷つくことを望んでいない。

　本当に、いい子だなぁ……我が娘とは思えないほどに、優しく育っている。

　だからこそ俺は、こう思う。

「もちろん生き返るに決まってる。将来、ヒカリが立派に育つ姿を見たいからな！」

　この気持ちは変わらない。

　二度死のうと、ヒカリが生まれてきてくれるのなら、あきらめるという選択肢はない。

「ヒカリ、安心してくれ。パパは大丈夫だから」

　笑いかけてあげると、ヒカリは力いっぱい俺を抱きしめた。

「うんっ。パパ、だいすき」

　そんな娘をあやすようによしよしと撫なでながら、俺はイザナミに意識を戻す。

「あと……俺、実は死ぬ寸前にこのみのパンツを見たんだよ。黒くて派手ないいおパンツだった……もっと見たくなったから、絶対に生き返ってやる」

「くははっ。かっこいい姿が台無しぞ？　しかしそれでこそ小僧だ！」

　欲望は隠せない。ヒカリのためもあるけど、やっぱり俺は童貞のまま死にたくない！

「じゃあ、俺と瑠る璃りが会話する前に話を戻してくれ。あそこで俺たちの話を聞かれたから、このみはヤンデレを発動させたみたいだし。だいたい十分前くらいかな？」

　ともあれ、生き返れるのならヤンデレを阻止するのは簡単である。

　その原因となった行動より前の時間に生き返れば、何も起きなくなるのだから。

　だが、イザナミの権能……魔法みたいな力はそこまで俺に都合が良いものではなくて。

「十分？　妾わらわはそんなに細かい時間を調整できぬぞ？　年数単位でずれても良いか？」

「良いわけないだろ！　マジか……」

　そういえばこいつ、年数単位でしかコントロールできないとか言ってた気がする。

「どのくらいのタイミングならしっかりと調整して蘇そ生せいできるんだ？」

「死ぬちょっと前くらいなら問題ない！」

「それだと意味ないんだよなぁ」

　バッチリこのみがヤンデレを発動させちゃうじゃん！　でも、仕方ないな。

　とりあえず、どうしようもないタイミングでないことだけを祈って、少なくとも一分くらいは時間の猶予があるという前提で考えよう。

（まずは大鎌をよけて……次に、このみを落ち着けないとダメだな）

　どうもこのみは取り乱していたらしく、こちらの話を一切聞いてくれなかった。

　そもそもどうして取り乱していたのか、そこからまずは考えた方がいいだろう。

（俺が遠くに行くことを不安がってたよな……）

　あの子は俺がいなくなることを過剰に恐れていた。

（それなら、最初にやるべきことは……このみを安心させること）

　そのために、このみに何をしてあげれば安心してくれるのだろうか……このあたりは、ヒカリの力も借りてみようかな。

「ヒカリ。お前のママは、どんな人だった？」

　そう問いかけると、ヒカリは娘目線のこのみについて教えてくれた。

「ママ？　ママはね、とってもスキンシップがだいすきだったよ？　ヒカリもね、いっぱいぎゅ～ってしてたの」

「スキンシップか……」

「ママはね、ヒカリとパパにさわってるとき、とってもしあわせそうだったよ？」

　言われてみると、このみは俺に触るのが大好きである。

　なるほど。いいヒントをもらった気がした。

「ありがとう。ヒカリのおかげで、ママのこと助けてあげることができそうだ」

「ほんとっ？　ママ、だいじょーぶ？」

「もちろん！　ヒカリのパパはすごいんだぞ？」

　力強くそう言ってあげると、ヒカリは勢いよく頷うなずいてくれた。

　娘として、母親であるこのみのことも心配していたらしい。本当にいい子だなぁ。

「よし、まぁなんとかなるだろ！　イザナミ、そろそろ蘇そ生せいしてくれ」

「良かろう。小僧よ、懸命に足あ掻がくがよい。そして妾わらわを存分に笑わせるがいい！」

　もとはと言えばこいつのせいだけど、怒っても仕方ないのでスルーした。

「ほいっとな」

　ぽんっ、とイザナミが軽く柏かしわ手でを打つ。

　直後、俺の視界は死んだ時とは逆に、真っ暗となって何も見えなくなる。

「パパ……がんばって」

　抱きしめているこのみが耳元でそう囁ささやいたのを最後に、俺は再び生き返った──







「おにぃちゃんがどこにも行かないようにしないとダメだよねっ」

　意識が戻ると、ちょうど死神ちゃんが大鎌を振り上げていた。

（今なら間に合う！）

　前回は急だったので反応できなかったが、今回はしっかりと動くことができた。

　まずは大鎌で斬られないよう、このみに抱きつくようにして彼女を押し倒す。

　大鎌は俺の頭の上を通過した。

「きゃっ」

「このみ、ごめん！」

　罪悪感で胸が痛むが、何もしなければ殺されてしまうのでこればっかりは仕方ない。

「落ち着いてくれ、このみっ」

「いやっ。離して！　このままだとおにぃちゃんがいなくなっちゃう……そんなのイヤ！　ずっとずっと、一緒がいいの！　死んじゃってもいいから、そばにいて！」

　しかしこのみは叫びながら暴れて抵抗していた。

　死神ちゃんに殺される前に、このみの不安を取り除かないと！

「俺はいなくならないよ。約束する」

「うそつき！　おにぃちゃんだって、いなくなっちゃう……パパとママみたいに、どうせ突然いなくなっちゃうんでしょ!?　そんなの、イヤだよぉ」

　光のない目からは涙が溢あふれている。

（そっか……そうだったんだな）

　今の発言を聞いて、このみの気持ちがようやく理解できた。

（このみは、親父おやじとお袋が事故にあった時みたいに、俺がいなくなるのが怖いんだ）

　俺たちにとって大切な人だった両親は、もういない。

　ある日突然、事故でいなくなった。このみはあの時、ずっと泣いてたっけ……それでも、俺が隣にいたからこそ、彼女は立ち直ってくれた。

　つまり俺は、このみにとって唯一の家族であり、心の支えでもあったのだろう。

　イザナミのせいで好感度が倍になった今、より俺という存在が彼女の中で大きくなっている。ともすれば殺してでもそばにいたいと思ってしまうほどに……。

　だとするなら、俺がやるべきことは一つ。

　何も特別なことじゃない。今までと同じように、このみを安心させてあげればいいのだ。

　そのためのヒントはヒカリからもらっている。

「このみ……俺は、お前のそばからいなくならない。お前のことが大好きだからな」

「うそつき！　どうせおにぃちゃんは、このみより瑠る璃りおねぇちゃんの方がいいんでしょ……瑠璃おねぇちゃんはキレイだし、オッパイもおっきいから！」

「嘘うそじゃない！　瑠璃よりもお前のことが好きだって、行動で証明してやる……だから、許してくれよ？」

　そう言った直後、俺はこのみを押さえつけていた手を緩めて自由にした。

　このみはすかさず俺から逃れようともがいたが、それよりも前に──




「モミモミモミモミ！」




　──俺は、このみのオッパイを思いっきり揉もみしだいてやった！

　小さいけど確かに存在するオッパイは、ふにふにと柔らかくて最高だった。思いっきり揉みしだけるなんて最高だ！　これだけで生き返った甲か斐いがあったというもの。

「ひゃぁああ!?」

　急なセクハラに、ヤンデレ状態のこのみもさすがにびっくりしていた。

　声を上げて身をよじるが、俺に押さえつけられているのでされるがままである。

　今がチャンス！　俺は畳みかけるように言葉を続けた。

「いいオッパイだ。このオッパイは、瑠る璃りにも負けていない」

「……う、うそだよ。このみのオッパイ、ちっちゃいもん」

「嘘うそじゃない！　オッパイはな、みんな平等に素晴らしいんだ！　大きいのはもちろんいいけど、小さいのだって最高だ。それぞれ違った良さがあるんだから、そうやって自分のオッパイを否定するな!!」

　本心からの思いを紡ぐ。確かに大きければ大きいほどオッパイは素晴らしい。

　だけど、小さくたっていいんだ。オッパイに貴き賤せんなし。どれも等しく最高だ。

「俺はこのみのオッパイが好きだ。ほら、こうやって強引に押し倒してモミモミしちゃうくらいには大好きだ。信じてくれるか？　信じてくれないならもっとモミモミするけど、それでもいいか？」

「……え、えっち！　おにぃちゃんのすけべ！」

「ああ、そうだ。お前の大好きなお兄ちゃんはな、エッチでスケベなんだ。そんな俺が、このみのそばから離れると思うか？　こうやって我慢できずに押し倒すくらいこのみが好きなのに、本当にいなくなると思ってるのか？」

　揉もみしだく手を止めて、今度はこのみの顔に手を当てた。

　流れる涙を指で拭ってあげて、俺は優しく笑いかけてあげる。

「俺は親父おやじとお袋みたいに、いなくなったりしない。信じてくれ」

　肌と肌が触れあう。お互いの熱を感じていると、不思議と心が落ち着くような気がした。俺もそうだし、もちろん……このみだって、そうなのだろう。

「……本当に？　本当に、本当に、いなくなったりしない？」

　さっきよりも、少しだけ表情が落ち着いていた。

　オッパイを揉まれて頬ほおを赤くはしているが、もう涙も流れていない。

　その様子に安あん堵どしつつ、俺は力強く頷うなずいてあげた。

「うん。そばにいるよ」

「……このみのこと、嫌いになったりしない？」

「オッパイを揉みたいくらい好きなのに、嫌いになったりするとでも？」

「……このみに、エッチなことしたい？」

「したい！　いや、させてくれ！」

「……このみのこと、愛してくれますか？」

「家族としても、女の子としても……大好きだよ、このみ」

　そこまで言った後、このみはいきなり力を込めて俺を思いっきり抱きしめた。




「このみも大好きだよ、おにぃちゃんっ」




　聞こえてきたのは、ヤンデレになっていた時の冷たい声ではなく。

「オッパイは、まだ恥ずかしいからあんまり触ったらダメだけど……た、たまになら、いいよ？　その代わり、このみもおにぃちゃんのこと、いっぱい触るの！」

　俺を見つめているこのみの目は、いつもと同じようにキラキラと輝いていた。

　死神ちゃんは……うん、もういない。室内を見回しても姿がないので、もう安全だろう。

　このみのヤンデレはどうにか回避できたみたいだ……良かった。

「よしよし」

　俺も抱きしめ返して、頭を撫なでてあげる。そうしてあげると、このみは安心したようにふにゃりと笑った。やっぱりこの子には笑顔が似合う。

　緩みきった笑顔を見ていると、生き返って良かったなぁと心から思えた。

「時間も遅いし、そろそろ眠ろう。今度は怖い夢を見ないように、一緒に寝てやる」

「いいの？　ありがとっ……で、でも、またオッパイ触るのはダメだよ？　ドキドキして眠れなくなっちゃうの」

「それはどうかな～？　このみが夜更かしする悪い子だったら、分からないな～」

「ちゃ、ちゃんと眠るもん！　おにぃちゃんが一緒だったら、すぐに眠れるもん！」

　そうやってイチャイチャしながら俺たちは立ち上がる。

　いつも通りになってくれたこのみは、やっぱり最高に可愛かわいい女の子だった──





[image: ]







　このみがヤンデレを発動させた翌日。

　あれからこのみは異変を見せることなく、普段通りの日常を送っていた。

「おにぃちゃんっ。あのねあのね！　今日はね、学校で体育があるんだよ！」

「だったら体が疲れるよな。そうだ、帰ってきたらマッサージしてやるぞ！」

「す、すけべなの……でもおにぃちゃんはえっちだから仕方ないねっ」

　六月。そろそろ梅雨が始まる時期だが、今日はぽかぽかといい天気で過ごしやすい。

　登校しながらこのみは夢中で俺に喋しやべりかけてくる。手もギュッと繋つながれていた。

　昨日よりも距離感が近いのは、オッパイを揉もんだおかげなのか。

「仲良しな兄妹だね。あたしは一人っ子だから羨ましい……こういう妹ほしかった」

「いいだろ？　このみはやらんぞ」

「光こう輝きの唯一の長所って、このみちゃんが妹ってところだけだからね」

「それは言い過ぎじゃない？　もっとあるだろ……！　ほら、あれだ。力持ちとか！」

　やばい。自分の長所が大して思いつかなくてびっくり。

「瑠る璃りおねぇちゃんはこのみのおねぇちゃんだよ？　だから姉妹なの！」

「そうなの？　あはは、嬉うれしいっ。あたしとこのみちゃんは姉妹だね」

　瑠璃とこのみの関係も良好だ。このみはどうも嫉妬しないタイプらしく、ヤンデレても他の女の子に対して攻撃的な一面を見せなかった。もともと心優しい子だからだろう。

（とりあえず、このみのことは安心して良さそうだな）

　またヤンデレが再発したらどうしようと心配していたけど、大丈夫だな。

「おにぃちゃん、瑠璃おねぇちゃん、バイバイ」

　途中でこのみとは別れて、瑠璃と俺は高等部の校舎へと入る。そのまま教室に向かおうとしたのだが、玄関付近に人だかりができているのを見つけた。

「あれ？　何かあったのかな？」

　瑠璃が首を伸ばして様子を窺うかがっている。何が起こってるんだろう？

　俺も気になったので騒ぎの中心を覗のぞいてみたら、

「雫しずく？　彩さい花か？」

　可愛かわいい後輩と巨乳のクラスメイトが人垣の中心にいた。しかしどうも様子がおかしい。

　雫は慌てているようだし、彩花は雫にもたれかかって苦しそうだった。

「西さい園おん寺じさん、体調悪いのかな？」

「そうみたいだな……ごめん、瑠璃。俺の荷物を教室に運んどいてくれ」

　瑠璃の言う通りかもしれない。そう思うといてもたってもいられなくなって、俺は即座に彼女たちのところに歩み寄った。

「え？　あ、うん。分かった。西園寺さんのこと、よろしく」

　瑠璃も幼おさな馴な染じみだからなのか俺の思惑を理解してくれたみたいだ。助かる。

「雫、彩花はどうしたんだ？」

　人をかき分けて雫に声をかけると、彼女は泣きそうな顔をこちらに向けた。

「うぅ……こ、光こう輝き先輩！　彩花先輩が、気分悪くなっちゃったみたいでっ。私、保健室に連れて行こうとしたんですけど、彩花先輩が歩けないって……」

　なるほど。雫は体調不良の彩花を保健室に連れて行こうとしているが、彩花が動けないのでどうしようもないようだ。肩をかしても彩花が動けなかったら意味がない。雫の力では一人で彩花を運ぶことはできないだろうし。

「よしよし、落ち着け。後は俺に任せろ」

　こういう時は力のある男の出番だ。

　不安そうな後輩を落ち着けるために優しく撫なでてから、俺は彩花を抱き上げた。

「彩花、大丈夫か？」

「これは……お姫様抱っこ、かしら？」

「今は恥ずかしがってる状況でもないから気にするな。すぐに保健室に運ぶよ」

　彩さい花かは返事をするのも苦しそうだ。早く休ませてあげないとダメだろう。

「雫しずく、また後でな。彩花のことは俺がなんとかするから、安心してくれ」

「は、はいっ。先輩……よろしくお願いしますっ」

　今まで混乱していたみたいだが、俺が来たからか雫も安あん堵どしたように笑ってくれた。

　こんなに頼りにしてくれるのなら、先輩冥利に尽きるというものだ。

「光こう輝きさん、ごめんなさい」

「いいよ。気にするな。お前の体を触れてむしろありがとうって感じだから」

「エッチね……でも、ありがとう。あと、やっぱりごめんなさい」

　申し訳なさそうな彩花にも大丈夫と笑ってから、足早に保健室へと向かうのだった。







　保健室の教員に事情を伝えると、彩花の症状は『軽い貧血』だと判断された。

　ちょっと休ませれば大丈夫だけど、念を入れて今日はもう帰宅させるとのこと。

　彩花の両親に連絡を入れて迎えを呼ぶみたいだ。

「光輝さん、わたくしはもう大丈夫よ。そろそろ教室に戻ったらどうかしら？」

「ショートホームルームまで時間あるし、お前が心配だから残るよ。病人なんだから変な気遣いすんな」

「……うふふ。なら、仕方ありませんね。嬉うれしいわ」

　ベッドの上で彩花は小さく微笑ほほえむ。顔色も先程よりはマシになっていた。

　横になったことで気分が良くなったらしく、会話程度なら大丈夫みたいである。

「わたくし、朝は低血圧になる体質で……体調が悪いと、軽い貧血を起こすのよ。だからこれも大したことないわ」

「それなら良かった。でも甘く見たらダメだぞ？　気をつけろ」

「あらあら。光輝さんにお説教される日がくるなんて……ちょっと嬉しいわ」

　ニヤニヤと笑う彩花に俺は思わず苦笑した。

「あんまり心配かけさせないでくれ。まったく……お前みたいにオッパイが大きくて魅力的な女の子が弱ってたら、悪い男が寄ってくるかもしれないんだぞ？　少しは自分のエロさを自覚しろ」

　そう言いながらほっぺたをつつくと、彩花は俺の指をギュッと握った。

「その時は、光輝さんが守ってくださるかしら？」

「ばーか。俺が悪い男になって狼おおかみさんになったらどうするんだよ。食べちゃうぞ、ガオーってやるに決まってるだろ」

「光輝さんになら、食べられてもいいのに」

「……やっぱりエロいな、お前。そういうところだぞ」

「へ？　あ、そうかしら？　まぁ、そうだったのね……」

　男がドキッとすることを言うあたり、さすがだった。危ない危ない、俺がチャラ男だったらこのまま彩さい花かを襲っていたかもしれない。襲う勇気のないヘタレ童貞で良かった！

「……おい、いつまで手を握ってるんだ？」

　気付くと、彩花は俺の手をにぎにぎして遊んでいた。

「誰かに見られたら恥ずかしいんだけど……」

「あら？　光こう輝きさん、これくらいで恥ずかしいのかしら？　うふふ、可愛かわいいわ」

　俺の反応が面白かったのか、彩花はお淑しとやかに微笑ほほえみながら俺の手を両手で包み込む。

　ベッドの上で男女が手を握り合いながら見つめ合う──これではまるで、今からエッチなことをする五秒前だった。

　ど、どどどどうしよう!?　押し倒したらいいのかな？　童貞だから分かんないよ！

　そうやってあわあわしていた時だった。

「こらー。ここは保健室なんだから、もっと静かにしてくれ……って、あ」

　不意に、ベッドを遮っていたカーテンが開いた。

　そしてこちらに顔を出したのは、肌も髪の毛も真っ白な少女。

　しかも知り合いだった。

「えっと…………光輝くん？」

　彼女の名前は白しら水みず雪ゆき姫ひめ。同じ中学校に通っていたので俺とは知り合いだ。

　同級生だが病弱なので保健室登校をしている子である。

「もしかして、邪魔しちゃった？」

　雪姫は居心地が悪そうに視線をそらしている。

「ち、ちがっ。別にエッチなことはしてないから！　しようともしてなかったから！　あ、ごめん。ちょっとだけやりたいと思ったけど、童貞だから何もできなかったから！」

　俺は慌てて手を離そうとしたが、彩花が握りしめているので振りほどくことはできない……もう遅かった。

「ご、ごめんね？　ぼく、何も見てないからっ。あはは、そんなところ見せられちゃったから体が熱いよ……熱が出てるかも。今日はもう帰ろっかな」

　俺の返答も待たずに雪姫はカーテンを閉めて保健室から出て行った。

　完璧に勘違いされちゃったようだ。

「あらあら。雪姫さん、今日は体調がよろしかったのかしら？　こんなに早い時間から学校に来てるなんて、珍しいわ」

　一方、彩花は落ち着いていた。上品に微笑みながらそんなことを言う。

　彼女の言う通りだ。病弱な雪姫は普段ならもうちょっと遅い時間に登校するはず……だけど、あれ？　なんで彩さい花かがそのことを知ってるんだ？

　雪ゆき姫ひめは保健室登校なので、ほとんどの生徒は彼女の存在を知らないはずなのに。

「お前って雪姫と知り合いだっけ？」

　気になって問いかけると、彩花は首を横に振った。

「面識はないわ。情報だけ知ってたの」

　知り合い、というわけではないらしい。

　うーん……雪姫って、噂うわさされるくらい有名だっけ？　噂も立たないくらいひっそりと保健室で過ごす子だと思ってたけど……とにかく、彩花は雪姫を知っていたらしい。

「そうなんだな。ふーん……まぁいいや。それより、さすがの俺でもそんなに長く触られるとドキドキするから、そろそろやめない？」

　ずっと手が握られているので恥ずかしくなってきた。

　でも、彩花は俺の手を離さない。むしろより強く握っていた。

　そして彼女は、なぜか怪け訝げんそうに顔をしかめていた。

「ど、どうした？」

「いえ……お姫様抱っこされた時から気になっていたのですけれど、やっぱり匂うわ。昨日も感じた匂いが、濃くなってる……この匂いは、まさか女性？」

　彩花は俺の手のひらの匂いを嗅いで何やら唸うなっていた。ぶつぶつと小声で呟つぶやいているので詳しく聞き取れなくて、俺はもう一度と聞きなおそうと試みる。

　だが、ふと時間が迫っていることに気付いて、会話は中断となった。

「彩花、ごめん。もうショートホームルームが始まりそうだから教室に戻るよ。また明日な、今日は家でゆっくり休んでくれ」

「え？　あ、はい。もちろん、休みますけれど……」

　彼女はなおも不可解そうに首をかしげていたが、もう長居はできない。

　俺は彼女に手を振って保健室から出て行く。

　しかし彩花はまだ何か言いたそうにしていた。

　よっぽど匂いが気になったのかなぁ……明日はもう少し、気を付けよう。







　保健室を出ると、すぐそこに可愛かわいい後輩がいた。

「あ、先輩！　待ってましたっ」

「雫しずく？　なんでここにいるんだ？　もう教室に戻らないと遅刻になるぞ？」

　時間に余裕はない。歩きながら声をかけると、彼女もちょこちょことついてきた。

「ごめんなさいっ。手短にすませます！　彩花先輩の様子が気になっちゃって」

　まぁ、最初は彼女が彩花を介抱していたのである。心配だったのだろう。

　安心させるためにも、ちょっと歩みを緩めて彼女に顔を向けた。

「軽い貧血だから大丈夫だってさ。今日は念のため帰宅するみたいだけど」

「それなら良かったですっ。光こう輝き先輩も、助けてくれてありがとうございました！」

　ペコリと頭を下げる雫しずくに俺は頬ほおを緩めた。相変わらず可愛かわいい後輩だなぁ。

「あと、先輩……すごくかっこよかったです！　お姫様抱っこなんて、ロマンチックで素敵ですぅ。さすが先輩！」

　キラキラと目を輝かせる雫。俺を褒めてくれるのは嬉うれしいんだけど、相変わらず評価が高いな。雫は過剰なまでに俺を美化する傾向があったりする。

「大したことしてないけどな」

「謙遜なんて、先輩は奥ゆかしいですね♪」

　何を言っても好意的に捉えられてしまうので、俺は半ばあきらめていた。

「先輩、素敵！　めちゃくちゃイケメン！」

　彼女の瞳はまるで少女漫画のヒロインみたいにうっとりしている。

「かっこいいです！　まるで白馬に乗った王子様みたいで……ドキドキします」

「そ、そこまで言われると、悪い気はしないなぁ」

　我ながら簡単な人間だと思うが、こうも褒められるとめちゃくちゃ嬉しかった。

「あの、それでですね……先輩、実はお願いがあるのですが」

「お願い？」

「はいっ。えっと……ほ、放課後、一緒に買い物に行きませんかっ？　先輩と一緒に、ショッピングしてみたいんですっ」

　袖をくいっと引っ張られながら、雫からそんな可愛いお願いごとをされてしまった。

　うん、断る理由はないな。ヤンデレの兆候も見えないし、心配はないだろう。

「いいよ。駅の近くにあるデパートにでも行くか？」

「はい、よろしくお願いしますっ。やった……先輩とデート♪」

　頷うなずいてあげると、雫はぴょんぴょんと飛び跳ねて喜んでくれた。

　こんなに喜んでくれるのなら、俺としても嬉しいものである。

「それでは、約束ですからねっ。また放課後に！」

　そんな約束をしてから、俺と雫は別れた。

　彼女は一年生なので二年生の俺とは教室の場所が違うのである。

（急がないと遅刻しそうだな）

　時間は結構ギリギリだ。俺も早足に歩いて自分の教室へと向かった。







　近衛このえ光輝の成績はそこそこである。良くもないし悪くもない。

　勉強もやらないわけじゃないのだが、勤勉というほどやってもいない。

　教科書を読んでいる暇があったらエッチな本を読みたいお年頃である。

　彩さい花かを保健室に運び終えてから、どうにか遅刻せずに済んだ俺は数学の授業を受けた。

（女子とイチャイチャできるのは楽しいけど、勉強はめんどくさいなぁ）

　一限目を終えて、ため息をつく。

　二度目の高校二年生だけど勉強はやっぱり難儀だった。ま、仕方ない。

　休憩時間も十分しかないので、早速次の授業の準備をしていた──そんな時である。

「光こう輝きさん？　よろしいかしら？」

　オッパイが俺を呼んでいた。あ、間違った。

　オッパイの大きい同級生、西さい園おん寺じ彩花が俺を呼んでいた。

「彩花？　お前、まだ帰ってなかったのか？」

　保健室の教員が彩花は帰宅させると言っていたのに、どうしてここにいるのだろう？

「どうしても光輝さんに聞きたいことがあって……ちょっとこちらへ」

「え？　あ、うん」

　彩花は俺に有無を言わせずに引っ張ってきた。彼女にしては珍しく強引である。

「光輝さん、質問に答えてくださらないかしら」

　連れて来られたのは階段の踊り場だった。

　通りかかる生徒たちにジロジロと見られているけど、彩花はまったく気にしていない。

「保健室で改めて実感したわ。昨日より、光輝さんに付着した匂いが濃くなってて……これが気になって仕方ないの」

　本来ならもう帰宅しなければならないのに、わざわざ俺に会いに来るほど匂いが気になっているようだ。

「どうか、教えてくださらない？　この匂いは、誰のものかしら」

　質問してきたのは、俺に答えようがないものだった。

「に、匂い？　お前って個人の匂いも識別できるのか？」

「ええ。光輝さんに付着している匂いなら可能よ」

「マジかよ……嗅覚がすごいんだな」

「違うわ。光輝さんのことだから、分かるの。だからこそ、知りたい……この匂いが誰なのか。教えてくださいません？」

　誰と言われてもなぁ……うーん、答えにくい。

「昨日は学校もあったし、本屋にも寄ったから、知らない人間とたくさん会ってるはず。その匂いじゃないか？」

「そうじゃないわ」

　俺の答えを彩花は一蹴する。

「この匂いの濃度は、明らかに光こう輝きさんと触れ合っている匂いだもの。しかもそれが二人分……一つはわたくしがまったく把握できない女性の匂い。もう一つはとても光輝さんに似ていて、それでいてちょっとこのみさんにも似ているけれど、同一人物ではない……とても愛らしい女の子の匂いよ」

　説明されたのは、なんとも要領の得ないあやふやなものだった。

　だけどその特徴を耳にして、俺は心当たりのある存在を二人思い出した。

（も、もしかして……イザナミとヒカリのことを言ってるのか!?）

　確かに昨日、俺は死後の世界であの二人と出会っている。

　その匂いに感付いたということなのだろうか。

（嗅覚とかそういう次元じゃないぞ!?　どうやったらあの二人を感じ取れるんだ……ってか、今はそこが問題じゃなくてっ）

　考えるべきは、イザナミとこのみについて彩さい花かに教えるべきかどうかだ。

（説明したところで信じてくれるわけないだろうし……あの二人について教えようとするなら、彩花がヤンデレになることも説明しないといけない）

　正直なところ、余計な刺激を与えたくないというのが本音である。

　もし変なことを言って彩花がヤンデレになったらまた殺されてしまうかもしれない。

　もう死ぬのはイヤなので、二人については教えない方がいい気がした。

「ごめん、答えようがないな」

　だから俺は首を横に振った。

　まぁ、彩花はとてもお淑しとやかで落ち着いた性格の女の子である。説明を断られたくらいで怒ることはないだろう──なんてことをこの時は思っていたのだが。

「……そう。分かったわ」

　スッと、彼女の顔から表情が消えた。

　途端に背筋が寒くなって、俺はこのみがヤンデレを発動させた時のことを思い出す。

（ま、まさか、ここでヤンデレになるのか!?）

　なんとなくそんな気がして身構えてしまった。

　また死神ちゃんが出てきて殺されてしまうのかとドキドキしたのだが、

「それなら、もう聞くことはないわ。お時間をとらせてごめんなさいね」

　彩花はやけにあっさりとそう言って、くるりと俺に背を向けた。

　ヤンデレは……発動していない。あれ？　俺の思い過ごしだったかな？

「う、うん。ごめん」

「いえいえ、問題ないの。そういうことなら、別にいいわ」

　今度はクスクスと笑いながら、彼女は俺を置いて歩きだした。

「彩花？　どこに行くんだ？」

「迎えの車を待たせているの。体調も優れませんし、もう帰宅しますね……それでは、ごきげんよう」

　彩さい花かはさっさと歩いていく。すぐに姿は見えなくなって、俺の視界から消えた。

　明らかに様子がおかしい。でも、ヤンデレになっているなら、死神ちゃんが出てこないのも変だと思う。いったいどうしちゃったのだろう？

　やっぱりなんか、イヤな予感がする……一応、スマホで連絡しておくか。







　結局、彩花に連絡を送っても返事はなかった。それがまた俺を不安にさせる。

　いつもなら数秒くらいで返信してくれるんだけどなぁ。

　ともあれ、放課後である。この後は後輩の雫しずくとデパートに行く約束をしていた。

『先輩、十七時半頃にデパートで待ち合わせしましょう！』

　スマホに来たメッセージで時間を確認。現在は十六時、駅の近くにあるデパートは家から十分くらいの距離にある。結構近いので、一旦帰宅して荷物を置くことにした。

　彩花のことも気になるけど、雫との約束を破るわけにはいかない。

「ただいま」

「おかえり、おにぃちゃんっ」

　帰ると、また昨日と同じようにこのみが俺を待っていた。

　そんな彼女とイチャイチャしつつ、俺は雫と出かけることを伝えておくことに。

「……そうなの？　このみ、寂しいの」

　このみはシュンと落ち込んでしまった。

「よしよし、すぐに帰って来るから安心してくれ。少しの間だけ、我慢できるか？」

「帰ってきたら、このみと遊んでくれる？　いっぱい、ぎゅ～ってしてくれる？」

「もちろん。二人でいっぱいイチャイチャしよう！」

「……それなら、いいよっ。早く帰って来てねっ？」

　やっぱり寂しがったけど、なんとか納得してくれたみたいだ。

　このみは不安になるとヤンデレになってしまうので、なるべく早く帰るようにしよう。

「じゃあ、俺はそろそろ準備するよ。夜ご飯もたぶん向こうで食べるから、瑠る璃りに俺の分は要らないって言っといてくれ」

「はーい。このみはいい子でお留守番してますっ」

　そう言ってこのみはてくてくとリビングに戻っていった。

　ひとまず、どうにか大丈夫そうなのでほっとした。

　このみとの会話を終えて、俺は着替えるために自分の部屋へと入る。

　そして、俺は動揺することになった。

（え!?　な、ななななんで俺のエロ本が机の上に置かれてるんだ!?）

　隠していたはずのエッチな教科書が机の上に散乱していた。しかも全て半開きだった。

（い、いったい誰が……！）

　疑わしいのは部屋によく入るこのみなのだが、あの子は俺の持ち物にはあまり触れない。なんだかんだプライバシーは守ってくれる。

　だから犯人が誰なのかまったく見当もつかなかった。

　ページも開いてるし、この状態だと読みかけていたかのように思える。

　まるでさっきまで誰かがここにいて、エロ本を夢中で読んでいたかのように。

　状況がよく分からなくて動揺していると、不意にエロ本のページが風でめくれた。

「…………風？」

　おい、待て。俺は出かける時はきちんと窓を閉めるぞ？

　今朝だってちゃんと閉めた記憶がある。それなのにどうして風なんて入ってくる？

　まさか窓が開いてるはずないよな？　何かに怯おびえつつ、俺は窓の方に視線を移す。

　窓は、少しだけ開いていた。

「っ!?」

　ぞわっと鳥肌が立って、俺は目を見開く。

　窓が開いていて、俺が隠していたはずのエロ本が散乱している。

　この状況から、考えられる可能性は一つ。

「誰か、いるのか？」

　俺でもない、このみでもない誰かが、今もこの部屋にいる。

　とはいえ、俺の部屋はさほど広くない。隠れられるとしたら……ベッドの下、か。

（誰もいませんように！）

　そう願いながら恐る恐るベッドの下を確認してみた。

　そこには──いた。




「ぎゃぁああああああああああ!?」




　びっくりして思わず叫んでしまった！　もしかして泥棒!?

　慌てて逃げようとしたが、腰が抜けて立ち上がることはできなかった。

「た、たたたたすけっ」

　リビングにいるであろうこのみに呼びかけようとする。だが、それはできなかった。

「やって」

　一言、ベッドの下から女性の声が響くのと同時。

　ドンッ！と窓が勢いよく開かれて、黒ずくめの男性が二人入ってくる。
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　それを見て俺はもうパニックになっていた。

「イヤだぁああああ！　ちんちんがついてるやつに殺されたくなんてない！　せめて可愛かわいい女の子に殺されたい!!　死にたくないぃいいい！」

　我ながら意味不明なことを叫びながら腕をブンブンと振り回す。

　だが、そんなささやかな抵抗は黒ずくめの男たちに通用せず、俺は縄で拘束された。

「やめろぉ！　こういうプレイは女の子とやりたいんだぁああああ!!」

　ジタバタもがくもやはり意味はない。男二人は次に俺の口元をハンカチで押さえた。

　なんか変な匂いがする……これは何かの薬品？

　あまり吸わないようにしたかったが、息ができなくて喘あえいでしまった。そのせいでハンカチに浸透していた薬品を大量に吸い込むこととなり、俺の意識は混濁した。

「う、ぁあ……」

　体から力が抜けて、俺はぱたりと倒れこんでしまう。もう身動きは取れない。

　せめてベッドの下に隠れていた人物が誰なのか知りたくて、閉じそうになるまぶたを懸命に持ち上げた。

「運んで。傷つけないように……わたくしの部屋へ、連れて行きなさい」

　意識を失う寸前。俺の目に見えたのは……二つの、大きなオッパイだった──







　もしかして死んだのだろうか。泥棒に殺されてしまったのだろうか。できれば、男の方じゃなくて、あの素敵なオッパイを持つ女性に殺されてるといいなぁ。

　まるでエッチな漫画に出てくるお手本のごとき完璧なオッパイだった。

　どことなく見覚えもある気がしたんだけど……詳細は覚えてない。

　この状況で言うのもなんだが、それはちょっと残念だった。

　そんなことをぼんやりと考えたところで、ふと自分が死んでないことに気付いた。

（ここは真っ白い場所じゃない！　イザナミもいないし、俺はまだ生きてるのかっ？）

　自分の生を実感すると、徐々に意識もはっきりしてきた。吸い込んだ薬品のせいか微かすかに頭痛がしたのだが、痛みがあるということは生きている証拠だろう。

（どこだ？　俺は一体、どうなってるんだ!?）

　現状を確認するために周囲を見渡してみる。しかし暗すぎてよく見えなかった。

　たぶん、どこかの部屋の中にいると思うんだけど。

（あ、動けん。なんだこれ？　俺、縛られてるのか？）

　首から上は自由なのだが、腕と足がピクリとも動かない。

　縄か何かで拘束されているみたいだ。

　椅子に座っている状態なので苦しい体勢じゃないのが救いだった。

（どこかに誘拐されたのかな……）

　状況から察するに、たぶんそうなのだろう。俺の部屋に何者かが侵入していて、そいつを見つけたら、窓の外に控えていたのであろう仲間に捕らえられたのである。

　こういうのは苦手だなぁ。

「ご、強引なのは嫌いですっ。イチャラブエッチが好きな童貞でごめんなさい！」

　とりあえずこのままは不安なので、叫んで相手がどう出るか確認してみることにした。

　俺の様子を見ているのなら、何かしら反応があるだろう。

「……起きたのね。ごきげんよう」

　やっぱり予想通り反応があった。俺以外の誰かも室内にいたようである。

　でも、予想外の人物の声が聞こえて、大いに動揺した。

「え？　え？　その声は、彩さい花かだよな？　え？　なんで？」

　俺に言葉を返してくれたのは、校内で一番のオッパイを持つ西さい園おん寺じ彩花の声だったのだ。ということはつまり、俺の部屋に侵入していたのも……彩花なのか？

　そっか。あの素晴らしいオッパイは彩花だったのか。

　道理で見覚えのあるオッパイだなって思ったのである。

「とりあえず、この縄みたいなの外してくれない？　身動きが取れないんだよ」

　まぁ、相手が彩花なのでほっとしている部分もあった。

　てっきり泥棒だと思っていたので、知り合いだと分かって気が抜けたのである。

「それにしても、なんで俺の部屋に侵入してたんだ？　あの黒ずくめの男は誰だ？　そういえば体調は大丈夫なのか？　連絡もどうして返してくれなかったんだ？」

　気がかりな点は多い。

　別に怒っているわけじゃないが、純粋にこんなことをした理由が知りたかった。

「俺とお前の仲なんだから、言ってくれればいつでも部屋に入って良かったんだぞ？　だけどさ、勝手に入るのはちょっと良くない事かなって思うんだよ」

　とかなんとか。色々言ったが、俺が主張したいのは次の言葉である。

「何より、エロ本を探し出すのはダメだろ！　しかも机の上に置くとか、男にとっては大ダメージな行為だぞ!?　もうあんなことするのはダメだからな！」

　男にとってエロ本とは『心』である。

　心を勝手に覗のぞかれてイヤな気持ちにならない人間なんていないだろう。

　エロ本を見つけ出すということは、それくらい罪なことなのだ。

「も、もしかして……読んだりしてないよな？」

　不安はまだある。俺のエロ本はページが開かれた状態で放置されていた。

　読んでいたのは、あの黒ずくめの男二人だと思いたい。もし同級生の女子生徒に見られていたのだとしたら、はっきり言って俺の心は壊れるかもしれない。

　だから否定してくれ……そう、願ったのに。

「ええ、もちろん読んだわ。ああいう本は初めて目を通したので、よく分かりませんでしたけれど」

　あっさりと彩さい花かは肯定した。その一言で目から涙が滝のごとく流れてきた。

「殺せ。一思いに、殺してくれ！」

　死にたい。俺の性癖が彩花に筒抜けになった瞬間である。

「違う！　違うんだ、彩花！　あの触手モノの本は、俺が初めて手に入れたエロ本で、まだ知識がない時だったから触手ものとかよく分からなくて！　でも生まれて初めて手に入れたものだから捨てるとかできなかっただけなんだ！」

　オッパイ大好きな俺だが、持っているエロ本の中には少しマニアックなものも含まれている。興味本位や知識不足で購入したものも幾つかあって、それを見られたと思うと恥ずかしくて死にたくなった。

「俺が好きなのはオッパイだ！　いや、触手もちょっとエッチだなって思わなくもないんだけど、別にそれが全てってわけじゃないんだよぉ」

　誤解されないように必死に訴えかける。

　そんな俺とは対照的に、彩花の声音は冷静なままだった。

「ええ、知ってるわ。だって、光こう輝きさんのことだもの……初めてエッチな本を手に入れたのは中学三年生の時で、ジャンルなどよく分かってない時に、表紙の女の子が可愛かわいくて買っただけということも把握してるわ」

「そうなんだよ！　表紙の女の子が可愛すぎてつい手に取っちゃった……って、なんで知ってんの!?」

　彼女の発した言葉は、俺が求めていた答えより度が過ぎていた。

「わたくしは光こう輝きさんのことなら何でも知ってるの」

　部屋が薄暗いので、彩さい花かの表情まではよく見えない。

　ただ、彼女が笑っていないことだけはなんとなく分かった。

　明らかに様子がおかしい気がするっ。

「光輝さんが好きなのは女性の胸で、巨乳な女の子の本が多い。苦手なのは暴力的なことで、だからそういう本は一切持ってない」

「……彩花？　く、詳しすぎない？」

「当たり前よ。光輝さんのことだもの……性的嗜し好こうも、匂いも、身長も、体重も、生年月日も、血液型も、趣味も、生まれた時間も、通っていた学校はもちろん、家族構成、友人関係、思想、理想、願望、目標……なんだって、わたくしは知ってるわ」

（……だから、俺と雪ゆき姫ひめが知り合いなのも知ってたのか）

　そういえば面識がないはずの雪姫を彩花は知っていた。

　そのことが気になっていたが、今の話を聞いてようやく理由が分かった。

　彼女は俺のことをよく知っているのだ。ともすれば俺以上に、俺のことを理解している。

「だってわたくしは……光輝さんを、愛しているから」

　その理由は、とても嬉うれしいものだけど。

「……し、知りすぎてない？」

　明らかに普通ではないだろう。

　しかも口調が淡々としているところが不気味である。

「光輝さんが大好きだから、たくさん調べたわ。あなたのことが知りたかった。理解したかった。ほら、わたくし……いっぱい勉強したのよ？」

　そう言った後、カチリと音が鳴って部屋の天井の電気が点ついた。

　どうやら電気のスイッチを入れたみたいだ。

「っ……」

　一瞬、光に目がくらんで何も見えなくなる。

　しかし少しすれば目も慣れて、彩花の顔がよく見えるようになった。

「うふふ」

　その目に──光はなかった。

（ヤンデレになってるー！）

　卒業式の日と同じ目だった。しかも彩さい花かの隣にはすでに死神ちゃんがスタンバイしており、大鎌を軽く素振りしていた。殺す気満々かよ！

　これではいつ殺されてもおかしくない。

「ほら、見て。ここはわたくしの癒いやしの場所……『光こう輝きさん部屋』よっ」

　明るくなったので周囲の様子もしっかりと見えるようになった。

　促されて部屋の様子を確認してみると、あまりの光景に度肝を抜かれた。

「お、おおおお俺の写真!?　しかもそれ盗撮だろ!?」

　壁一面に張られていたのはカメラ目線ではない俺の写真たち。

　笑っている顔から怒っている顔もあり、中には変顔もある。

　一番恥ずかしいものはエロ本を読んで鼻血を出してる写真だった。

「あ、俺が使ってたノート……って、それ昔になくしたと思ってた日記だ！」

　次に驚いたのは、額縁に入れた飾ってあったノート。確か、中学生の間に書いていたものだと思う。そうか、あれを読んで彩花は俺が初めて買ったエロ本のことを知ったのか！

　それから、何よりもびっくりしたのは。

「……ぱ、ぱぱぱパンツ？　え、それってもしかして俺のパンツ!?」

　真空パックに入れて大切そうに保存してあった俺のパンツだった。

　いつの間にか見当たらないなぁと思っていたら、こんなところにあったなんて。

　他にも、俺の所有物だったものがこの部屋には色々あった。

　まるでグッズを買い集めるアイドルファンの部屋みたいである。

「すごいでしょう？　わたくし、光輝さんのことを知るために、色々と伝つ手てを辿たどって入手したの。おかげでたくさんのことを知りましたわ♪」

「俺のパンツから何を知れたんだよ……！」

　気になること、言いたいことは多々ある。

　でも、彩花は俺に何かを言う暇を与えなかった。

「こんなに光輝さんのこと、勉強したのよ？　なんでも知ってるつもりだったのに」

　光のない目で俺を見ながら抑揚のない声で言葉を紡ぐ。

「だけど、分からないことがあるわ……光輝さんのこと、なんでも知りたいのに、まったく分からないことがあるのっ」

　そう言って彩花は俺の首元に鼻を埋うずめた。たぶん匂いを確認しているのだろう。

　俺の方にも彩花の甘い匂いが漂ってくる。

　いつもだったら深呼吸して堪能していたかもしれないが、今はそんな余裕などなく。

「ああ、やっぱり……この匂いが分からないわっ。誰なの？　いったい、どこの女!?　分からない女の匂いが二つも！　一つはまぁ、光輝さんに似ているから然さ程ほど気になりませんけれど……もう一つの匂いは、わたくしを不安にさせるのよ!!」

　いつもお淑しとやかな彩さい花かが、形相を変えて息を荒げていた。

（こいつの知らない匂いって……ヒカリとイザナミのことだよな？）

　確か、学校でも同じようなことを言ってたと思う。

　その時、俺は二人のことを伝えても無意味だと思って答えをはぐらかした。

　どうやらあの選択は間違っていたらしい。

「光こう輝きさんは教えてくれない……だから、自分で調べようとしたわ！　探偵に依頼して、使用人にも協力させて、わたくしも自ら光輝さんの部屋に手掛かりはないか探したのに！　だけど、何も痕跡がないのよ……わたくしの知らない何かが光輝さんと接触している。それが、たまらなくイヤなの！」

　学校でも彩花の様子はおかしかった。やっぱりヤンデレになりかけていたのか……そして自分を抑制できなくなって俺の部屋に侵入した、と。

　あの黒ずくめの男たちは彩花の雇っている使用人かもしれない。

　しかし何も分からなかったので、とうとうヤンデレを発動してしまったのだ。

「どこの女かしら？　わたくしは、光輝さんのことをなんでも知りたいのに……どうかお願い……光輝さんのこと、教えて？」

　知りたいと彼女は言う。でも、イザナミとヒカリのことを説明して良いのだろうか？

　とくに、イザナミは神様である。現世の人間に存在を知られてはならないとか、そういう掟おきてみたいなものがあるかもしれない。

　迷惑をかけないためにも、言わない方がいい気がしていたけど。

「言いたくないのね、だったら……どうしようかしら」

　キラリ、と。彩花の意思に連動するように、死神ちゃんが大鎌を輝かせる。

　今にも斬りかかってきそうな気配を察知して、俺は即座に言葉を発した。

「分かった！　正直に言う……嘘うそだと思うかもしれないけど、聞いてくれっ。実は俺、前に死んだことがあるんだ。その時にイザナミっていう女神様と、未来に生まれてくる娘のヒカリと出会ってる！　お前が感じたのはこの二人のことだろ!?」

　イザナミに迷惑がかかるとか一瞬で忘れた。

　あいつのせいでこっちに大迷惑がかかっているので気遣う必要なんてないよな！

　声を大にして説得を試みる。しかし、

「なるほど。嘘をついてまで、隠したい相手なのね。そんなに大切な女、と……」

「嘘じゃないけど!?　あと、イザナミなんて大事でもなんでもないからな!?　そこだけは勘違いするなよ、俺はあいつの体と顔以外好きじゃねぇよ!!」

　反論しても、彩花は俺の言葉を信じてくれなかった。

「光輝さん、もしわたくしが似たようなことを言ったとして、あなたは信じられる？」

「そ、それはっ」

　たぶん信じないだろうなぁ。それくらい突拍子のない話をしている自覚はある。

　やっぱり正直に話したところでダメか。むしろ彩さい花かの疑念を更に強めてしまった。

　説得はできそうにない。

「もういいわ。光こう輝きさんが答えてくれないなら、自分で調べるから」

「ど、どうやって？　拷問とかイヤだぞ？　俺、エッチなお仕置き以外は無理！」

「大丈夫。痛くはないわ……ただ、チクッとして脳みそを見てみるだけ。脳みそを見てみたら、光輝さんの隠そうとしていることも分かるはずよね？」

「分かるわけないだろ!?　しかも脳みそ取り出すんだったら『チクッ』どころじゃなくて『ブスッ』だし、その時は普通に死んでるぞ！」

「うふふ。光輝さんはずっと生きてるわ。わたくしの心の中と、ホルマリン漬けされた瓶の中で」

「良かった、それだったら安心──するとでも!?　バッチリ死んでるじゃん、夢も希望もないし普通に怖いよっ」

「喜んでくれて何よりね」

　おかしいなぁ。日本語は通じてるのに会話が成り立っていない。

　もう言葉だけじゃ彼女には届かないみたいだ。

「それでは、ごきげんよう」

　彩花がそう行った直後、死神ちゃんがニコニコと笑いながら大鎌を振り上げる。慌てて逃げ出そうと体に力を込めたが、椅子に縛られているのでピクリとも動かなかった。

　あ、死んだ。

（くそっ……また、童貞のまま死ぬのか？　こんなに素晴らしいオッパイを目の前にして、俺は死んでしまうのか？）

　そんなの、イヤだ……せめて死んでしまうのなら、この大きなオッパイを触りたかった。

「うぉおおおおおおお！」

　死の間際。もう生をあきらめた俺は、文字通り死にもの狂いで身体に力を入れた。

　逃げ出すためじゃない。オッパイを触るために、縄を引きちぎろうとしたのだ。

（オッパイのために!!）

　たぶん、この時の俺は過去最高のパワーを発揮したと思う。

　火事場のバカ力が出てくれたのか、縄がちぎれて腕が自由になったのだ。

「…………♪」

　同時に、サクッと大鎌が俺にぶっ刺さる。おかげで意識が明滅したが、なけなしの力を振り絞って俺は彩花のオッパイに手を伸ばした。

（とど……けっ）

　前のめりに倒れ込んで、俺は彩花との距離を詰める。
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　伸ばした俺の手は、しっかりと彩さい花かのオッパイを握りしめた。

「────ぶふっ」

　そのあまりの大きさと柔らかさに鼻血が噴き出た。指がオッパイに吸収されるように沈んでいく。一緒に俺の意識も闇に沈んでいたけど、心は幸福感で満ちていた。

　やっぱりオッパイは素晴らしい。死ぬ時も男を幸せにしてくれるのだから……。

「ごめんなさい、光こう輝きさん。ただ、わたくしは……好きになった人の全てを知りたいだけなの」

　そして俺の視界は、真っ白い光でいっぱいになった。

　近衛このえ光輝、童貞。三度目の死である──







「よし、生き返る！　すぐに生き返ってあのオッパイでパフパフする！　おら、イザナミ、さっさとしろよ!!」

　死んでなお俺は元気いっぱいだった。

「くははっ！　殺されてなおやる気とはのうっ。こんな面白い小僧は見たことないぞ、くっふっふ。笑いが止まらん」

「そんなに笑いたいならもっと笑わせてやろうか？　こちょこちょこちょ！」

「あひゃひゃ!?　こら、二の腕を揉もむでないぞ!?　妾わらわの体は敏感って何度言ったら……あひゃひゃ、やめてっ。笑い方も威厳がなくなるから、やめてくりゃさいぃ」

　いつもの『くっふっふ』という笑い声はちょっと威厳を意識してる笑い方らしい。

　とりあえず今はそんなに怒っていないので、すぐに解放してあげることに。

「うーん、やっぱり二の腕は物足りないなぁ。オッパイと同じ柔らかさって言うけれど、彩さい花かのオッパイと比べたら劣る」

「あ、阿あ呆ほうがっ。神の体が人間の小娘より劣ると!?　そんなわけなかろう！　ほれ、しっかり比較できるように妾の胸を触れ！　絶対妾の方が最高だから！」

「っ……ど、童貞だからって甘く見るなよ!?　オッパイなら誰でもいいってわけじゃない。俺は、俺を好きな女の子のオッパイが触りたいんだ！　お前のオッパイなんてせいぜい鑑賞して拝む程度の価値しかないんだよ！」

「それにしては凝視しておるが？　興味津々なのであろう？　ほれほれ、めんどくさい童貞っぷりを晒さらしてないで、我慢せずに触るが良い。そろそろ妾の魅力を教えてやる！」

　とかなんとか。死んで早々、俺はイザナミとギャーギャー喚わめき合う。

　そんな俺たちの会話を白い目で見てるのは、我が娘であるヒカリだった。

「まったく、お父様ったら……仕方ない人だわっ」

　ヒカリはちょっと不機嫌そうである。俺の背中をペチペチと叩たたいていた。

「お、ヒカリの性格がまた変わってる。今の母親はもしかして、彩花か？」

　外見は今まで見たことのあるヒカリと同じだが、喋しやべり方や雰囲気が明らかに異なっている。またしても母親が違っていた。

「はい。めんどくさいお母様で申し訳ありません……でも、お父様が思ったより元気だったので、気が抜けたわ。元気で良かった……」

　なんだかんだ俺が死んで心配していたらしい。

　母親が変わっても、ヒカリがとてもいい子なのは変わらないようだ。

「安心してくれ。何度死んだってヒカリが顔を見せてくれたら元気になるよ」

「……今回はお母様のオッパイで元気になったでしょう？　お父様は本当にオッパイ星人ねっ。若くてもまったく変わってないわ」

「そうか……俺、結婚してもオッパイが大好きなんだなぁ」

　男であるが故に、それはもう仕方ないことだろう。

「お父様はいつもエッチねっ。もうちょっと落ち着いた方がいいと思うわ」

「そんなこと言うなよ、ヒカリ。ほら、抱っこしてやるから機嫌直せ」

「きゃっ。もう、子ども扱いして……わたくしはもう十二歳なのに」

　今回のヒカリはちょっとおすましさんらしい。

　抱っこしてあげると顔を赤くして俺をペチペチ叩いていた。これが反抗期か。

　まぁ、やめないんだけど。

「イヤイヤされたらなんか楽しいな。たかいたかーい」

「や、やめてっ。恥ずかしいわ……」

「あ、ごめんごめん。ほっぺた膨らませるなよ。ヒカリが可愛かわいいからつい構いたくなってあげちゃうだけなんだ」

「か、かわいい……って、そうやって褒めれば機嫌が直ると思っていらして？　お父様は本当に仕方ない人だわっ」

　とかなんとか言ってたけど、口元がもにょもにょとニヤけて嬉うれしそうだった。

　さて、イチャイチャするのも楽しいけど、ヒカリには聞きたいことがある。

「ヒカリ。お前のお母様ってどんな人だった？」

　このみがヤンデレになった時と同様に、彩さい花か攻略のためにヒカリからヒントをもらおうと思っていたのだ。

「娘として直感的な感想でいいから教えてくれると嬉しい」

「そうね……お母様は、一言でいうと『ドＭ』かしら」

「え」

　抱っこした娘が発した一言に、俺はポカンと口を開いた。

「ドＭ？　お前のお母様、娘が認知するほどのドＭなのか!?」

　普段の彼女はお淑しとやかで、乱暴なことが苦手なタイプに見える。

　強い言葉を口にするのもためらうくらいに上品な女の子なのだ。

　それにしても、ドＭって娘にそう言わせるのはよっぽどだぞ。

　ヒカリの教育上にも悪いだろうに……旦那である俺は何をやっているんだか。

「ええ。よくお父様に叱られると嬉しそうに笑ってたわ。お父様も楽しそうに叱ってたから、わたくしは娘としてちょっと情けなかったの……」

　おっと。俺もそういうプレイだと割り切って楽しんでいるらしかった。最低だなおい。

　今回のヒカリは両親に苦労しているようだ。

　だから前に会ったヒカリよりも大人びたのだろうなぁ。

「ご、ごめんな？　俺たちが迷惑かけて」

「……いえ、謝らないで。わたくしも、なんだかんだ楽しかったので」

　ヒカリはそう言ってから、俺を優しく抱きしめた。

「だから、お母様のこと……見捨てないでくださいまし」

　娘として、母親である彩花の現状にヒカリは心を痛めている。

　そんなヒカリの頭をガシガシと撫なでてやった。

「当たり前だろ？　安心しろ……俺はな、俺を好きでいてくれる人を嫌いになったりしない。あと、オッパイが大きいから殺されても不思議と許せるんだ……女の子ってずるい」

「お父様ったら……！　本当に、仕方ない人だわ。でも、そんなお父様の娘になれて、心から嬉うれしいです♪」

「俺も、ヒカリが娘として生まれてきてくれて嬉しいよ」

　心からの言葉だった。ヒカリのためにも俺はあきらめたりしない。

「だから安心してくれ。お前のお父様がただのエロガキじゃないことを証明してやる」

「それくらいとっくに知ってるわ。お父様はわたくしとお母様にとって、世界で一番かっこいい人だものっ」

　かっこいいとまで言われてしまっては、頑張らないわけにはいかないなぁ。

「よーし、お父様はがんばっちゃうぞー！　イザナミ、蘇そ生せいよろしく」

「うむ！　また妾わらわを楽しませるがいい！」

　そう言ってイザナミは柏かしわ手でを打つ。

　ポンッ、という気の抜けた音と同時に、俺の視界が真っ黒になった。

「お父様……また、未来でお会いしましょう？」

　そんなヒカリの言葉を最後に、俺は現世へ生き返る──







「言いたくないのね、だったら……どうしようかしら」

　生き返ったのは、まだイザナミとヒカリについて彩さい花かに説明していないタイミングだった。このみの時よりも少しは猶予があるな。

（ここで正直に言っても信じてもらえないからなぁ）

　イザナミとヒカリに関して伝えるのは悪手。

　嘘うそをついたとみなされたら余計に彩花の不信感を買うことになる。

「何も言わないのかしら？　それはとても残念ね……光こう輝きさんのこと、愛してるの。愛してるからこそ、全てを理解していたつもりだったのに……わたくしの知らない光輝さんがいるなんて、耐え切れないわ」

　好き勝手に言葉を続ける彩花。正直なところ、可愛かわいくてオッパイの大きな女の子に何を言われようと怒ることはないし、何をされたって対して気にならないのだが。

　ともあれ、思うところがないわけでもない。今まではお淑しとやかな彼女が怖がると思って強い言葉を避けていたが、ドＭと分かった以上遠慮する必要もないだろう。

　なので、俺は思ったことを素直に言うことにした。

「おい、彩花。お前、俺の全てを理解したって本当か？」

「ええ。探偵を雇って、隠しカメラで観察して、わたくし自らも調査したから、知らないことなんてない……はずだったのに。この匂いは誰？　わたくしの知らない女の匂いなんて、許せないわっ」

　今にも大鎌を振り上げそうな死神ちゃんが少し怖かったが、ヒカリのためにも俺は勇気を振り絞って叫んだ。

「女の匂い？　そんなの知らねぇよ、イカ臭いだけじゃないのか？　俺は年齢通り思春期だからな、お前の知らない匂いくらい発してるに決まってるだろ!!」

　我ながら発言が最低だが、こういう時に大事なのは勢いである。

　臆せず堂々とセクハラ発言してやった。

「い、イカ……っ!?」

　突然の下ネタに彩さい花かも言葉を失っているようだ。

　死神ちゃんもなんだか居心地が悪そうにもぞもぞしている。

「それともお前は俺のイカ臭さを知ってたのか？　知ってるわけないよな、さすがにそこまで知らないよな……し、知らないって言ってくれるよな!?」

　同級生に自家発電事情まで知られているとは考えたくない。でも彩花ならそれも知ってるかもしれないと不安になったのだが、彼女は期待通り首を横に振ってくれた。

「ま、まさか！」

「そうか。それなら良かった……けど、でもそれって俺について『知らないこと』じゃないのか？　俺のイカ臭さを、お前は分からないんだろ？　それを女の匂いと勘違いしたんじゃないのか!?」

　強引すぎる解釈である。もちろん彩花が女性の匂いと間違えるはずないんだけど、比較対象が下ネタなので彼女は答えに迷っているみたいだ。

「それは、その……っ」

　あからさまに動揺している。この隙に俺はガンガン言葉を続けて主導権を奪った。

「やっぱり、俺のことをなんでも知ってるだなんて嘘うそなんだな？」

「う、嘘なんかじゃ、ないわ……っ」

「じゃあ俺のおちんちんが元気になった時、どれくらいご機嫌になるか知ってるのか!?」

「…………っ!?」

　連続のセクハラめいた発言に、とうとう彩花は顔を真っ赤にする。

　何を言われているのか理解できたらしいが、理解できたところで答えようがないらしく、一言も発しなかった。

　好機！　動きも止まってる！　俺は畳みかけるように勢いよく言葉を繋つなげた。

「ほら、俺について知らないことがあった。その様子だとまだまだありそうだなぁ？　そうだな、俺が好きなオッパイとはどんなオッパイか、答えてみろよ」

「くっ……こ、光こう輝きさんのことで、知らないことなんてないわ！　光輝さんの好きなオッパイは……大きいオッパイでしょう!?」

「違います～。俺が好きなオッパイはこの世の全てのオッパイです～。大きければ好かれるとでも思ってたのか？　自分のオッパイが大きいからって思い上がるなよ！　お前のオッパイなんてでかくて柔らかくて形が良いだけだ！　もしかして自分のオッパイが一番だとでも思ってるのか？　うっわ、恥ずかしいな～」

　あれ？　彩さい花かのオッパイについては褒めてしかいない気がするんだけど、まぁいいや。

「はい、俺について知らないが三つ目だな。おやおやぁ？　俺について何でも知っていると豪語していたくせに、恥ずかしくないのかなぁ？」

「う、うぅ……っ」

　彩花は悔しそうに唸うなっていた。

　ヤンデレになってはいるものの、会話の主導権はこちらが握っている。

　それから、彩花はやけに顔を赤くしていた。

　俺にめちゃくちゃなことを言われているというのに、ちょっと嬉うれしそうなのである。

　ヒカリの言葉通り、やっぱり彩花はドＭみたいだ。

　それならもっと彼女の琴線に触れるような言葉を選んでみようかな。

「彩花、そろそろ縄を外してくれ」

「だ、ダメよっ。まだ光こう輝きさんには聞きたいことが……」

「いいから、ほどけ。何度も言わないと分からないのか？」

　強めの口調で、命令してるみたいに言葉を紡ぐ。俺としてはちょっと抵抗のある言葉選びだったのだが、彩花はすごくいい反応をしてくれた。

「ひゃ、ひゃいっ」

　上ずった声を上げて彼女はビクンと体を震わせる。

　明らかに喜んでいた……彼女は言われた通りに俺を拘束している縄をほどく。

　よし、これで自由になった。ガラじゃないけどドＳを演じてやるか。

「正座しろ。まったく、俺をいきなり誘拐しやがって……他にもいろいろと好き勝手にやってくれたな？　お前には説教してやる」

「でも、光輝さん……わたくしは聞きたいことがあって……」

「このオッパイおばけ！　何度も同じ言葉を言わせるなよっ」

「あふんっ……ご、ごべんにゃさいっ。いましゅぐに」

　素直に正座した彩花は、息を荒くしながら俺をジッと見ていた。

　まだ瞳に光はない……死神ちゃんも消えないのでヤンデレはまだ続いているようだ。

　しかし、興奮しているおかげかこちらの話を聞く気にはなったらしい。死神ちゃんもなぜか彩花と一緒に正座しているので、この隙にしっかりと彩花を正気に戻さないと。

「彩花。まず言っておくけど、俺は強引なのが嫌いだ。お前が屈強な男を使って俺を拘束した時、ものすごく怖かったんだぞ？　縄で縛ってから無む理り矢や理り運びやがって……せめて運び役は女性にしろよ！　とりあえずこのことについて謝罪しろ」

「はひっ、もうしわけ、ごじゃいましぇんでした」

「は？　口だけか？　謝るにしては頭が高いな。誠意が見えないし、呂ろ律れつが回ってなくて何言ってるか分かんねぇよ！　ちゃんと喋しやべりながら心を込めて謝れ」

「ごめんなさい！　強引なことをしてしまって、申し訳ありませんでしたっ」

　そして彩さい花かは勢いよく土下座した。地面に額を叩たたきつけている。

　はぁ……こんなことをさせるのはあんまり得意じゃないんだけどなぁ。

　普通に心が痛むんだけど、これが彼女の望んでいることなんだから仕方ない。

「俺の家にも勝手に侵入したよな？　しかも私物を漁あさってた。エロ本も勝手に読んでたし、たまに俺の所有物も盗んでるだろ？　そういうのはダメなことだ」

　この『光こう輝き部屋』なる一室には俺の所有物が多数ある。

　それらはきっと彩花が盗んだものなので、全力で叱っておいた。

「もう二度とやらないと誓え」

「わ、わたくしの、コレクション……光輝さんのこと好きだから、ほしくてっ」

「だったら直接お願いしろよ！　お前の口はオッパイを大きくする栄養を摂取するためだけについてるのか？　パンツほしいです、くらい言えるだろ？　その時は快くあげてやるのに……まぁ、その代わりお前のパンツももらうけどな」

「っ……い、いいの？　気持ち悪いとか、思わないかしら？」

「思わない。なんにせよ、俺のことが好きだからそんなことしちゃうんだろ？　だったらその気持ちは受け止めてやる。その代わりパンツもらうけどな！」

　大切なことは二度言っておく。

　俺も彩花のパンツがほしいので、こいつが俺のパンツを求める気持ちもよく分かる。

「だけど不法侵入も窃盗もダメなことだ。今後二度とやるなよ？　やれやれ、礼儀を知らないメスブタだな。育ってるのはオッパイだけか？　マナーって知ってる？」

「ひぎっ。も、申し訳ございませんでしたっ」

「『ひぎっ』ってなんだよ？　豚の鳴き声か？　ちゃんとぶひーって言え。自分はメスブタです、今までダメなことをしてごめんなさいって言え！」

「ぶひー！　わたくしはオッパイがでかいだけのメスブタですっ。今までダメなことをしてごめんなさい！」

「うん、よく言えたな。ご褒美に家の合カギを用意してやろう……今度からは玄関から入って来い。このみにもしっかり挨拶しろよ？　俺の部屋は自由に入っていいし、何かほしい物があったら直接お願いするか、書き置きでも残して持っていけ」

　これが俺にとっての折衷案。彩花は若干ストーカー気質がある。全てを抑制したところで我慢できないかもしれないので、いっそのこと全てを自由にしてあげればいいだろう。

　彩花は性癖こそ残念だが人となりはしっかりしている。

　信頼のおける人間なのである程度自由にしても良いと思ったのである。

「光こう輝きさん……そこまでしていただいて、いいのかしら？」

「うん、俺はそれくらいお前のことは信用してる。だからこの思いを裏切るなよ？　メスブタでも裏切らないことくらいできるよな？」

「それは、もちろん！」

「おい、語尾にぶひーってつけろよ。メスブタなんだろ？」

「ぶひー！」

　俺の言葉が嬉うれしかったのか。彩さい花かは嬉しそうに鳴き声をあげた。でもまだ目に光がない……かなり正常に近づきつつある気がするので、もうちょっとかな。

「だ、だったら……写真とかも、許可が必要ぶひ？」

「うーん、写真は別に勝手に撮っていいけど……その代わり、お前の写真もくれ。ちょっとエッチな感じで頼む」

「それはちょっと、恥ずかしいぶひ」

「は？　こんなに立派なオッパイがあるんだから、少しは有効活用しろよ」

　そう言いながら、俺は彩花の心臓部分を指先でつつく。

　や、やわらかい……指先がふにゅりと沈んだ。相変わらずいいオッパイだ。

　自然とオッパイの上側に触れることになって、彼女は口をパクパクと開閉させていた。

「ぁぅ……光輝さん、触ってるぶひぃ」

「ああ、触ってるな。だからどうした？　恥ずかしいのか？　俺はお前にエロ本を見られてもっと恥ずかしかったぞ？　ちょっとくらい我慢しろ」

「ぶぎっ」

　はぁはぁ、と荒い息遣いが部屋に響く。

　彩花の目はトロンとしており、ヤンデレの状態も半ば解除されかけていた。

　もうそろそろ、大丈夫そうだ。

「知らなかったわ。光輝さんが、こんなにも言葉責めが得意だったなんて……ぶひ」

　そこは褒められても別に嬉しくない……でも、彩花が楽しいならそれでいいや。

「お前が俺について知らないことはまだまだいっぱいあるんだよ。人間をすべて理解するなんて、そんなことできるわけない。だからこれからも、いっぱい俺のことを調べてくれ。こそこそせずに、堂々と俺を観察してくれ。大丈夫、お前の気持ちを受け止められないような器の小さい男じゃない。お前がどんなに不思議な性癖を持ってても、しっかり受け入れてやるから」

　本音の言葉だった。

　俺は彩花を嫌いになったりしないのだから、もっと色々と俺に教えてほしかった。

「お前の大好きって気持ち、素直に嬉しいよ。ありがとう」

　そう言って手を差し伸べると、彩さい花かは少しの間きょとんとしたように俺を見つめた。

「…………」

　しばらく無言でいたが、その目に少しずつ光が戻っていく。それに反して死神ちゃんはどんどんと薄くなっていき、やがてこの場から姿を消した。

　彩花はもう元通りである。彼女はニッコリと微笑ほほえんで俺の手を握ってくれた。

「はい。わたくしは光こう輝きさんのこと、大好きですっ……ぶひ！」

　素敵なことを言ってくれて嬉うれしいんだけど、語尾に『ぶひ』がついてると台無しだなって思いました。

　何はともあれ、これで彩花のヤンデレは回避できたようである──
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　なんか疲れた。

「はぁ……もう夜か」

　彩花の家を出て、真っ黒に染まった空を眺めながら俺はゆっくりと歩いていた。

　足取りは重い。やっぱり『死』を体験するといつもより精神がすり減る。

「もう死にたくないなぁ」

　何度体験してもあれには慣れない。

　自分の中身がこぼれていくような喪失感を思い出すだけで冷や汗が流れてくる。

　さすがに死にすぎじゃない？　生き返ってから一日に一回は死んでいるのだから、もうちょっとどうにか回避したいものだ。

（そのためにどうすればいいんだろう？）

　愛情が倍になってしまった彼女たちはふとした拍子にヤンデレる。

　このみと彩花の様子から察するに、不安感や不信感がトリガーとなるらしい。

　このみは俺がいなくなるかもしれないという不安から。彩さい花かは俺の知らない一面を垣かい間ま見みたことによる不信から。いずれも愛情が倍になってしまっているからこそ、反対の感情も倍になってしまっていると分析している。

　彼女たちは俺を愛しすぎてしまっていた。

（だったら……ちょっとだけ好感度を下げてみるのもいいのか？）

　イザナミのおかげで愛情が倍になっているのだ。

　少し減ったところで大したことはないだろう。あまり気持ちの良い選択肢ではないけど、これで彼女たちがヤンデレになりにくくなるのなら仕方ないだろう。

　あいにく他に策はない。物は試しだ……やるだけやってみるか！







　彩花がヤンデレを発動させた翌日のこと。

　彼女が元通りに戻っているのか気になって、登校してすぐに様子を確認してみた。

（……いた。また俺の席に座ってる）

　彩花は俺の席でぼんやりしている。大きなオッパイは俺の机にどかんと乗っていた。

　あれ、見た目通り重いらしい。肩もこりやすいとかなんとか。

　遠目に見たところ異常はなさそうだ。

　目に光もあるし大丈夫だとは思うけど、念のため喋しやべりかけてみることに。

「おはよう、彩花」

　声をかけると、彼女はハッとしたように俺の方を見た。

「ひゃいっ。ごきげんよう、ぶひー」

「……もうその喋り方やめていいぞ」

「普通に戻っていいと？　はぁ……分かったわ」

　彩花はちょっと残念そうに頷うなずいた。うん、普段と態度は変わらないな！

「あ、そういえば合カギ渡しておくぞ。ほら、いつでも家に入って来い」

　約束通り、俺は彩花に合カギを渡しておいた。家にあったスペアの一つである。

「……本当に、いいのかしら」

「いいよ。お前のことは信頼してるって昨日言っただろ？　どうせ発情期になったら俺の部屋に侵入するだろうし、ちゃんと受け取ってくれた方がこっちも安心する」

「は、発情期って言わないでっ……でも、そのお心はとても嬉うれしいわ。喜んで受け取らせていただきます。でも、なるべく使わず、お伺いする時は連絡を入れるわね」

　彩花は嬉しそうに微笑ほほえみながらカギを受け取った。

　うん、喋ってみてもいつも通りだし、ヤンデレの状態は完璧に治ってるな。

　じゃあ、そろそろ『好感度を下げてみよう』大作戦を実行するとしよう。

　好感度を下げるために、最も手っ取り早いのは彼女を失望させることである。

（よーし、エッチないたずらしちゃおっかなー！）

　俺が選択したのはいたずらだった。

　女の子がイヤがることはしたくないけどヤンデレを回避するためだ。

　決して他意はない……わけがない！　本音を言います。彩さい花かの体を触りたいんです。

　だって彩花の体っていい匂いするし、柔らかそうだし、オッパイが大きい！

　だから触りたくなるのも仕方ないことだと思います！

　そういうわけで、俺は手始めに彩花の肩をモミモミすることにした。

「彩花、肩凝ってるだろ？　マッサージしてやる」

「え？　あ、へ？」

　突然の申し出に彼女は戸惑っているようだ。

　きょとんとしていたが、関係なく俺は彼女の肩をモミモミする。

「お、こってるな。ほぐしてやるよ」

「んっ。こ、光こう輝きさん……力が強いわっ」

　俺の想定通り、彩花は少し抵抗してきた。やっぱり触られることに抵抗があるんだな……いいぞ、この調子だ！　好感度を下げてやるっ。

「やっぱりオッパイが大きいから肩もこるのか？」

　続けて発したのはセクハラめいた発言だった。こんなこと言われて不機嫌にならない女性はいないはず……我ながらなんてセクハラがうまいんだろう！　イヤな才能だなぁ。

「え？　それは、その……はい」

　恥ずかしいのか、彩花は俯うつむいてしまう。

　そうさせてしまって胸が痛んだが、心を鬼にして俺はエッチないたずらを続けた。

「ふーん？　あ、もしかして下着のサイズが合ってないんじゃないか？　オッパイがぱつんぱつんだし」

　確かブラジャーのサイズが合ってないと肩がこるとかなんとか。エッチな本でそんな台詞せりふを読んだことがあるだけなので真偽は分からないけど適当なことを言っておいた。

「うぇ？　そうなのかしら……わたくしの胸、また大きくなってるみたいだし……」

「また!?　おいおい、留とどまることを知らないオッパイだなっ」

　驚いた。こんなに大きくてなおビッグになろうとするなんて、志が高すぎる。いいぞ、もっと高みを目指してくれ。ずっと見守ってあげるから！

「また新しい下着を買いに行かないといけないわね……どんなのがいいかしら」

「ぐへへ。俺が選んでやろうか？　今度一緒にブラジャーでも買いに行こうぜ！」

「光輝さん!?　教室で変なこと言わないでくださらないっ？」

　勢いに乗った俺は止まらない。彩花の制止にも耳を傾けずに言葉を続けた。

「オッパイ、きついのか？」

「……ひ、否定はできないわ」

　俺の遠慮しない物言いに彩さい花かは大分戸惑っている。

　あと一押しで『何を言ってるのかしら？　デリカシーがないわね。気持ち悪い』って言ってくれるはず！

　そのダメ押しとして、俺はずっとやってみたかったことをしてみるのだった。

「じゃあ、ブラジャー外すか。ほいっとな」

　問答無用。彩花の返事も待たずに、俺は背中側に手をかけてブラジャーのホックを外してやった。簡単に外せるとは思ってなかったのだが、なんとなくの位置に指を這はわせてみるとあっけなく外れた。

「──っ!?」

　ホックが外れて、彩花のオッパイが支えを失う。机の上に乗っていたオッパイが重みで平べったくなった。すごい、これが流体力学!?　違いますね、はい。

「こ、光こう輝きさん……！」

　一方の彩花はいよいよ我慢できなくなったのか、プルプルと震えながら俺に呼びかけた。

　そして彼女は、背後にいる俺にガバッと顔を向ける。その目は……トロンと蕩とろけていた。

　頬ほおは赤く染まり、口の端っこからは何な故ぜかよだれが出ていた。

（え？　この反応って……まさか!?）

　まさかのまさか。イヤがられていると思っていたのに。

「朝から、そんなにわたくしを興奮させることばっかりしないでくださいましっ。はぁ、はぁ……た、たまらないわっ」

　彩花は、ものすっごく喜んでいた。

（そういえばこいつドＭだった!!）

　忘れてた、わけではない。でも忘れたいことだったので頭から抜け落ちていた。

　そっか、強引なのが好きだから、こうやってちょっかい出されるのは逆にご褒美にしかならなかったのか！

「ごめん！　そういうつもりじゃなかったんだ……もうしないから、とりあえずトイレで下着を直してきてくれっ」

「分かったわ！　トイレで下着を外して差し出せばよろしいのかしら？」

「よろしくないですね！　マジで謝るから、正気に戻ってください!!」

　朝からスイッチの入った彩花は暴走しかけていた。

　喜びのあまりに興奮しているなんて……これでは、好感度が下がらない。

「でも、そういう光輝さんも素敵ねっ。謝らないでいいわよ♪」

　うん、むしろ好感度が上がっていた。参ったなぁ……作戦は大失敗である。







　午前の授業がようやく終わり、お昼休みになった。

「ふぅ……どうしたもんかな」

　考えていたのは『好感度を下げてみよう』大作戦について。

　彩さい花かには上う手まくいかなかった。イザナミが好感度を倍にしたからだろう……。

　普通の人間ではちょっと考えられないような反応を見せてくれた。

　正直なところちょっと参っていた。あれだけやっても無理なら、嫌われるなんて無理なのでは？　もうあきらめた方がいいのかなぁ。

　なんてことを考えていたタイミングで、スマホに連絡が入っていることに気付いた。

　メッセージの差出人は後輩の奏かなで雫しずくである。

（屋上に来てください、か……急だなぁ）

　でも用事があるわけじゃないので断る理由はなかった。

　何も予定がなければ、いつもなら彩花や瑠る璃りあたりと教室でお昼を一緒にしているのだが、今日は別の場所で食べると連絡をしてから席を立つ。

　そんな時だった。

「失礼するぞっ。近衛このえ光こう輝きっていう男の子はいるか？　お客さんだぞっ」

　教室の入口付近から誰かに呼びかけられた。聞き覚えのない声である……え、誰？

　視線を向けると、そこにはちっちゃい女の子がいた。

（あの人って……確か、三年生の胡桃沢くるみざわ梨り々り花か先輩だよな？）

　面識はないが知っている人だ。

　梨々花先輩はツーサイドテールの明るい髪の毛と、高校三年生とは思えないほどに小さな体が特徴的な先輩である。

　顔つきも幼くて、どこからどう見ても小学生にしか見えないので先輩は目立つ。

　だから有名人で、俺も顔を覚えていたのだ。そんな人が俺に何の用事だろう？

「近衛光輝は俺ですけど」

　梨々花先輩の方へ進む。ちょうど教室から出ると、

「あ、おにぃちゃん！」

　梨々花先輩の後ろに、可愛かわいい義妹いもうとがいた……え、なんで!?

「このみ!?　ここは高等部の校舎なんだけど、なんでいるの!?」

「えへへ～。きちゃった♪」

　来ちゃったかぁ。それなら仕方ない！

「校内で迷子になってたから連れてきてやったぞっ。梨々花先輩はとても頼れる人だろ!?」

　なるほど。どうやら梨々花先輩はこのみを案内してくれたようだ。

「梨り々り花かちゃん、ありがとっ」

「ちゃん付けするなっ。先輩だもん！」

　梨々花先輩の頭を撫なでるこのみ。

　一方の先輩は子供扱いされるのが不服らしい。

　俺も頭を撫でたかったが、自重しておくか。

「梨々花先輩、ありがとうございました。助かりました」

　丁寧にお礼を伝えると、先輩はとても機嫌良さそうに胸を張った。

「えっへん。お前は礼儀を知ってる後輩だな！　気にしないでいいぞ、先輩は年上だから頼りたくなったらいつでも頼れ！　じゃあ、先輩はお弁当食べるから、バイバイっ」

　そう言って先輩は去っていく。その後ろ姿はやっぱり小学生にしか見えなかった。

　初めて近くで見たけど、やっぱり子供っぽくて可愛かわいいなぁ。

「……で、このみはなんでいきなり来たんだ？」

　このみは以前までは昼休みに会いに来ることはなかったはず。

「おにぃちゃんに会いたかったの！」

　理由は俺が恋しくなったからのようだ。つまり、これもヤンデレの魔法のせいなのだろうか。俺への好感度が上がっているからだと思った。

　まぁ、中等部の生徒が高等部の校舎に入ったらダメなんていう校則もないし大丈夫だろ。

「じゃあ、お昼ご飯一緒に食べるか？　屋上で雫しずくと待ち合わせしてるんだけど」

「食べるっ。おにぃちゃんと一緒に！」

　そういうわけで、このみと一緒に屋上へ向かった。

（雫とこのみに『好感度を下げてみよう』大作戦を試すいい機会だな）

　せっかくなので、二人にちょっとだけ嫌われる努力を試みることに。

　彩さい花かには失敗したものの、二人には少しでもいいから効果があることを祈ろう。

「雫、来たぞー」

　屋上に到着して、可愛い後輩の姿を探す。

　天気は晴れ。お昼ご飯を食べるにはちょうどいいくらいの気温だ。

　屋上は常時解放されているので結構な数の生徒がいる。しかし、軽く見回しても雫の姿は見えなかった。

　あれ？　どこにいるんだろう……このみと一緒に雫を探して屋上を歩いてみると、貯水槽が設置されている隅っこの人目につかないところに雫はいた。

「雫、来たぞー」

「先輩、突然呼び出してすいません……あれ、このみちゃん？　どうしてここに？」

　雫は首をかしげていたが、このみを拒絶する様子はなかった。

「雫おねぇちゃん、こんにちはっ。おにぃちゃんに会いたくなっちゃったの」

「そうでしたか……このみちゃんは相変わらず可愛かわいいですね。こんなに可愛い妹がいる先輩が羨ましいです」

「かわいいかなぁ？　でも、雫しずくおねぇちゃんはもっとかわいいの！」

「そんなことないですけど、ありがとうございます。嬉うれしいです」

　二人はニコニコと会話を交わしている。ヤンデレになる可能性はあるものの、基本的にこの子たちは仲良しなのだ。雫もこのみも素直なタイプなので性格も合うらしい。

　だが、雫の様子がいつもとはちょっとだけ違う気がした。

　イヤそうな顔はしていないものの、声に元気がなかったのである。

　うーん、これは落ち込んでいるのとは違う……どちらかというと、不機嫌かな？

（せっかく二人で弁当を食べようとしていたのに、俺が違う女の子を連れてきたことが気に入らない、とか？）

　その可能性は有り得る。

　だとしたら『好感度を下げる』という俺の目的としては喜ばしいことなのだが。

（ヤンデレになる可能性もあるのか）

　そっちのことはまったく考えてなかった。雫が本当にイヤがることをしてしまったら、ヤンデレるかもしれない。リスクもあるが、成功したらヤンデレる可能性が低くなる……そう考えると、チャレンジしてみる価値はあると思った。

　上う手まい具合に好感度が下がってくれたら俺の計画通りだ。

　ここはいつもよりこのみとイチャイチャして、雫を揺さぶってみよう。

「じゃあ、そろそろ食べようか」

「うん！　雫おねぇちゃん、食べよっ？」

「は、はいっ。そうですね」

　無邪気なこのみに対して、雫はぎこちない笑顔を浮かべながら腰を下ろした。やっぱりどこか不満そうに見える。好感度を下げるために、今はあえて無視しておこう。

　俺も腰を下ろして、弁当を食べる。ついでにこのみの好感度も下げられたラッキーくらいの考えで、この子にも普段よりべたべたと接触した。

「このみ、ほら。タコさんウィンナーだぞ？　あーん」

　俺が選択した行動は『あーん』である。実の兄妹ならまずやらないスキンシップだ。

　通常であれば『キモイ！』と妹に言われるような行為である。

「むっ……！」

　それを見て雫はあからさまに不機嫌そうな顔をした。

　唇を尖とがらせて俺をジトっと見ている。もしかしたら、俺が他の女の子とイチャイチャするのが不服なのかもしれない。いい感じだ、この調子でいこう！

「おにぃちゃん、ありがとっ。あーん！」

　一方、このみは俺の思惑通り気持ち悪がってくれなかった。

　むしろ嬉うれしそうにウィンナーをむぎゅむぎゅと頬ほお張ばっていた。

「おいしいのっ。はい、おにぃちゃんもどーぞ？　あーんして！」

　お返しにこのみからもあーんしてきた。

　雫しずくの好感度は下がりそうなのにこのみは手て強ごわそうである……仕方ない。ちょっと恥ずかしいが、雫の好感度を下げるために我慢してこのみに食べさせてもらう。

「ありがとう……美お味いしいよ、このみ」

「えへへ～。おにぃちゃんと間接キスしちゃった♪」

　そんな俺たちを見て雫はぽつりと呟つぶやいた。

「仲良しなんですね」

　何か言いたげな顔だ。しかし俺は気にせず、このみとのイチャイチャを続けた。

「ああ、俺たちはとっても仲が良い。ほら、気軽にスカートをめくれるくらい心を許し合ってるんだ！」

　そこで俺はこのみのスカートを思いっきりめくった。

　スカートの下から赤のパンツがこんにちはしている……エッチだ！　そういえば前にパンツを見た時も黒だったし、このみはちょっと派手なおパンツが好きみたいだ。

「っ……!?」

　雫はびっくりしていた。俺たちがこんなに仲良しだと思わなかったのだろう。

「ほぇ？　おにぃちゃん、このみのパンツ見たかったの？」

「うん。可愛かわいいこのみのパンツが突然見たくなったんだ……気持ち悪くてごめんな」

　あわよくばこのみの好感度も下げようと思っての行動だったのだが。

「きもちわるくないよっ。はい、どーぞ！　パンツ、見たいならいつでも見ていいよ？」

　このみはまったく俺を嫌いそうにない。

　逆にパンツを見せるためにスカートをめくりあげていた。

　……うん、ダメだ。このみに嫌われるのは無理である。

　可愛い義妹いもうとの好感度を下げるのは諦めて、今は雫に集中しよう。

「仲良し……そうなんですか」

　雫の不機嫌度は更に上がっているようだ。まるでゴミを見るような目で俺を見ている……うん、意外と悪くないな！　冷たい目もある意味ではご褒美でした。

　さて、順調に好感度も下がっているだろう。

　更にダメ押しをするために、俺は雫にもちょっかいを出すことにした。

「なんだ？　嫉妬してるのか？　大丈夫だよ、俺は雫のパンツにも興味津々だからな！　どれどれ、今日はどんなパンツかな!?」

「きゃっ!?」

　女の子座りしている雫しずくのスカートをめくりあげてみる。弁当箱とお箸を持っていた雫はスカートを押さえることもできず、俺にパンツをお見せしてくれた。

「ほうほう……白！　うん、清せい楚そで雫によく似合ったおパンツだ!!」

　思わず拝みたくなるような美しさすら感じた。

　オッパイも素晴らしいけど、やっぱりパンツも悪くない。

　たかが布だというのに女の子が着用しているだけで価値は跳ね上がる。

　雫の愛用しているおパンツにならお金をいくら払ってもいい気分になった。

「せ、先輩……っ！」

　雫は顔を真っ赤にしている。若干涙目になって俺を見ていた。

　恥ずかしがる顔も可愛かわいいな……ちょっとぞくぞくした。

「ぐへへ。やっぱり白のパンツが好きなの？　黒とかはいたりしないの？」

　なおも俺は止まらない。

　ちょっと楽しくなってきたので、雫にドンドンと恥ずかしい質問を続けた。

「このみ、ほっぺたにご飯粒ついてるぞ？」

　時折、雫に見せつけるようにこのみとイチャイチャするのも忘れない。

　そんな風ふうにやっていると、雫はもっと不機嫌になっていった。

　これは完璧に雫からの好感度が下がっているだろう……良かった。『好感度を下げてみよう』大作戦は彩さい花かとこのみに失敗していたので、雫しずくだけでも効果があって安あん堵どした。

[image: ]

　これで少しは雫がヤンデレになる確率も低くなるといいなぁ。







「このみ、そろそろ中等部に戻らないと授業に遅れるんじゃないか？」

「あ、ほんとだ……すぐに戻るのっ。おにぃちゃん、雫おねぇちゃん、バイバイ！」

　お昼休みがあと五分ほどになったタイミングで、このみは慌てて屋上を出て行った。

　さて、俺も教室に戻るかな。

「じゃあな、雫。またいつでも連絡してくれ」

　手を振って屋上を後にしようと背を向ける……しかしそれを雫が阻んだ。

「待ってください。まだ話がありますから、帰らないでください」

　彼女は俺の手をがっしり掴つかんでいる。

　あ、あれ？　女の子ってこんなに力強いの？　体がピクリとも動かないんだけど！

「そ、そろそろ授業が始まるから、放課後にしないか？」

「ダメです。今じゃないと気がすみません。そもそも、先輩を屋上に呼び出したのはお話をするためだったんですから」

「え？　俺と一緒に弁当を食べたかっただけじゃなくて？」

「それもありました。お弁当を食べながらお話しようと思っていたんです……けど、このみちゃんが来ちゃったからできませんでした」

　授業もそろそろ始まる。屋上にいた生徒たちも校内に戻っているので、もうこの場所には俺と雫の二人しかいない。

「どんな話がしたかったんだ？」

「どんなお話があると思いますか？　先輩、心当たりはありませんか？」

「え、えっと……髪形変えたとか？」

「違いますっ。本当に分からないんですか？」

「……ごめん。何かあったっけ？」

「先輩……昨日、放課後にデートしようって約束したじゃないですか！」

　そして俺は、ようやく彼女の言いたかったことを理解するのだった。

（そういえばそうだった！　昨日は彩花がヤンデレになったからすっかり忘れてた！）

　昨日の放課後、デパートでショッピングをしようと約束していた。

　なのに俺がそれを忘れていたので雫は怒っていたのだ。

　思えば、屋上で最初に彼女を見た時からいつもより不機嫌そうだった。

　てっきり俺がこのみを連れてきたからだと思っていたが、そうじゃなかったらしい。

（ここは素直に謝る……で、いいのか？）

　普通なら俺が悪いので謝るべきだろう。いつもの俺だったらすぐさま土下座していると思う。だが、雫しずくの好感度を下げるために、これを利用するのも良いかもしれない。

（あえてドン引きさせるような発言をするのも悪くないな）

　なので、俺はこんなことを言ってみるのだった。

「実は俺……ロリコンなんだ。ちっちゃい子が大好きでさ……ほら、三年生に胡桃沢くるみざわ梨り々り花かっていう明らかにロリっぽい先輩がいるだろ？　あの人も大好きだ」

「…………へ？」

　突然の暴露を聞いてぽかんとする雫に、俺はなおも言葉を続ける。

「それでな、昨日は道端で見かけた梨々花先輩を無意識に追いかけていたんだけど、途中でロリコン向けのエッチな本が発売日だったことを思い出して買いに行ったんだよ。そのせいで雫との約束が頭から抜け落ちてみたいだ。ごめんな」

　我ながら自分で口にしていてドン引きした。こんな理由でデートをサボられたらたまらない……きっと雫もドン引き間違いないな！

「……やっぱり、おかしいです」

　俺の発言に雫は小さく呻うめいた。その顔は俯うつむいてしまっているので、どんな表情をしているのかは分からない。きっと呆あきれているのだろう。

「こんなの、先輩じゃない。わたしの知っている先輩は、こんな変なことを言う人間じゃないです。先輩は白馬の王子様みたいに、すごい人なんです」

　それから、失望もしているようだ。

　うーん、雫は普段から俺を買いかぶりすぎる一面があるので、これを機にもうちょっと評価を適性に戻しておくのもありかもしれない。

「いやいや、俺は雫が思っているような立派な人間じゃないぞ？　エッチな本が大好きだし、将来はできれば働きたくないし、ヨウチューバーになって楽に稼ぎたいと思ってるくらいだからな！」

　心からの本音だった。楽して楽しく女の子とイチャイチャできたらそれでいいよね！

「……近衛このえ光こう輝きという人間は、お前の思い描いているような白馬の王子様じゃないよ」

　そんな、俺の適当な言葉がきっかけだったのか。

「──ちがう！　ちがう、ちがう、ちがう……そんなわけない。先輩は、こんなのじゃない。エッチな本なんて読まないし、ニートになりたいって言うような怠惰な人間じゃないし、ヨウチューバーになれれば楽に稼げると思ってるような甘い考えを持ってる人間じゃない！　こんなの、先輩じゃない!!」

　二人きりの屋上に、雫の大きな声が響く。

　その言葉を耳にして、俺は言いようのない恐怖心に襲われた。

（あ、まずい。この様子は……もしかしてっ）

　突然の豹ひよう変へんは、昨日とおとといにも目にしたことがある。

　慌てて止めようとしたが、もう遅かった。

「最初からおかしいと思ってたんです。私の知っている先輩は約束を破るような人間じゃない。私の知っている先輩は女の子のパンツを覗のぞくような人間じゃない。私の知っている先輩は、もっとかっこいいんです。私の大好きな先輩は、もっと素敵な人間なんですっ」

　そして顔を上げた雫しずくの目には……光が、なかった。

（ヤンデレになってるー！　やばい、さすがにやりすぎたっ）

　本来の目的は好感度を少しだけ下げるだけだったのに。

　調子に乗ってやりすぎたらしく、雫がヤンデレを発動させてしまっていた。

「…………♪」

　いつの間にか死神ちゃんもご登場している。まるでホームランを予告するプロ野球選手のように俺に大鎌を向けていた。おちゃめな死神ちゃんだけど笑えないんだよなぁ。

「ご、ごめん。言い過ぎたっ」

　即座に謝ったのだが、ヤンデレた彼女が話を聞いてくれるはずもなく。

「さてはお前、偽物ですね!?」

　そう叫んで俺をきつく睨にらんでいた。

「いやいや本物だぞ!?　俺の顔をよく見てくれ！　別にかっこよくもないけどブサイクでもないよねってよく言われる光こう輝き先輩だろ!?」

「……違います。よく見ると私の光輝先輩はもっとキラキラしてかっこよかったです。髪の毛からは光の粒子が出てるし、顔の近くにはバラの花が浮かんでるはずなんです」

「どこの少女漫画のヒーローだよ！　落ち着け、雫。そんな男はこの世界にいない」

　いったいこいつはどれだけ俺のことを美化していたのだろう。

「私の知っている光輝先輩は常に白馬に乗っているはずですけど、お前は偽物だから乗ってないんですね」

「冷静になるんだ、雫！　いつも白馬に乗ってる人間って怖くない!?」

「素敵です。やっぱり偽物だから先輩のかっこよさが伝わらないのですね」

　ダメだ、恋する乙女に常識は通じない。

「もういいです。偽物なんて要らない。私は本物がほしいです」

「本物が偽物と思えるほどの本物って逆に偽物では？」

「うるさい、偽物！　早く、私の大好きな先輩を探さないといけませんね……」

　ここで不意に死神ちゃんが大鎌を振り上げた。

（何度目だよっ。いい加減見飽きたなぁ）

　ギラリと陽光を反射する銀の刃。それは一切の躊躇ためらいなく俺へと振り下ろされる。

（せめてなんかエッチなことしたい……けどっ）

　このみと彩さい花かに殺された時は何かしらエッチなことをする余裕もあった。

　しかし今回は雫しずくの行動が速く、そんな余裕はなかった。

　サクッ♪と大鎌がぶっ刺さる。視界いっぱいに光が瞬いた。

「はぁ。私の知ってる先輩はどこに行ったのでしょうか……」

　そんな雫の嘆きと一緒に、俺は命を落とす。

　また童貞のまま死んでしまった……なんて日だ！







　だけど今回のヤンデレた原因は俺が大きいと思うのでかなり反省していた。

「おとうさんっ。こっちに来てください……めっ！」

　死後の世界に来て早々、俺はヒカリの前で正座していた。

「ごめんなさい。深く反省してます」

　明らかに調子に乗りすぎた。本来の目的は『ヤンデレを発動させないように好感度を下げる』というものだったが途中から楽しくなってきて過剰なことをしてしまった。

　スカートをめくるまではやりすぎだったかなぁ？　でもパンツ見たかったし、あれは仕方ない！　反省するべきはその後、約束を破ったのに謝らなかったことだ。

　あそこでふざけるのは良くなかった。

　いくら雫が俺を美化しているからって、普通の人間としても不義理な言葉を口にしたのだから、不可解に思ってヤンデレたのも仕方ないと思う。

「もーっ。おとうさんは顔と性格がいいだけでダメダメなんですからっ。私もママもいつも苦労してるんですからね！」

　顔と性格がいいのなら悪いところなくない？

　叱っているようでなかなかに甘い言葉だった。

　それにしても、今回のヒカリはまた前回と違っている。

　喋しやべり方が敬語で、一人称が『私』となれば、母親はあの子で間違いないだろう。

「今のヒカリは雫が母親なんだな」

「はい、そうですよっ。おかあさんはちょっと思い込みが激しいけど、おとうさんのこと大好きなんですからねっ。あんなこと言ったらダメっ！」

「……そのことに関しては反論の余地もありません。すいませんでした」

　娘が相手なのに敬語で謝る俺。雫が母親のヒカリは、相手が父親であろうと悪いことをしたら叱れるようなしっかりした子に育つらしい。

　きっと未来でも俺はたくさん叱られてるんだろうなぁ……でも、叱ってくれているということは、それだけ相手を思っているということだ。それを理解できないほど鈍感ではないので、ヒカリのお説教を受けているとなんだか幸せな気分になる。

「くははっ。お、おなか痛い……なんじゃ、あの滑稽な言い訳は！　エロ本を買いに行って約束を忘れた？　それを好かれている小娘に普通言うかのう？　相変わらず小僧は阿あ呆ほうだな!!　妾わらわを楽しませてくれるっ」

　でもイザナミの笑い声はちょっとむかついた。好き勝手に言いやがって……よし、そんなにおなかが痛いのならマッサージをしてやろう。

「ヒカリ、ごめん。この女神様に腹が立ったから、ちょっとだけお説教を中断してくれ」

「分かりましたっ。私もなんかむかついちゃったので、手伝いますっ」

　我が娘もイザナミの言動にプンプンと怒っていた。

　もとはと言えばこいつのせいなのだから当然だろう。

「うぇ？　あ、今の発言は嘘うそじゃ。お茶ちや目めな妾を許してちょんまげ☆　……って、やめて！　本当にやめて！　一番敏感なところだから、やめてぇえええ！」

　慌てて取り繕ってるが、もう遅い。

　俺とヒカリはイザナミを組み伏せ、おなかとわきを思いっきりくすぐってやった。

　おなかぷにぷにだなぁ。ほどよい肉付きもエッチである。おへそのくぼみもなんだか蠱こ惑わく的てきだった。相変わらず肉体は素晴らしい。堪能するようにこしょこしょしてやった。

「ギャハハハハハ！　ゲホッ、ゴホッ……い、いきができにゃぃ……ギャハハハハハ!?　あひっ、ひぎぃ……ぬぁああああああ！」

　しまいには絶叫しているみたいな笑い声が漏れ出してくる。

　息もうまくできなくなってるみたいで咳せき込こんでいた。ふぅ、これで少しは気がすんだ。

　そろそろイザナミも限界らしいので、くすぐりはやめてあげることに。

「こひゅー、こひゅー」

　イザナミは変な呼吸音を発しながらぴくぴくと痙けい攣れんしていた。

　しばらく何も言えないと思うので放っておこう。

　今考えるべきなのは、雫しずくのヤンデレを解除する方法だ。

「ヒカリ、お前から見た雫ってどんな『おかあさん』だったか教えてくれるか？」

　前回と同様に、娘であるヒカリからヒントをもらおうと試みる。

　このみと彩さい花かはヒカリの話を聞いたおかげでヤンデレを回避できたのだ。

　今回も有用な情報が得られると、そう期待したのだが。

「おかあさんはですね……うーん、お姫様？　ちょっとメルヘンチックなところもありますけど、基本的にはとっても優しいですよっ」

　メルヘンチックで優しい、か。

　これだけだと情報としては物足りないような気がした。

「ほ、他に何かないか？　スキンシップが好きだったり、ドＭだったりしないか？」

「『どえむ』ってなんですか？　よく分かりませんけど、おかあさんはおとうさんのとなりにいるだけで幸せって言ってました」

　そっか。雫しずくが母親なので、今のヒカリは性的な知識は疎いのかもしれない。

　ドＭっていう性癖もよく分かってないようだ。

　これでは具体的に何をすればヤンデレを解除できるのか、よく分からないな。

「そっか……ありがとう。助かるよ」

　とりあえず色々と教えてくれたヒカリにはお礼を言っておいた。

　頭を優しく撫なでてあげると、ヒカリは幸せそうに破顔する。

「はいっ。おとうさん、たいへんだとは思いますけど……ヒカリは応援してますっ」

　さっきまではずっと怒った顔をしていたが、途端に表情を緩めたヒカリは俺に勢いよく抱きついてきた。

「うん。おとうさん、しっかり頑張るぞ」

　彼女を抱きしめ返して、元気を分けてもらう。

　ただそれだけで、死んだ恐怖を忘れられるから娘ってすごいと思いました！

　将来、現実世界でもしっかり抱っこしてやるからな。

「じゃあ、生き返っておかあさんに謝ってくるよ」

　そう言ってから、未いまだに倒れてぴくぴくしているイザナミに蘇そ生せいを頼んだ。

「はひぃ。わ、わかったぁ。わらわにほにゃふにゃはにゃぁ」

　まだ回復していないらしい。何を言ってるかよく分からなかったけど、弱々しい柏かしわ手でと同時に視界が暗転したので蘇生に問題はなさそうだ。

「おとうさんっ。もうこっちに来たらダメですからねっ」

「もちろん！　もう死なない！」

　最後にヒカリとそんな約束を交わして、俺は再び現世に戻った──







「先輩……昨日、放課後にデートしようって約束したじゃないですか！」

　生き返ったタイミングは、運のいいことに言い訳をする前のことだった。

（前の二回と比べて大分猶予がある……これなら挽ばん回かいできるっ）

　今度はふざけずに誠心誠意謝ろう。そうすればきっと、雫なら許してくれるはず。

　そう思って、俺はすかさず土下座するのだった。

「ごめんなさい！　実は俺、彩さい花かに誘拐されてデートどころじゃありませんでしたっ。問答無用であいつの家まで運ばれちゃってさ、しまいには縄で縛られたりしたし……それで、デートのことを考える余裕がなかったんだ。本当にごめん！」

　それから、さっきスカートをめくったことなどもしっかり謝ることに。

「あと、いたずらしてごめんなさい。どうしてもパンツが見たかったんです……ちょっとだけムラムラしてたんですっ。本当にごめんなさい」

　額を地面につけて謝意を表現する。我ながら清すが々すがしいまでの土下座だった。

　きっとこんな土下座をされてしまっては、ヤンデレになった雫しずくも許さないわけにはいかなくなるだろう。

「許しません」

「ありがとう！　許してくれるなんて思ってなかった……って、許さないの!?」

　驚いた。まさか断られるなんて思わなくてずっこけた。

　あそこまでの土下座を目にしておきながら、雫はまったく表情を変えていないのだ。

　ヤンデレは既に発動してる……っ！　死神ちゃんも大鎌を構えて待機していた。

「な、なんで!?」

「なんでって……女の子を言い訳に使う先輩が見苦しくて仕方ありません。やっぱり違う……こんなの、先輩じゃない！　さてはお前、偽物ですね!?」

　ヤンデレ回避──失敗！　またしても雫の瞳から光が消えていた。

「言い訳じゃないんだ……本当のことなんだ、信じてくれっ」

「信じません。信じたくありません……そんな幼稚な言い訳をするくらいに、私とのデートがイヤだったんですか？　おかしいです……私の知ってる先輩なら、白いタキシードを着て、バラの花束と一緒に私を迎えに来てくれたはずなのに！」

「そんなことしないよ!?　そもそも白いタキシードとか持ってないからな！」

「先輩なら持ってます。持ってるはずなんです……だからお前は、偽物なんです。『パンツが見たくて仕方なかった』なんて、私の知ってる先輩が言うわけないじゃないですか！　そんなセクハラ、普通の人だって言いませんよっ」

「…………っ！」

　ぐうの音も出ないほどの正論だった。確かにおっしゃる通りです。

「ごめんなさい！」

　とりあえずもう一回土下座したが、それは無意味だった。

「偽物はいなくならなければいけないですよね……本物を、探さないといけませんよね」

　ぶつぶつと何やら呟つぶやきながら、雫は土下座する俺の後頭部をゴリっと踏みつける。

　それでも上履きをきちんと脱いでるところが雫らしい。

「し、雫さん？　こういうプレイは嫌いじゃないんだけど、ちょっと今は違うかなぁって思うんです。とりあえずどいてくれませんか？　体が動きません」

　頭が押さえられているので起き上がることができなかった。この状態はまずい……雫がどんな顔をしているのか、どんなことをしようとしているのか、分からない！

　なんだかイヤな予感がした。今すぐにでも大鎌で刺されるような殺意を感じたのだ。

「どきません。だって、偽物をなくすにはちょうどいい体勢じゃないですか」

　その言葉に返答する間はなかった。

「ぐぇ」

　サクッ♪と何かが突き刺さって変な声が漏れる。

　それが何かは見えない。でも、きっと大鎌だということは容易に理解できる。

（ま、まさか同じ相手に二回も殺されるなんてっ）

　今までとは違うパターンに困惑していたが、もう体に力が入らないので何もできない。

「はぁ。私の知ってる先輩はどこに行ったのでしょうか……」

　彼女の嘆きを最後に聞きながら、俺の意識はそのまま闇に溶けていくのだった。







「おとうさんのばかー！　もう戻ってこないって約束したのにっ」

　死後の世界にて。真っ白な空間で、俺はまたしてもヒカリに説教されていた。

「お恥ずかしい限りで……」

　ついさっきかっこつけて『もう死なない』って言ったのに、数分も生き延びることができなかったという。

「げほっ、ごほっ……や、やめてくれぇ……妾わらわをこれ以上笑わせないでぇ」

　くすぐったダメージが回復する間もなかったらしい。イザナミは地面に寝っ転がったまま爆笑している。

「小僧が阿あ呆ほうすぎて笑いが止まらんぞ、どうしてくれる!?」

「知るか！　俺だって死にたくなかったのにっ」

　雫しずくなら謝れば許してくれる、なんて……甘い考えを持っていた。このみと彩さい花かの時は一度しか死ななかったし、これ以上は殺されないだろうと舐なめていた。

　以前から雫は夢見がちな女の子だなと感じていたけど、ヤンデレたら想像を絶するお花畑メルヘン少女になっていてどうしようもないなぁ。

「ヒカリ、おとうさんどうすればいいと思う？」

「……うぅ。ばかっ。おとうさんは、もう痛い思いしたらダメですっ」

　愛する娘は俺が死んでしまって悲しんでもいるようだ。イヤイヤと首を振っている。

　この子のためにも死にたくない。でも、雫のヤンデレを回避する手段が思いつかない。

（まぁ、ここでゆっくり考えればいいか。何か思いつくまでヒカリとイチャイチャしとけばいいし）

　死後の世界にいれば時間は無限だ。

　気が向いたらイザナミに蘇そ生せいしてもらって、その時にまた頑張ればいい。

　まずはゆっくりと対策を考えようと、そう思っていたのに。

「そういえば妾って柏かしわ手で打つの上う手まくない？　ほれ、いい音がっ」

　余計なタイミングでイザナミが柏かしわ手でを打ちやがった。

　結果、俺の視界が暗転する。

「あ、ミスった」

「おい、待て！　イザナミぃいいいいいいいい!!」

「おとうさぁああああああああん!?」

　予期せぬタイミングで俺は蘇そ生せいさせられてしまう。

　雫しずくのヤンデレを回避する手段もないままに、俺は現世に舞い戻ったのである。







「先輩……昨日、放課後にデートしようって約束したじゃないですか！」

　目を開けると、目の前にはすでにヤンデレになりかけていた雫がいた。

　この状態では謝ろうがふざけようが結局殺されるエンドが見えている。

（どうしようどうしようどうしようどうしよう！）

　あのクソ女神のせいで今回の蘇生はノープラン。

　雫のヤンデレ対策の手段が一切なく、おかげで俺は混乱していた。

「あ、えっと、その……」

　言葉がつっかえる。何を言っていいか分からずにいると、雫の目から徐々に光が失われていって、死神ちゃんも姿を現した。な、何も言わなくてもヤンデレるのかよ！

「何も言わないってことは、それだけ私の価値が先輩の中で低いってことですよね？　そんなの違う……私の知っている先輩は、私のことを『お姫様』って呼んでくれるくらい可愛かわいがってくれてたのに！」

「そんな呼び方したことないよ!?」

「うるさい！　偽物め……偽物は、いなくなっちゃえばいいんです！」

　そして死神ちゃんが大鎌を振り上げた。また同じことの繰り返しである。

（もうこうなったら……逃げるしかない！）

　どうしようもないのだから撤退もやむなし。即座に雫から背を向けて走り出した。

「うわぁあああああああああああん!!」

　ダッシュ。人間は生命の危機に陥った時、自分の限界を超える。

　この時の俺は陸上部だろうと追いつけないくらいの速度で屋上を駆けていた。

　華きや奢しやな女の子である雫には到底追いつけない速さだったのに。

「待ってください、先輩……話は、終わってませんよ？」

　シュン！と。瞬間移動したような効果音の後、雫は屋上の扉付近に現れた。

「ぎゃぁあああああああああああ!?」

　絶叫した。え、何その速度？　雫ってこんなに足速かったの!?

　びっくりして思わず足を止めてしまい、その隙を突かれて俺は捕まってしまった。

　遅れて、死神ちゃんは慌てたようにとてとて近寄ってくる。

「逃げないでください。どうして逃げるんですか？　逃げるってことは、つまり私に後ろめたいことがあるってことですよね？　やっぱりお前は偽物です……私の知っている先輩は、私に後ろめたいことなんてないはずなのに」

　雫しずくは俺を逃がさないように腕あたりを強く握っていた。

　なんとか振りほどこうとしたが力が強すぎてピクリとも動かなかった。

「雫ちゃん、足速すぎない!?　力もこんなに強かったっけ!?」

「恋する乙女に不可能なんてありませんから」

　恋する乙女すごい！　ああ、これは逃げられませんね……！

「やめてっ。殺さないでっ」

　最後の悪あがきで命乞いするも、やはり俺の言葉が聞き入れられることはなく。

「…………♪」

　ニッコリと笑った死神ちゃんに、サクッ♪と大鎌で刺された。

「はぁ。私の知ってる先輩はどこに行ったのでしょうか……」

　そして俺はまたしても死んだ。







　死後の世界でまず見えたのは、土下座しているイザナミの姿だった。

「すまんぼう」

「ふざけてんのか!?」

「ふんっ。どうせ妾わらわのせいです～。土下座なんていくらでもしてやるわ！　くすぐりたければくすぐるがいい！　どうせ妾が悪いのであろう!?」

「逆ギレしたら許されると思うなよ！　ヒカリ、足の裏をくすぐるぞ!!」

「ふぇぇえ……女神様のばかー！」

　ヒカリも俺が死んだので怒っているみたいだ。一緒に女神様にお仕置きしてくれた。

「ギャハハハハハ！　わ、妾は何度だって笑ってやるからな!!　どんなにくすぐられたって、妾はそなたで遊んでやるからな!!」

　身をよじるほどに爆笑しながらも、開き直ったイザナミの意思は固かった。

　やれやれ、困った神様に目をつけられたものである。

　まぁ、美人でオッパイが大きいから許すけど。

「ふぅ……これくらいでいいか」

　気がすむまでお仕置きした後、俺は気を取り直して拳を握った。

「くそっ。いいように殺されるのは面白くないな……どうせ殺されるなら、エッチなことさせろよ！　せめてオッパイくらい触らせろよ!!」

「おとうさん!?　あ、あの、そういうのは、私の前で言わないでくれると嬉うれしいなって……思います」

「ヒカリ、ごめん。おとうさんはまだ若いから、ムラムラしてるんだ」

　なんというか、俺は怒っていた。三回も理不尽に殺されたせいではない。殺されたというのに、死ぬ寸前にエッチなことをさせてくれなかった雫しずくにむかついていた。

「こうなったらヤケだ！　ヒカリ、今からお前を雫のおなかの中に作ってくる！」

「え？　あ、え？　えー!?」

「童貞のまま何度も殺しやがって……雫に責任取らせてやる!!」

　俺の中で怒りの炎が燃え上がっている。せめてオッパイくらい触れたら頑張れるのに今回は一切触れていない。せいぜいスカートをめくったくらいだがあれでは足りなかった。

　そういうわけで、俺は決意する。

「ちょっとエロいことしてくる！　イザナミ、蘇そ生せいしてくれっ」

　地面でピクピクしてるイザナミをつつくと、彼女はビクンと飛び跳ねた。

「あひぃ。つ、つつくな、分かったからっ。ほれ、蘇生！」

　イザナミが柏かしわ手でを打つと、乾いた音と同時に俺の視界が暗転する。

「待ってろよ、オッパイ!!」

　そんな頭の悪いことを叫びながら、俺は現世に生き返った。







「先輩……昨日、放課後にデートしようって約束したじゃないですか！」

　目を開けると、やっぱり目の前にはヤンデレになる寸前の雫がいた。

　ここでふざけようが謝ろうが黙っていようがどうせ雫はヤンデレになる。

　今回の蘇生は正直に言ってダメ元だ。どうせ殺されるのなら、一度くらいは……俺の自由にしてみたい。俺の欲望を解放したい！

　だからこそ今回は、雫に思いっきり抱きついた。

「雫、好きだぁああああああああ!!」

　口上もクソもない。理性を解放し、本能のままに叫んだ。

「…………え？」

　突拍子もない告白に雫は動揺しているのか、動きを止める。

　その隙を突いて、更に俺は言葉を続けた。

「ごめん、こんな状況だけど雫を見ていたら愛が止まらなくなった！　雫の全部を俺にくれないか？」

「ぜ、全部って……!?　あの、そういうのは、まだ早いというか……だ、ダメですっ」

　弱々しく拒絶しようとしているが、本気でイヤではないのだろう。

　その証拠に雫しずくの抵抗もささやかなもので、俺は内心でほくそ笑んでいた。

（あれ？　これ、もしかして最後までいけるんじゃね？）

　思いのほかに好感触だった。よーし、この勢いで最後までいっくぞー！

「言っておくけど、俺は悪くないからな？　雫が可愛かわいくてエッチだから悪いんだぞ？」

「えぇ!?　わ、私が悪いんですかっ」

「そんな可愛い顔しやがって！　ほら、まずは服を脱ごうか。俺をこんな気分にした責任を取ってくれ……」

　抱きしめながら、雫が来ている制服のボタンに手をかける。

「でも、でも……でも、先輩っ」

　雫は何か言いたそうにしているけどそれは無視した。ボタンを一つずつゆっくりと外していき、まずは上着をはだけさせる。

「可愛いブラジャーだな」

「っ!?　み、見ないでください……恥ずかしいです」

　顔をのぞかせた白いブラジャーに俺は目を見開いた。

　パンツと同じ色なのか……サイズは小ぶりでも、やっぱりオッパイに貴き賤せんなし。

「ふーん、エッチじゃん」

「あ、あの、こういうのは、私たちには少し早いというか……」

「何をしてるんだ？　次はスカートだろ？　やれやれ、この年にもなって自分で脱げないのか……俺が脱がしてやるよ、おら！」

　問答無用。理性を解放した俺にためらいはなかった。

　上着の次はスカートに手をかけて、思いっきりずり下ろしてやる。

「ひゃぁ!?」

　雫はびっくりして変な声を上げていた。

　しかし抵抗はほとんどなく、半裸状態になっても俺の思うがままである。

「さっきも見たけどエッチなおパンツだな。こんなのを見せられて、普通の男子高校生が我慢できると思ってたのか？」

「見せつけたわけじゃ、ないです……先輩が勝手に見たんですっ」

「雫。好きだ」

「ぁぅ……ひ、卑ひ怯きようですっ。こんなの、ダメなのに……ダメなのにっ。好きとか言われちゃったら、抵抗できないじゃないですかっ」

　うるうると潤んだ瞳が俺をまっすぐに見ていた。恥ずかしそうに、それでいて嬉うれしそうに俺を抱きしめる雫を見ていると、心臓がドキドキと鼓動を速める。

（本当に可愛い……こんな子に好かれている俺は、幸せ者だ）

　心からそう思った。同時に、この子と一生を添い遂げてもいいと覚悟を決めた。

「雫しずく、一生大切にしてやるからな。とりあえず、うっほほーい！」

　そして俺は雫のオッパイに手を伸ばす。手のひらに収まるサイズのオッパイは、ふにゅん♪と俺に幸せのリズムを伝えてくれた。

　ヒカリ、待っててくれ。今からお前を作ってやるからな!!

「んっ……ゃ、めっ」

　そして俺たちは、愛を育む──




「だめぇえええええええええええ!!」




　愛を──育もうとした。でも、結果から言うと俺は失敗した。

「やっぱりこんなのおかしいですっ。まだ私たちには早いに決まってるじゃないですか！　まずは手をつなぐことから始めるんですっ。次に先輩が私に壁ドンしながら顎をクイってしてキスをします。それからようやくベッドでイチャイチャして、お互いに十八歳になってから……あ、愛し合うんです！　それが健全なお付き合いです！　が、学校の屋上で、しかも昼間から……キスもせずにこういうのは、やっぱりおかしいですから！」

　強引に俺を突き飛ばし、涙目で俺を睨にらみながら彼女は叫ぶ。

「違う！　私の知っている先輩は、こんなに強引な人じゃないですっ……ちょ、ちょっとだけドキドキしましたけど、私の知っている先輩はもっと優しい王子様なんです！　もっとロマンチックに告白してくれるはずなんです！　だから、お前は偽物です！」

　なるほど……惜しかったけど、今回もダメだったようだ。

「…………！」

　いつの間にか雫はヤンデレになっている。

　隣には死神ちゃんもご登場しており、ゆっくりと大鎌を振り上げていた。

　しかし俺に恐怖はなかった。

「ありがとう。いいオッパイだったぞ」

　今回はオッパイを触れた。パンツも見れた。ブラジャーも見れた。

　もう十分なので死んでもいいや！

「え、エッチ！　偽物の変態！」

　言葉の直後、死神ちゃんが大鎌を俺に向けて振り下ろすのだった。

「はぁ。私の知ってる先輩はどこに行ったのでしょうか……」

　サクッ♪







　一日で四回も死んだ。しかも同じ相手に殺された。

　奏かなで雫しずく。いつもは人懐っこくて、俺のちょっと後ろをちょこまかとついてくるような可愛かわいい女の子だったというのに、ヤンデレになると少し厄介なタイプになるみたいだ。

　俺がちょっとでも雫の理想と違ったら、近衛このえ光こう輝きの偽物だと認識するらしい。

　困ったものである。俺は雫の思うような完璧な人間なんかじゃないんだけどな……とはいえ、四回も殺されたおかげで、雫攻略のためのヒントはたくさんもらえた。

　俺の中で作戦もある。次に生き返ったら、もしかしたらその時には雫を攻略できるかもしれないけど……でも、その前にやることがあるようだ。

「おとうさん……もう、こんなのダメです。おとうさんが痛い思いするのは、イヤです。私は……こんなの、見たくないですっ」

　泣きながら俺にしがみついているヒカリを、まずは元気づけてあげたかった。

　俺が何度も死んだことをこの子は悲しんでくれている。

　俺以上に、痛みを受けている。優しいヒカリには俺の死が耐え切れないようだ。

「おとうさんがこんなに苦しむくらいなら……私はもう、生まれてこなくてもいいっ」

　俺のことを思っての言葉なのは分かる。

　でも、今の発言だけは、ヒカリには悪いけど否定させてもらった。

「そんなに寂しいこと言うなよ。俺はお前と現実世界で出会うまで絶対に死なない」

　未熟な父親で申し訳ないけど、俺はいつかこの子と出会いたい。

　もっとちっちゃい頃のヒカリも見たいし、もっと大きくなったヒカリを見守りたい。

　それだけは、何度死んでもあきらめきれない俺の願いだった。

「いつか、絶対に……お前をじいちゃんとばあちゃんに見せてあげたい。ヒカリにとってはひいおじいちゃんとひいおばあちゃんになるな。あの二人はさ、俺がちゃんと大人になるか心配してるみたいなんだよ……だから、家庭を持って、娘を生んで、立派な大人になったんだよって、安心してもらいたいんだ」

　田舎に住む祖父母はいつも俺の味方でいてくれた。

　早々にいなくなってしまった両親の代わりに、俺を支えてくれた。

　じいちゃんとばあちゃんのためにも……それから、俺自身の幸せのためにも。

　ヒカリが生まれてこなければいいなんて、そんなの絶対にありえない。

「だから、そんなに寂しいこと言わないでくれ。生まれてこなくていい、なんて……絶対に言ったらダメだからな？　めっ、だぞ」

　軽くほっぺたをつついてお仕置きをすると、ヒカリはきょとんとして俺を見つめた。

「……おとうさんにお説教されたの、初めてです」

「そうなのか？」

「はい。いつもは、悪いことしちゃったらおかあさんが私を叱って、おとうさんはずっと甘やかしてくれました。私のこと、可愛かわいいって……ずっと、優しくしてくれました」

　未来の俺は想像以上に甘々な親になるようだ。だからこそ、今回叱られたことで、ヒカリは自分の発言の重みに気付いてくれたらしい。

「ごめんなさい。私、嘘うそつきました。本当は、生まれたい……ひいおじいちゃんとひいおばあちゃんにも、会いたいです……」

　まだ涙は止まらない。でも、ヒカリは笑ってくれた。

「私……おとうさんとおかあさんの娘に、なりたいですっ。二人が、大好きですから」

　親としてこれ以上に嬉うれしい言葉があるだろうか。その一言だけで何度死んでもいいと思えてしまうのだから、子供という存在は素晴らしいと思いました！

「俺もヒカリのことが大好きだぞ。だから、心配するな……俺に全部任せてくれ」

「うん……っ」

　それからヒカリは、俺の胸に顔を埋うずめて動かなくなってしまう。泣いているようなのだが、悲しいわけではないと思うので、少しの間そっとしておくことにした。

　安心させるために頭を優しく撫なでてあげていると、ここであいつが声をかけてきた。

「とかなんとか言って、どうせそなたは小娘の胸が揉もみたいだけであろう？」

　ちょっとしんみりした空気がイザナミのせいでぶち壊れる。

　まぁ、こういう空気は俺も得意じゃないので、便乗しておくか。

「もちろん！　俺はまだ童貞だからな、女の子とエロいことするまでは絶対に死なない……ってか、珍しく空気読んでたのか？」

「ふんっ。妾わらわは女神であって鬼ではない。親と子の語らいを邪魔するわけなかろう？　親子の情は素晴らしい。見応えがある……まぁ、そなたの滑稽な人生には劣るがのう」

「うるさい。誰のせいでこうなってると思ってんだよ」

　舌を鳴らすと、イザナミは愉快そうにニヤニヤしながら言葉を続ける。

「終わりたいのなら、いつでも終わりにして良いのだぞ？　妾としては残念だが、そなたの心が折れたのなら、その時は素直にそう言うが良い」

「俺にその気がないって分かってるくせに、よくもそんなことが言えるよな」

「くっふっふ。そうか、その気がないのであれば、仕方がない。妾も存分に楽しませてもらうとするかのう」

　しかし、今の発言は嘘ではなかったようで。

「ともあれ、もとはと言えば妾が元凶なのは自覚しておる。終わりたい時は全てを都合良く終わらせてやろう。小僧とその娘の魂は安らかに眠らせるし、現世の小娘どもは幸福な人生を歩むことを約束しよう。その際に小僧関連の記憶も調整してやっても良い」

　具体的な救済措置をイザナミは口にした。なんともまぁ、万能なことで。

「お前、実は自分のことを無能と偽ってるだろ？　記憶も操作できる？　人生も調整できる？　だったらなんで、蘇そ生せいする時間を細かく調整できない？　人間の好感度を細かく調整できない？　なんか矛盾してる気がするんだけどな」

「さて、のう？　妾わらわは不器用なので、できることしかできん。そして妾は楽しいことしかやらぬ。つまりはそういうことであろうな」

　飄ひよう々ひようと肩をすくめる女神様に俺は脱力した。何を言っても無駄そうだ。

「ま、別にいいよ。イザナミの思い通りには動いてやらない……お前がつまらないくらい幸福でありふれた人生を俺は歩んでやる。その時までせいぜい笑っていればいいさ」

「うむ！　その時までは、そなたで存分に遊んでやろう」

　上等だ。いつかこいつがため息をつくほどの退屈な幸福を手に入れてやる。

　そう決意してから、俺は覚悟を決めた。

「じゃあ、そろそろ生き返らせてくれ」

「……おとうさん、大丈夫ですか？」

　俺の言葉に、ギュッと抱きついていたヒカリが顔を上げる。

　もう涙は止まっていたが、泣きすぎたのか目が真っ赤だった。

　なおも不安そうにしているヒカリに、俺は大きく頷うなずいてあげる。

「もちろん！　安心しろ、おとうさんには作戦があるんだ……きっとヒカリのおかあさんも助けてあげられるから、大丈夫だよ。おとうさんを信じてくれ」

　嘘うそじゃなかった。四回も殺されたおかげで、雫しずくの意図や考えが分かったのである。

　もう次こそは死なない。これは虚勢ではなく、冷静な分析の先にある予測だ。

「はい……分かりましたっ。おとうさんのこと、信じます！」

　不安もあるだろうけど、ヒカリは俺の言葉を素直に受け入れてくれた。

　この子のためにも、しっかりしないとなぁ。

「もう良いか？　ほれ、蘇そ生せい」

　イザナミが軽く柏かしわ手でを打つ。それと同時に、俺の視界が真っ暗になった。

「おとうさん……未来の私を、よろしくお願いしますっ。いっぱい可愛かわいがってください！」

　そんな愛らしい言葉に勇気をもらって、俺は現世に生き返る──







「先輩……昨日、放課後にデートしようって約束したじゃないですか！」

　意識が戻ると、やっぱり前と同じタイミングだった。まだ俺が言い訳をする前の状況で、ここからふざけても謝っても黙っていても告白しても結局は雫がヤンデレてしまう。

　どうも雫にはありのままの俺が偽物に見えるらしい。

　雫いわく、俺は『白馬の王子様』であるとのこと。

　雫いわく、俺は『ロマンチックに告白する』とのこと。

　雫しずくいわく、俺は『エッチなことを絶対にしない』とのこと。

　はっきり言って、雫の想像する俺は『俺』じゃない。

　俺が『俺』のままこんな状態の彼女と接したところで、本物だと思ってはもらえない。

　だったら、俺は『俺』じゃなくなればいい。そうすれば雫はヤンデレにならない。

　つまり何がしたいのかと言うと……簡単に言えば、俺は雫が思い描く人間になろうと思っていた。

（恥ずかしいけど……ヒカリとも約束しちゃったし、やるしかない！）

　意を決して、俺は──彼女の思い描く『王子様』になった。

「雫。ああ、俺のお姫様……」

　言葉と同時、ドン！と足を踏み鳴らして、雫の両肩真上に手を伸ばす。

　俺の手のひらは雫の顔の横でぴたりと止まった。

　これは『エア壁ドン』。

　壁ドンしたかったのだが近くに壁がないので仕方なく足で音を鳴らすという技だ。

　うん、恥ずかしくて死にそうだった。

（エア壁ドンってなんだよ……っていうか、お姫様とかキザったらしくて鳥肌立つんですけど!?　こ、こんなのが好きな女の子とかいるのか!?）

　思わず恥辱に叫びそうになっていた、その時。

「ドキン！　い、いきなり壁ドンなんて……びっくりします」

　雫がエア壁ドンに頬ほおを赤く染めた。あ、これは喜んでますね。

（こんなのでいいんだ!?）

　俺としては死にたくなるから王子様なんて演じたくないのだが、雫のヤンデレを解くためだ……頑張れ、俺！

「ごめんな、姫よ……君が可愛かわいくて、思わず壁ドンしたくなったんだ。許してくれ」

　甘ったるい言葉を吐きながら、雫の顎をクイっと持ち上げる。これも彼女が望んでいたことだ。

「はいっ。許します！　えへへ、お姫様だなんて……照れちゃいますっ」

　俺の言葉に雫は頬を緩める。ヤンデレる気配はない。

　つまり、今の俺は彼女にとって理想の俺になっているようだ。

　この調子でさっさと終わりにしないと……！

「雫は俺のお姫様だ。君はまるで夜空に浮かぶ月……真っ暗な道を歩む俺にとって、唯一の道しるべ。そんな君と出会えて本当に幸せだよ。君の瞳に乾杯」

「か、乾杯っ」

　今度はエア乾杯を交わす俺と雫。俺たちは何やってるんだろう？　心の中にいる冷静な自分がツッコミを入れるが、それは無視してとにかく俺は王子様を続けた。

「姫、昨日はごめんな……君との約束を守ることができなかった。ああ、心が痛い……この痛みに死んでしまいそうだ。まるで千本の刃に突き刺されているみたいだ」

　まぁ、実際に大鎌に突き刺されて死んでるんですけどね。

　俺のキザな謝罪は、普通の人が聞いたらふざけていると思われてもおかしくない。

　しかし雫しずくは、前よりも優しい表情で俺の言葉を聞き入れてくれた。

「先輩……そ、そうですよっ。昨日、どうして約束を破ったのですか？」

　でも、理由次第でこの子はまたヤンデレる。

　だからこそ、口にした回答は──こんなものだった。

「……実は、君のプレゼントを探し回っていたんだ。せっかくのデートだからね、記念になるような物を送ろうと思った……でも、君は美しすぎた。姫の美しさを前にしてはダイヤモンドも陰る。地球上のどんな装飾品も君に劣る。だけど妥協はしたくなかったんだ！　一生懸命、君に似合うプレゼントを探したんだけどね……結局見つけることができずに、いつの間にか日が暮れていたんだ。こんな俺の不ふ甲が斐いなさを、許してくれ」

　ああ、死にたい。でも、俺ができる精一杯の王子様らしい言葉だ。これ以上にキザな言葉を俺は持ち合わせていない……雫、どうかこれで溜りゆう飲いんを下げてくれ！

　せめて、ヤンデレない程度には許してくれますようにと、願ったのだが。

「はい、許します！　それなら仕方ないですね！　もう、先輩ったら♪」

　めっちゃ許してくれた。想像以上に効果てきめんだった。

　ま、マジで？　こんなので良かったの!?　いや、それはそれでいいんだけど。

「そんなに私って綺き麗れいなんですか？」

「も、もちろん。君以上に綺麗な存在を俺は知らない」

「キャー♪　嬉うれしいですっ。そっか、プレゼントを探してたんですか……その気持ちだけでも幸せな気持ちになりました！　ありがとうございます」

　……今の状態でも十分落ち着いたように見えるけど、念には念を入れておくか。

「優しい姫様で俺も嬉しいよ……プレゼントは見つけられなかったけれど、代わりにこれで我慢してくれ」

　そう言って、俺は雫のほっぺたにキスをした。

　イヤがられないかとドキドキしたけど、やっぱり雫は喜んでくれた。

「うへへ……き、キスされちゃった♪」

　うっとりとした目で俺を見つめる雫は、まさしく恋する乙女だった。

　瞳の光が失われる気配はない……死神ちゃんも出てこないので、もう大丈夫だな。

「プレゼント、嬉しいですっ。でも、デートはしたいので……今週末、埋め合わせしてくれますか？　もちろん、してくれますよねっ」

「……ああ、もちろん。君と一緒に時間を過ごせてとても幸せだよ」

「楽しみです！」

　俺のキザったい謝罪やキスによって、その他の細かいことは忘れてしまったのだろうか。デートの約束をすると、それ以上の言及はなかった。

「先輩は、やっぱり私の王子様ですね……素敵ですっ。やっと、本性を出してくれましたね？　えへへ、これからは二人きりの時、どうぞ素直になってくださいっ」

　この子はずっと俺がこんな感じだと思っていたらしい。参ったなぁ……今後、二人きりの時はまた恥ずかしいことを言わないといけないみたいだ。

「あ、ああ。うん、そうだな。君の瞳に乾杯」

「乾杯！」

　再びエア乾杯を交わして俺たちはニコニコと笑い合う。

　四回も殺された雫しずくルートもこれで一応の決着がついた。

　でも、これで『好感度を下げよう』大作戦は失敗に終わったなぁ……このみも、彩さい花かも、雫もまったく俺を嫌いにならなかった。

　それはそれで嬉うれしいんだけど、ヤンデレになる可能性は未いまだに高いままなので、なんだか複雑だった──
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　まだ最初に生き返ってから三日しか経過していない。

　でも、その間に俺は六回も死んでいた。いくらなんでもハイペースすぎじゃない？

「ふぅ……」

　学校からの帰り道。自分の数奇な人生を振り返りながら歩みを進める。

　昼間は雫のヤンデレを回避するために大変だった。死ぬのはやっぱりきつい。

　オッパイを触っていなければ、今頃は精神が崩壊していたかもしれないなぁ。

　童貞である限り死ねないと思っている俺だからこそ、何度も死を乗り越えられるのだろう。あー、童貞で良かった！

　そんなことを考えながら歩いていると、あっという間に自宅に到着した。

「ただいま」

　扉を開けて中に入る。カギはかかっていなかったのでこのみがいると思っていたのだが、彼女の靴はまだ玄関になかった。

　そういえば、今日は居残りして行事の作業をやるとかなんとか言っていた気がする。

　だとしたら彩さい花か？　いや、彼女ではないな。玄関に見慣れた靴が並んでいるのを見つけて、俺はようやく誰がいるのかを理解した。

「このみちゃん!?　おかえりなさいっ……あ、なんだ。光こう輝きか」

　パタパタとスリッパを鳴らして駆け寄ってきたのは、幼おさな馴な染じみの夜よ桜ざくら瑠る璃り。

　彼女にはよくごはんを作ってもらうので、家の合カギを渡していたのだ。

「俺で悪かったな。このみは作業で居残りって言ってた。オッパイ触っていい？」

「セクハラしないで。光輝はどっか行って」

「ここは俺の家なんですけど」

　相変わらず冷たかった。まぁ、遠慮のない間柄なので、別に気にならないのだが。

　瑠璃についていくようにリビングに行くと、テーブルにお菓子が並んでいた。

　どうやら瑠璃のおやつタイムだったらしい。

「太るぞ？　もうちょっとムッチリしててもエッチだからいいんだけど」

「光輝はモテないから知らないんだ。女の子は綿菓子でできてるから体重がないの」

　マジか。女の子すげぇ。

「あーあ。このみちゃんのためにたくさん買ったのに……仕方ない、光輝も食べていいよ。この量はどうせ二人でも食べきれなかったし」

「そうか？　じゃあ、遠慮なく」

　リビングにて、ソファに並んで座りながら一緒にお菓子を食べる。

　テレビには芸人がしゃべりまくるバラエティ番組の再放送が流れていた。

　いつもならゲラゲラ笑うのだが、今はそんな気分になれない。

「はぁ……二人きりになっちゃったね。あたしでエッチなこと考えないでよ」

「分かった。じゃあオッパイは触らせて？」

「キモイ」

　幼馴染だからか、俺と彼女の間には遠慮がない。どちらの家にも自由に出入りするし、セクハラ発言も気にしないし、素っ気なくされても不快には思わない。

　俺たちは互いのことをよく知っているのだ。

　知っているとはいっても、彩花のように俺の『情報』をなんでも知っているというわけではない。瑠璃は、俺という『人間』を誰よりも理解しているのだ。

「ねぇ……光輝、何かあった？　お昼は珍しくあたしのところにも来なかったし、ちょっとおかしい気がする。なんか、学校にいる時からずっとぼんやりしてない？」

　どうやら俺の異変に気付いていたらしい。瑠璃は不安そうに俺を見つめていた。

　もしかしたら、俺を気にしてたから学校が終わってすぐに来てくれたのかもしれない。

　だとしたら、申し訳ない気持ちになった。

「別に、大したことじゃないよ……まぁ、最近ちょっと悩んでることがあってさ。思春期特有のやつだから、異性のお前には言えないけど」

「そっか。別に聞きたいわけじゃないんだけど……あんまり心配させないで」

　態度は冷たい。でも、対応はいつもより優しかった。俺としては、いつもみたいに素っ気なくされる方がなれているので、この感じがちょっとこそばゆい。

「オッパイ触らせてくれたら元気になるんだけどなぁ」

　だから、思わずふざけてしまった。

　普段ならこういう発言に瑠る璃りは『キモイ』と言ってくれるのだが。

「オッパイはダメ。でも、ちょっと元気ないみたいだし……膝枕くらいだったらいいよ」

　珍しく俺のセクハラを聞き入れてくれた瑠璃は、ふとももを俺に貸してくれるみたいだ。

　あ、あれ？　優しすぎない？

　でも膝枕はいいね！　ありがたく彼女のふとももに飛び込んだ。

「な、なんでこっち向いてるの!?　パンツ見えちゃうからダメ！　あっち向いてっ」

　ちっ、瑠璃の方を向いて寝転んだが怒られた。

　でも一瞬ピンクのパンツが見えたからいいや。大人しく反対側を向くことに。

「ピンクか……悪くない。エッチじゃん」

「最低っ。もう、いつの間にかこんなに変態になって……お姉ちゃんは複雑だよ」

　懐かしい呼び方に、思わず頬ほおが緩んだ。

「『お姉ちゃん』か……小さい頃はよくそう呼んでたっけ。同級生なのに、な」

「あたしの方が一カ月早く生まれたからね……お姉ちゃんでも間違ってないでしょ？　光こう輝き……こうちゃんも、昔は可愛かわいかったのに。どうしてこうなっちゃったんだろう」

　こうちゃん、とはまた久しぶりの呼び方である。最近は倦けん怠たい期きを迎えたカップルのように味気ない会話しかなかったが、今だけは昔に戻ったみたいだった。

「ねぇ、こうちゃん。無理したらダメだよ？　困ったことがあったらあたしに頼ってね……お姉ちゃんは、いつでもこうちゃんの隣にいてあげるから」

　柔らかいふとももが俺の頭を優しく支える。

　ほのかに温かくて、それからとてもいい匂いがした……いつの間にか瑠璃は俺の頭をゆっくりと撫なでており、それがまた心地良くて思わず目を閉じてしまう。

　久しぶりにリラックスしていた。やっぱり、瑠璃と一緒にいると癒いやされる。

　幼おさな馴な染じみとして、つかず離れずの距離感を保ってくれる彼女の存在は大きかった。

　特に最近はみんなヤンデレたりしてたので、何の心配もない瑠璃が隣にいると気が楽だ。いつもなら太ももに頬ずりするくらいの元気はあっただろうけど、今は疲れていたのでただただ瑠璃の優しさに甘えることしかできない。

「……隣に、いてくれるのか？」

「うん。こうちゃんはお姉ちゃんがいないとダメでしょ？　仕方ないから隣にいてあげる。ほら、前も言ったよね？　どこか遠くに行くのなら、一緒についていくって……いつでも準備はできてるから、その気になったら言って」

　その言葉は、まるで毒。

　逃げないと誓った俺の心を蝕むしばみ、決意を揺るがす言葉だった。

「あれは、冗談だって言っただろ……」

「本当にそう？　あたしはこうちゃんの幼おさな馴な染じみなんだから、嘘うそかどうかくらい分かるよ。こうちゃんが今、とても悩んでいるのも分かる。でも、言いたくないなら言わなくてもいいの。あたしはお姉ちゃんだし……こうちゃんを、支えてあげたいだけだから」

　……ふと、想像する。

　瑠る璃りと遠くに逃げて、二人で幸せに生活するその光景を夢想する。

　今みたいに殺される不安のない生活は……抗あらがうのが難しいほどに、魅力的だった。

（今、頷うなずけば……俺は、もう苦しい思いをしなくていいのかな）

　迷いが生じた。俺は、俺を好きになってくれたあの子たちを見捨てたりなんかしたくない。逃げたくなんかない。

　だけど、イザナミは『小娘共が幸せになることを約束する』と言ってくれた。

　俺が逃げても彼女たちが幸せになれるのなら……それで、いいんじゃないか？

「瑠璃っ」

　思わず、彼女の優しさに溺れようとしてしまった──その時だった。

　ピピピピピピ！

「……邪魔が入っちゃったね」

　無機質な電子音が響いて、俺は我に返る。ポケットに入っていたスマホが鳴っていた。

「もうちょっとでこうちゃんをオとせたのに」

「ば、バカにするなよっ。俺はチョロくなんかないからな!?」

　とはいえ、めちゃくちゃ危なかった。この電話がナイスタイミングかどうかは分からないけど、ひとまず冷静さは取り戻せたので良しとしておこう。

「はいはい。そういうことにしてあげる……ま、伝えたいことは伝えたし、後はあんた次第だよ。じゃあ、サービスタイムは終わり。ほら、いつまでもあたしのふとももに頬ほおずりしてないで、電話に出なさい」

　ひょいっとふとももからどかされて、俺はしぶしぶ電話を取った。

　瑠璃はもうこの話を続ける気がないらしく、お菓子を食べながらテレビを見ている。

　一瞬だけ昔みたいに戻ったけど、もういつも通り素っ気なかった。

　この件はまた後でゆっくり考えようかな。

「もしもし」

『光こう輝きかい？　急に電話をかけてすまないね』

「ばあちゃん？　いや、全然大丈夫だけど、どうかしたのか？」

　祖母からの電話だったので、俺はリビングから離れて外に出ることに。瑠る璃りとは気心の知れた仲ではあるけど、だからこそ身内との会話を聞かれるのは恥ずかしい。

『ご近所さんからたくさん果物と野菜を頂いたんだけどね、あんたたちのところにも送って大丈夫かい？　じじいとばばあだけじゃ食べきれない量だからね』

「もちろん！　いつも助かってる、ありがとう」

『……光輝、何かあったのかい？　声に元気がないね』

　驚いた。ばあちゃんは一瞬で俺の状態を見抜いたらしい。

　瑠璃もそうだったけど、俺は結構分かりやすいのかな？

「いや、大したことはないよ。心配しないでくれ」

『バカなこと言うんじゃないよ。あたしらは光輝の親みたいなもんだからね……心配なんていくらでもさせな。遠くにいるんだから、それくらいしかできないんだよ』

　ばあちゃんの言葉はいつも厳しいようで優しいから好きだ。思わず、ちょっと泣きそうになった。死んでからより一層、ばあちゃんとじいちゃんの声が心に染みる気がする。

　やっぱり二人より先に死にたくなんてない。

　でも、現状だと俺の心が折れた時に生き返ることができなくなる可能性がある。

　それを思うと、逃げ出すのもありかなと思ってしまうから、困ったものだった。

『辛つらくなったらいつでも帰ってきな。あたしとじいさんは、いつだってあんたの味方だからね。まだ子供なんだから、存分に甘えるんだよ』

「……うん、ありがとう。そう言ってくれて嬉うれしい」

　感謝を伝えると、ばあちゃんはまた電話するとだけ言って通話を切った。

　じいちゃんと比べてサバサバしてるけど根は優しい人である。とても元気がもらえた。

（じいちゃんとばあちゃんの家、か……）

　そこに行ってしまうのもありかもしれない。

　別にずっとというわけじゃない。ちょっとの間、少し休むだけだとしたら……瑠璃にもついてきてもらって、じいちゃんとばあちゃんを含む四人でのんびりできたなら。

　ヤンデレになったあの子たちを少しだけ忘れることができるのなら……それはやっぱり、とても魅力的な生活だった。

（って、何を考えてるんだよっ。俺は、逃げたりなんかしない……っ）

　軽く頬ほおを叩たたいて現実逃避の思考を振り払う。

　だけどその誘惑は、俺の頭の隅に引っかかったまま、消えてくれそうになかった。

　もしかしたら、俺は次に追い込まれた時……逃げてしまうのだろうか。ヤンデレになってしまったあの子たちのためにも、そうならないことを祈りたい……。







　雫しずくに殺されてからの数日は、比較的穏やかな生活が続いた。ヤンデレになるかもしれない三人に対して、俺が気を付けて接していたからだろう。

　そうして平日が終わり、週末となる。学校はないのだが雫とデートの約束をしていたので、なんだかんだ俺は出かけることになっていた。

（本当は家でゆっくりしたいんだけど……）

　最近はこのみが俺にべったりで、家でもゆっくりするタイミングがない。

　ヤンデレが発動してからこのみのスキンシップが激しくなっていた。

　たまにオッパイもくっつけてくるので悪い気分はしないんだけど、少しは自分の時間がほしいと思わなくもない。

（……デートの時間までは少し余裕あるし、ちょっとリラックスしておくか）

　現在、十三時。昼ごはんはもう食べ終えている。そして珍しくこのみが部屋にいないので、俺は早速隠していたエッチな本を取り出した。

　俺が入信している『えちえち教』の聖典である。定期的にエッチな本を熟読しなさいとえちえち教では決まっているので、俺は夢中になって読みふけった。

（オッパイがいっぱい！）

　そうやって、ニヤニヤしながらふくよかなマシュマロオッパイを楽しんでいる時。

「おにぃちゃんっ。このみね、買いたい本があるの！」

「ぎゃー!?　このみ、部屋に入る時はノックしてくださいお願いしますから!!」

　慌ててエロ本を隠そうとしたが、もう遅い。我が義妹いもうとは顔を赤くしながら目をそらした。

「……おにぃちゃん、ムラムラしてたの？」

「やめて！　お兄ちゃんの性欲具合を聞かないでっ」

　家族に知られるのは恥ずかしかった。

「だ、大丈夫っ。おにぃちゃんがえっちなのは仕方ないことだから……ふーん、またオッパイのおっきな女の子見てたの？」

　このみの目が開いているエロ本を凝視している。すぐさまページを閉じたものの、否定はできなくて俺は愛想笑いしかできなかった。

「ま、まぁね？　大きいのは、いいことだと思うので。あ、でも小さいのも素敵なんだぞ！　オッパイに貴き賤せんなし、みんな違ってみんないい！」

「……じゃあ、ちっちゃいオッパイの本はあるの？」

「えっと……そのっ」

　痛いところを突かれた。考えてみると、確かに俺は大きいオッパイのエロ本しか持っていない。無意識だったのだが、やっぱり俺は大きなオッパイを求めているようだ。

「じゃあ、おにぃちゃんはちっちゃいオッパイの本も買わないとダメだよね？」

　このみとしては、何やら不満があるらしい。

「このみと同じくらいのオッパイがあるエッチな本、買うよね？」

　……もしかして、自分と同じくらいのオッパイにも興奮してほしいとか、そういうことなのかな？　そういうことであれば、肯定するほかなかった。

「え？　あ、いや……もちろん！」

「だったら、今から買いに行こっ？　このみもね、ちょうど本屋さんで参考書を買おうと思ってたの！　おにぃちゃんも行くよねっ？」

「い、今からか？」

　参ったな……十四時三十分に雫しずくとはデパートで待ち合わせしている。

　少し時間はあるけど、余裕があるわけじゃない。

　できるなら断りたかったのだが。

「……ダメ？　このみ、おにぃちゃんと一緒に行きたい……」

　このみが寂しそうな目で俺を見つめていた。ギュッと腕が抱きしめられて、小さなオッパイが手の甲を圧迫する。可愛かわいい義妹いもうとのおねだりめいた仕草に心が揺れた。

　む、無理！　断るなんてできない！

　それに、このみは寂しがりやだ。この前、俺と雫がデートに行くと伝えた時、ものすごく不安そうな顔をしていたのである……もしかしたらまたヤンデレる可能性もあるので、なるべくは一緒にいてあげた方がいいだろう。

「じゃあ、デパートの本屋さんにでも行くか……すぐに準備できるか？」

「うん！　ちょっと待っててね、着替えてくるのっ」

　うなずくと、このみは楽しそうに笑って部屋を出ていく。

　その間に俺も色々と準備しておくことにした。

（天気は……曇りか）

　窓から見える空はどんよりしていた。雨が降らないうちにさっさと行かないと。

　デパートは雫とデートをする予定の場所でもある。最悪、このみは先に帰してそのままデートすればいいだろう……そのための着替えなどカバンに入れておくことに。

　準備の途中、スマホからメッセージを知らせる音が鳴り響いた。

（彩さい花かか……なんかイヤな予感するなぁ）

　送信相手は西さい園おん寺じ彩花である。メッセージアプリを開くと、

『ごきげんよう、光こう輝きさん。十四時頃にお出かけなさいません？　光輝さんとご一緒にデパートのお洋服屋さんに行きたいわ』

　そんなことが書かれていた。

　ちょ、さすがに厳しいぞ！　ただでさえこのみと本屋さんに行くので時間がないというのに、彩さい花かとまで約束を入れたら雫しずくとのデートに間に合わない。

　だから、こちらはきちんと断ろうと思ったのに。

『下着のサイズがきつくなってて……先日、光こう輝きさんが下着を選んでやると言ったわよね？　よければ新しい下着を見繕ってくれないかしら』

　そのメッセージと一緒に、サイズの小さいブラジャーを着けた彩花の画像が送られてきたものだから、俺は一瞬で理性を失った。

　でかい！　すげぇ、オッパイの肉が盛り上がってる!?

「……はっ。今、意識がなくなってた!?」

　あまりに興奮して頭が爆発していた気がする。

　ふとスマホを見ると、メッセージアプリに『もちろんいくぜったいいくよろしく！』と書いた文章があった。変換もできないほど興奮していたのか……オッパイの魔力恐るべし。とりあえずこの画像は大切に保存しておこう。







　十三時三十分。デパートの本屋さんに到着。このみとエロ本を購入予定。

　十四時。デパートの女性向け洋服売り場にて、彩花と下着を購入予定。

　十四時三十分。デパートのゲームセンターにて、雫とデートの予定。

（あれ？　スケジュールがハードすぎない？　ってかこれ、普通にブッキングになってる気がしなくもない……）

　冷静に考えると、とんでもない状況になっている気がした。

（いや、大丈夫！　俺ならできる！）

　心の中で自分を鼓舞しておく。もし三人が顔を合わせたらヤンデレになること間違いなしなので、それだけは回避するように動かなければ。

「おにぃちゃん、参考書見つけたっ」

「このみは勉強熱心だな。よしよし、いい子だ」

　本屋さんにて。このみが数学の参考書を手に持って駆け寄ってくる。

「えへへ～。おにぃちゃんと一緒の高校に行きたいから、お勉強もがんばるの！」

　なんてお兄ちゃん思いの義妹いもうとなんだろう。健けな気げで可愛かわいかった。

「このみならきっと合格できるよ」

　一応、俺は未来から戻ってきているので、このみが合格できることを知っている。

　この子の努力は実るのだ。このみは頑張り屋さんなのである。

「じゃあ、このみはそろそろ家に帰るといい。俺はちょっとやることあるから、また家で会おうな」

「……なんで？　おにぃちゃん、今からエッチな本を買うんだよ？　オッパイがちっちゃい本、ないとダメだよね？」

「ですよねー」

　さりげなく帰ってもらおうとしたけど失敗に終わる。

　仕方ない、エッチな本の売り場に向かうとしよう。

　とはいえ、俺は高校二年生で、誕生日をまだ迎えていない十六歳だ。

　このみは中学三年生だが、誕生日は既に過ぎているので十五歳となっている。

　もちろん二人とも十八禁のコーナーには行けない。

　必然的に購入できる本は十五禁のものとなる。

「ほぇ～……は、肌色がいっぱい」

　このみは顔を赤くしながらも、興味津々といった具合で本の表紙をジロジロ見ていた。

　この子の見た目は十五歳より幼いので、なんか背徳感がある。

　ここは十八禁のコーナーではないが、グラビア雑誌などのちょっとアダルトな本が置かれているコーナーである。男性客も何人かいたが、このみを見てそそくさと歩き去っていった。人がいなくなったおかげで本を気兼ねなく選べてラッキー！

　どれどれ？　俺の好きそうな本はあるかな？

　このみに続いて俺も物色してみる。デパートの本屋さんはいつも通っている近くの本屋さんに比べて規模が大きい。扱っているエロ本も充実しており、かなり目移りした。

　どれもほしくなるような可愛かわいい女の子ばかりである。

　しかしながら、可愛さならこのみと雫しずくも負けていない。

　オッパイの大きさなら彩さい花かに勝てる女の子もなかなかいないだろう。並んでいるエロ本はあと一歩、俺の心を震わせるには物足りないものばかりだった。

（やれやれ、やっぱり俺の近くにいる女の子が一番エッチだな）

　そんなことを考えていたのだが、ふと目に留まった一冊に俺は口をあんぐりと開ける。

「なんだこりゃぁああああ!?」

　その本に載っていたのは、オッパイにあらず。

『山』

　そう、これは山だ。何人もの男が登頂を夢見るような、遥はるかなる高みにある山。

　これは彩花以上に大きなオッパイだ！　顔はなんというか、うん……メイクが濃いように見えるけど、そんなことどうでもよくなるくらいのオッパイに度肝を抜かれた。

（これは買わないと逆に失礼でしょ!!）

　名も知らないオッパイさんが誕生したこの世界に感謝を捧ささげて。

　俺はその本を手に取った。

「ふーん……おにぃちゃん、やっぱりオッパイがおっきいほうがいいんだ」

　そして俺は、隣にこのみがいたことを思い出す。

（やっべ。オッパイに夢中でこのみのこと忘れてた！）

　我が義妹いもうとはしっかりと俺の様子を観察していたようだ。

　俺の行動に何を思ったのか、このみの声はいつもより冷たくなっている。

「こ、このみちゃん？　別にお兄ちゃんはオッパイが大きくないとダメってわけじゃないよ？　勘違いしたらダメだぞ？」

「でも、やっぱりオッパイが大きい本を買おうとした……おにぃちゃんは、ちっちゃいオッパイ嫌いなんでしょ？　おっきいオッパイのところに行っちゃうんでしょ！」

　言い訳しても無駄。このみはぶつぶつと呟つぶやきながら俺の方に歩み寄る。

「ダメなの。絶対にダメなの……おにぃちゃんがどこにも行かないように、足は要らないよね。でも手があったら這はって移動できるから、手も要らない……口があったら助けを呼べるから口も要らないの。あ、でも命があったらなんとか逃げちゃうかもしれないから、命も要らないかなぁ」

　その目には──光がなかった。

（えぇ!?　こんなことでヤンデレちゃうの!?）

　まさかオッパイが大きいエロ本を買ったらヤンデレになるとは思わなかった。

　死神ちゃんもいつの間にか登場しており、俺の読んでいるグラビア雑誌を覗のぞき込んでいる。それから大きくため息をついて、俺に冷たい視線を送ってきた。

　そ、そんな目で見ないでっ。

「ダメ……おにぃちゃんをオッパイのおっきい人に取られるのは、イヤ！」

　このみはどうやら俺が巨乳に取られてしまうと考えているようである。

「いやいや！　このみ、落ち着くんだ！　小さいオッパイ、大きいオッパイ、どちらも等しく素晴らしいんだぞ!?」

「うそだもん。おにぃちゃんは、うそつき……だから、オッパイのおっきな人のところに行かないようにするね？　このみのオッパイ、ちっちゃいけど……我慢してね？」

　そう言った直後、死神ちゃんがゆっくりと大鎌を振り上げた。

　よし、逃げよう！　俺はこのみに背を向けて全力で走り出す。

「せめてこの本を読んでから殺してくれ！」

「ダメだもーん」

　しかし背中にサクッ♪と大鎌が刺さったので、俺は逃げ切ることができなかった。

　たぶん死神ちゃんが大鎌を投げたのだろう。

（まさか巨乳のエロ本を買っただけで殺されるなんて……）

　女の子はちょっとめんどくさい。そこがまた可愛かわいくもあるんだけど。

　そうして、俺の視界は真っ白に染まるのだった。







「パパ、だっこー」

　死後の世界で目が覚めると、娘のヒカリが即座に甘えてきた。

　今回の母親はこのみなのだろう。他のヒカリに比べて幼い感じがした。

「よしよし。ヒカリ、パパはまた死んじゃったよ……ママって結構おこりんぼさんだな」

「んー。ママはね、オッパイちっちゃいのイヤイヤしてたよ？」

　どうやら成長してもこのみはオッパイが育たないらしい。

　そういえばお袋……俺とは血のつながってない母親も小さかった気がする。

「恋する乙女は厄介だのう。好きな人の理想で在りたいとする心は、人間特有ぞ？　そこが本当に愉快で面白い。その願い、叶かなえてやっても良かろう」

「願いを叶える？　もしかして、このみのオッパイをでかくしようとしてんのか？」

「うむ、そうであるが……本人も望んでおるぞ？　ダメなのか？」

「ダメだ」

　イザナミの発言は、俺にとって少し許せないものだった。

「いいか？　オッパイはな、小さくても最高なんだ。これは俺の本心だぞ？　確かに本能は大きなオッパイを求めてるんだけど……小さいのも好きって気持ちは嘘うそじゃない。このみの貧乳は、このみの良いところでもある。そこを否定しないでくれ」

　俺は今のこのみが好きなのだ。たとえ未来でオッパイが大きくならなかったとしても、俺はあの子が大好きなままだと断言できる。

　そんなこのみを神様の気まぐれで捻ねじ曲げられるのは本当にイヤだった。

「人間とはよく分からないのう。誠に面白い生物だ」

　俺の言ってることはたぶん理解してないだろうけど、こちらの意思は把握したらしい。このみのオッパイはそのままにしておくことに決めたようだ。良かった……。

「まぁ、俺のことなら散々笑っていいから、他の人間で遊ぶのはやめてくれ」

「良かろう。そなたで存分に笑ってやる。くははははは！」

「でもむかついたらくすぐるから覚悟しとけよ？　ヒカリも手伝ってくれるか？」

「わかったー。ヒカリ、パパのためにがんばるー」

「な、ななななんだそれは？　脅しか？　そそそそそんなことで妾わらわが怖がると思うなよ？　だけど仕方ないからそなたの気分は損なわないようにしてやろう！」

　とりあえず俺以外の人間に手を出さないことをしっかり約束させておく。

　それから俺は再び生き返ることに。

「じゃあ、ヒカリ。パパ、頑張ってくるよ。バイバイ」

「んっ。パパ、がんばれー」

　ヒカリと別れの挨拶を交わしてから、イザナミの柏かしわ手でと一緒に俺の視界が暗転した。







「──っ!?」

　意識が戻ったのは、俺が爆乳のエロ本を手に取る寸前のことだった。

　このみは隣から俺をジッと見つめている。

（今なら、間に合う！）

　このまま爆乳のエロ本を取ってしまうとヤンデレが発動するので、俺は手の軌道を強引に捻ねじ曲げた。

　ボキッ！

　なんか腕が変な音を立てた気がしなくもないが、どうにか軌道を修正して俺は爆乳エロ本の隣にあった『ちっぱいがいっぱい！』というタイトルのエロ本を手に取る。

「や、やっぱりちっちゃいオッパイは最高だぜ!!」

　中のページをパラパラとめくりながらわざとらしくそう叫んだ。

　さて、このみは大丈夫かな？　ヤンデレが発動してないかな？

　不安に思いつつも、恐る恐る隣の様子を確認してみる。

「えへへ～。そっか、おにぃちゃんはちっちゃいオッパイも好きなんだ～」

　このみはめっちゃニコニコしていた。機嫌良さそうに体を揺らしながら、俺の持っているエロ本を覗のぞいている。もちろん死神ちゃんも出てこない。

　よ、良かった……これでどうにか殺されなくてすみそうである。

「ねぇねぇ、おにぃちゃん？　今は、まだちっちゃいままだけど……いつか、もっとおっきくなるのっ。だから、もうちょっとだけ我慢しててね？」

　そう言ってこのみは俺の腕に自分のオッパイを押し付けてくる。

（仕方ない、オッパイの感触に免じて殺したことは許してやるか）

　苦笑しつつも、このみのオッパイはしっかり堪能しておいた。

　何はともあれ、ひとまずこのみのヤンデレは回避成功である。







「おにぃちゃん、こっちのオッパイはどう？　このみは可愛かわいいと思う！」

「うん、悪くない。でも、俺はこのみのオッパイの方が好きだな」

「そうなのっ？　えへへ、嬉うれしい！」

　兄妹でエロ本コーナーを物色しながら俺たちはバカな会話を交わす。自分のことでなんだけど、こんな兄妹で大丈夫なのだろうか。うん、楽しいからそれでいいや。

（時間は……十三時五十五分か。そろそろ移動しないと彩さい花かとの約束に遅れるな）

　とりあえずエッチな本も選び終わったし、このみも目当ての参考書を買えたので、本屋さんにもう用はない。

「このみ、そろそろ帰ったらどうだ？　俺はちょっと残ってやることがあるんだけど」

「ふぇ？　お兄ちゃんが残るなら、このみも残るよ？」

　しかしこのみは帰ろうとしなかった。ど、どうしよう!?

「お、お兄ちゃん、実はパンツを買いに行こうと思ってるんだ……」

「はわわ……パンツ、買うの？　じゃ、じゃあ、このみもついていっていい？」

　うちの義妹いもうとはエッチなことに興味津々なお年頃なのかもしれない。

　ものすごく行きたそうにしていたが、さすがにそれは無理である。

「は、恥ずかしいから……な？　分かってくれるか？」

「おにぃちゃん、恥ずかしいんだ……なんか女の子みたい」

　ぐぬぬ。本心としては、別にパンツなんて見られたところで気にしない。

　でも否定してしまうとこのみはついてくるはずなので、そういうことにしておいた。

「男の子はこのみが思ってるよりもデリケートなんだ……待たせるのも悪いし、先に帰っててくれないか？」

「ん～、でも……おにぃちゃんと一緒がいいの。だから、待ってていい？」

　イザナミのせいで好感度が倍になってるからだろう。このみは俺と離れたくないようだ。

　待つ、か……それなら、なんとかなるだろうか。

　もう彩さい花かとの待ち合わせまで時間もないし、ひとまずは頷うなずいておくか？

　彩花との用事が終わった後で、またここに来てから説得すれば大丈夫かもしれない。

「……わ、分かった。じゃあ、ちょっと待っててくれ。もしかしたら三十分くらいかかるかもしれないから、帰りたいならいつでも帰ってるんだぞ？」

「はーい。のんびり待ってるの！」

　元気いっぱいに返事をするのはいいんだけど、帰る気はまったくないようだ。

　やれやれ、仕方ない。

　とりあえず彩花との約束を早く終わらせてから、このみのことはなんとかしよう。







　本屋さんのあるフロアから移動して、洋服屋さんのあるフロアの休憩スペースで彩花とは待ち合わせしていた。

　その場所に到着すると、自動販売機やベンチが並ぶ空間の隅でオッパイの大きな女性が腕組みをして立っているのを見つける。あのオッパイは間違いなく彩花だな。

「ごめんごめん、待たせたか？」

　声をかけると、彩花もこちらに気付いたようで手を振ってきた。

「ごきげんよう、光こう輝きさん。そこまで待ってはない……きゃっ」

　ん？　どうも何やら様子がおかしい。彩さい花かは片手を振っていたのに、何かを思い出したかのように慌てて腕組みに戻ったのだ。

「……どうかしたのか？」

　気になって問いかけると、彩花は顔を真っ赤にしながら小さくこう言った。

「じ、実は……来る途中で、ブラジャーのホックが壊れてしまって」

　そして俺は思わず叫んだ。

「ブラジャーのホックが外れた!?　マジかよ!?」

　なるほど。だから腕組みを解けないのか……今、彼女はオッパイを自分の腕でしか支えられないのである。

「光こう輝きさん!?　こ、声が大きいわっ」

　おっと、いけない。周囲の男性客の視線を集めてしまったようだ。

　彩花はより一層恥ずかしそうにしていたけど、俺がびっくりして大声を出してしまったのも無理はないと思う。

　だって、つまり……今の彩花は、

「もしかしてノーブラなのか!?」

「だから声が大きいって言ってるのに！　ほら、行きましょうっ」

　さすがに彩花も耐え切れなかったようだ。俺の背中をぐいぐいと押すように歩き出す。

　その際、はずみでオッパイがボインと揺れたのを確認。

　洋服越しのオッパイからはノーブラの波動を感じた。

「この前も言ったわよね？　その……胸が、明らかに大きくなってるの。ブラのサイズが合わなくて、それでも強引に着けていたのですけれど……」

　あまりの大きさに耐え切れなかったということか。

「おっと、つまずいた」

　歩いている途中で、不意に足あし許もとが覚おぼ束つかなくなって俺は彩花の方によろけてしまった。

　仕方なく自分の体を支えるために、俺は彩花の胸付近に手を置く。

　ポヨン。ノーブラのオッパイはすっごいエッチだった。

「ちょっ、わざとらしくなかったかしら!?」

「ラッキースケベラッキースケベ」

「故意なスケベはラッキースケベって言わないわっ」

　まるで彼女の言い分だと俺が変態みたいである。俺は別に悪くないだろ……悪いのは、こんなオッパイのくせに隙が多くてエロい彩花だろ！

「うるさい。ドスケベなのはお前だろ？　ノーブラなんかでデパートを歩きやがって……いいかげんに認めたらどうだ？　自分はエッチですって言ってみろよ」

　俺は何も悪くないと主張しておく。

　すると、彩さい花かはビクンと体を揺らしてよろめいた。あ、そういえばこいつドＭだった。

　もしかしたら今の言葉に喜んでいるのかもしれない。

「んんっ……わ、わたくしは、ドスケベなんかじゃ……」

「じゃあ、普通の人間はノーブラで歩くか？　しかも腕を組んでオッパイを強調しやがって……こんなの痴女だよ、痴女。否定できる？」

「違うのに……わたくしは、痴女なんかじゃっ」

　言葉では否定しているものの、彩花は嬉うれしいようでニヤニヤしていた。ヤンデレになっている時はもっとはっきり喜んでいたけど、通常状態なので少しはマシみたいだ。

「そういえば、壊れたブラジャーは持ってんの？」

「え？　ああ、もちろん。カバンに入れてるわ」

「ちょうだい」

　ついでなので、ずっとほしかったアイテムを譲ってもらえないか交渉してみることに。

「…………へ？」

　何を言っているか分からないというような顔できょとんとする彩花に、もう一度言葉を繰り返した。

「ちょうだい。ブラジャー、もう要らないだろ？」

「…………本気で、言ってるのかしら」

「うん」

　真剣な顔でうなずくと、彩花は困惑したようにおろおろとよろめく。

　ブラジャーを渡すのにためらっているらしい……よし、じゃあこうしよう。

「俺のパンツと交換でどうだ？　好きなのをやるぞ」

「…………し、仕方ないわねっ」

　俺の提案に彩花は迷いを消した。俺が言うのもなんだけど、こいつもやべぇよな。

「どうぞ……」

　こそこそと、物陰に隠れるようにして俺は彩花からブラジャーを受け取る。

　彼女によく似合う赤色だった……で、でかっ。メロンとか入りそう。

　ほのかに温かいし、なんか触っているだけで幸せになれるような気がした。

「うふふ♪　光こう輝きさんのパンツ、どれにしようかしら」

　彩花も満足気なので、お互いにウィンウィンである。

　そういうわけで、俺たちは意気揚々と女性向け洋服売り場に向かった。

「さすがに腕が疲れてきたわ」

「俺が支えようか？　パワーには自信があります。なんなら下着になってもいいぞ？」

「変態ね……もうっ。ほらっ、光輝さんのお好きな下着をご購入するので、早く選んでくれるかしら？」

　彩さい花かについていくようにして歩いていると、下着や水着などが販売しているエリアに到着した。来客も女性しかおらず、俺は唯一の男性なので居心地が悪い。

　いつもなら遠くからチラチラ見るだけのエリアなのだが、今日は彩花の付き添いで来たので堂々とできる。やったね、うっほほーい。

「下着売り場だとここが一番充実してるの。わたくしのサイズは種類を置いてあるお店がなかなかなくて」

　そういえば、オッパイの大きい女性の悩みに『可愛かわいい下着がなかなかない』というものがあるとエロ本で見たことがある。あれは本当だったのか。

「……確かに、たくさんあるな」

　地味なものから派手なものまで、ここならどんな下着でもありそうだった。

「光こう輝きさんが気に入ったものはあったかしら？」

「ちょっと待って。今、持ってくるから」

　とりあえず、歩いている途中で良さそうなのがいくつかあったので、それを取りに彩花から離れる。彼女は彼女で自分が好きそうな下着を選んでいるが、それはちょっと地味というか……うん、普通なデザインなので面白くない。

　せっかくこういう場所に来ているのだ。普段は見れないような下着を見てみたい。

　なので俺は、こんなラインナップを用意した。

「マイクロビキニ、スリングショット、スケスケ、Ｔバック、Ｖカット、ハイレグ、ばんそうこう……って、どれも水着よ!?」

「ソウダッタノカー」

　うっかりしてた。でもせっかく持ってきたのだ。

「着て」

「へ？」

「試着して。見せて」

　見たい。彩花がこういう水着を着ている姿が俺は見たい！

「イヤなのか？　本当にイヤなら別にいいんだけど……残念だ。彩花は俺がどんな水着が好きなのか知りたくないんだな。それを調べるいい機会だと思うんだけど」

「っ……!?」

　分かりやすい挑発である。彩花だってこれが煽あおっているだけと理解しているだろう。

　だが、彼女は俺のことならなんでも知りたがっている。

　きっと、水着の好みだって気になってるはずだ。

　だからこそ、彩花ならこう言ってくれると思った。

「……いいわ。光輝さんのこと、なんだって知りたいという言葉に嘘うそはないもの。受けて立とうじゃないっ」
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　挑発に乗って、彩さい花かは俺から際どい水着を受け取る。よしよし、いいぞ！

「どうぞ、ご自由に俺の反応を確かめてくれ」

「お言葉に甘えて、そうさせてもらうわっ。ちょっとだけお待ちくださいね？」

　そういうわけで、彩花は俺にえちえちな水着姿を披露してくれることになった。

　まずはマイクロビキニから。

「ふーん、エッチじゃん」

　次はスリングショット。

「ふーん、エッチじゃん」

　続いてスケスケ水着。

「ふーん、エッチじゃん」

　更にＴバック、Ｖカット、ばんそうこうと続き、俺は全てを堪能してこう言った。

「ふーん、エッチじゃん」

　心からの感想である。しかし彩花は気にくわなかったようで、

「全部同じ感想よ！　しかもそれぞれしっかり写真撮ってるし……は、恥ずかしいのですけれどっ」

「俺の写真も盗撮してるんだろ？　じゃあこれくらい我慢しろよ」

　こちらには『盗撮されている』という免罪符があるので、恥ずかしそうな彩花の写真を撮るのにも一切抵抗がなかった。

「結局何が好みなのか分からなかったわ……」

　俺が持ってきた水着の試着を終えて、彩さい花かはため息をついていた。

　ばんそうこう姿で肩をすくめているところ悪いが、オッパイがボインボイン揺れていたので目のやり場に困る……ということはなく、オッパイしか見ていなかった。

「うん、全部好きだからな。特に好みがあるってわけじゃないよ。俺は別に水着が好きってわけじゃなくて、彩花の体が好きってことだ」

「……その発言、最低よ？　でも、なかなかそそられるお言葉かしら♪」

　体が好み、とかいうクズめいた発言に彩花はぞくぞくと体を震わせる。

「そうか。興奮するのもほどほどにな」

　彩花のドＭ反応に少しずつ慣れている自分がいて怖かった。

「下着の色は基本的になんでも好きだけど、できれば黒と赤がいいかな」

「……なら、その色の下着も試着してみるわね。とりあえず水着を脱いでから、また確認してくださると嬉うれしいわ」

　そう言って彩花は試着室に入って姿を消した。

「少しだけ待っててくださる？」

　扉越しに声を掛けられる。さすがの俺でも着替えている彩花を覗のぞくことはできないので、その場で返答するだけで我慢しておいた。

「うん、もちろん喜んで！　いくらでも確認するぞ！」

　彩花のエッチな体を堪能できて俺としてはかなり満足している。

　この買い物も最初は断ろうと思っていたのだが、今なら来て良かったと思えた。

　しかし、本屋さんにはこのみが待っているだろうし、もう少し後には雫しずくとも待ち合わせしているので、そろそろ彩花とのショッピングは切り上げなければならないだろう。

（ブラジャーの試着姿まで拝んでから、このみのところに顔を出そう……どうにか帰ってもらって、その後に雫とデートだな。うん、これでどうにかみんなにばれないよう、三人とのデートを完遂できる……はず！）

　そんなことを考えながら彩花が試着室から出てくるのを待っていると、

「きゃぁああああああ！」

　不意に悲鳴が上がった。しかも彩花の声だった。

「ど、どうした!?」

「こ、光こう輝きさん……助けてくださいましっ。出たの……あいつが、出たのよ！」

　誰が出たんだ!?　もしかして試着室に不審者が出てきたのだろうか。だとしたら彩花を守らないといけない。うん、だから試着室に入ってもいいよな！　もし彩花が裸でも、非常時なんだから仕方ないよな！

　よし、言い訳の理由は整った。

「彩さい花か、今助けるぞ！」

　あくまで救助のために、俺は彩花が入っている試着室の扉を開け放つ。

「きゃっ。うぅ、光こう輝きさんっ」

　彩花は余裕がないようだ。俺が入ってきたのを見て、縋すがりつくように抱きついてくる。

　その上半身は……裸、だった。

（お、おぱ、おぱおぱおぱおぱ、オッパイがオッパイ！）

　恐らくは着替えの最中だったのだろう。俺の胸元に彩花の生オッパイが密着していた。

　Ｔシャツ一枚を隔てて感じるオッパイは、今までにないほどの柔らかさである。

　これが幸せの感触、か……！

「そ、そいつを……そいつを、どうにかしてくださいましっ」

　オッパイを楽しむ俺とは対照的に、彩花は余裕のない声を発する。

　促されるままに『そいつ』と呼ばれた物体に意識を向けた。

（あ、ゴキブリか）

　試着室の壁に張り付いていたのは黒光りしたゴキブリだった。

　触覚をみょんみょんと揺らしながらジッとしている。

　あいつ……じゃない、あのお方のおかげで俺は今、ラッキースケベを味わえている。

　ゴキブリ先輩には頭が上がらなかった。

「どうか、お引き取りを」

　叩たたき潰すなんてとんでもない。丁寧にご退出を願えば、ゴキブリ先輩はゆっくりとカサカサして小さな穴から外へと出て行ってくれた。

（ありがとう！　ありがとう！）

　心の中で再度感謝を伝えておく。

　しっかりいなくなったことを確認してから、俺に抱きついて震える彩花に声をかけた。

「もう大丈夫だぞ。あのお方はお帰りになった」

「よ、良かった……ごめんなさい、わたくし、あれが苦手で……」

　安あん堵どしたように息をつく彩花。少し動くたびにオッパイがプルンと震えるので俺の心も震えた。やっぱりオッパイは最高だぜ！

「…………」

　ゴキブリ先輩がいなくなった後、彩花は俺に抱きついたまま動かなくなる。

　安心して気が抜けたのだろうか？

　俺としてはオッパイが堪能できて嬉うれしいけど、これ以上密着してたら理性が抑えられそうにないので、そろそろ離れてもらうことに。

「彩花？　オッパイをくっつけてくれるのは嬉しいんだけど、そろそろ着替えたら？」

　軽く肩を叩たたきながら呼びかけると、彩さい花かはゆっくり顔を上げた。

「くんくん…………やっぱり匂いがするわ」

　どうやら彩花は匂いを嗅いでいたらしい。

　ドＭで匂いフェチなのでそれは理解できるのだが……ちょっと、イヤな予感がした。

「な、何の匂い？」

「わたくしの知らない、メス犬の匂いがするの。やっぱりこの匂いは、イカ臭いわけじゃない……確実に、わたくしが把握していないメス犬だわ」

　そういえば前回、彩花がヤンデレを発動した時に『別の女の匂いがする』と言われた。それがトリガーで彩花はヤンデレた。

　あの時は『イカ臭いだけだろ』と勢いだけで免れたが、やはり彼女は納得してなかったようだ。そして今、密着したことによって改めて匂いを感じたのだろう。

（あれから何回も死んでるし、イザナミの匂いが濃くなってるのか!?）

　前回以上に濃厚なイザナミの匂いに彩花は正気を失っているようだ。

「こんなに匂いがこびりつくなんて……ただならぬ関係ということかしら。しかも肌に密着しないと分からなかった……きっと、お互いに特別な関係になっているのね」

　まぁ、人間と神様って時点でただならぬ関係だし、死者と蘇そ生せい者って考えると特別な関係であるとも言える。ただ、彩花の思っているような、いわゆる『恋人以上の関係』ではないというのは断言できた。

　それに、イザナミなんて顔と体だけの存在だからあんまりそういう気持ちになれない。

「俺にだって相手を選ぶ権利はあるぞ!?　あんなやつこっちからごめんだ！」

　つい感情的になってそんなことを言ってしまった。

（あ、ミスった）

　後悔は遅い。

「……やっぱり、そうだったのね。わたくしの知らないメス犬がいるのね」

　ぶつぶつと呟つぶやく彼女の目から光がなくなっていく。同時に、俺の体から死神ちゃんがやっほーと顔を出した。俺にニコニコと手を振っている。彼女、俺を殺すくせに親しそうなんだよな……せめて殺さなければ仲良くなれそうなのに。

（ってか、彩花がヤンデレになっちゃったー！）

　正気を失った彩花は、もうこちらの話を聞いてくれそうにない。

「うふふ……わたくしの知らないメス犬と、光こう輝きさんはどんなことをしているのかしら。分からないわ……それが、たまらなくイヤなの。光輝さんのこと、誰よりも知ってるのはわたくしなのに……わたくしだけが、光輝さんの全てを知っているはずなのにっ。わたくしの知らない光輝さんを知っているメス犬がいる？　そんなの我慢できないわ。だから、これ以上光輝さんを知られないように……殺さないと」

「ちょっと待って、思考が歪ゆがんでると思います！　冷静になろう!?」

　発想が飛躍しすぎというか、猟奇的で怖かった。彩さい花かは隠し事が嫌いなんだろう。

「わたくしは冷静ですけれど？　だから、殺すの」

　彩花はお淑しとやかに微笑ほほえんでいたが、目の奥がまったく笑っていなかった。

　死神ちゃんも俺を殺すために大鎌を振り上げている。

（上半身は裸なのになぁ）

　俺はもう死ぬだろう。だが、この時の俺はとても穏やかな気持ちだった。

（こんなに大きなオッパイを堪能しながら死ねるんだ。まぁ、悪くない）

　生オッパイは俺が思っている以上に柔らかかった。

「安心してくださいまし。光こう輝きさんは、わたくしの中で生き続けるもの」

　幸せの感触を感じながら、抵抗せずに死神ちゃんの振り下ろした大鎌を受け入れる。

　サクッ♪という音の後、俺の視界は真っ白な光に包まれた──







「小僧！　何が『俺にだって相手を選ぶ権利はあるぞ!?』なのだ？　妾わらわだと不服だというのか!?　こんなに完璧な妾だというのに、そなたには敬いの心がないのか!?」

　死んで早々、イザナミからクレームが入った。

「いやいや、イザナミのことは敬ってるよ。特に顔とオッパイはすごいと思う」

　むしろ顔とオッパイしか価値がないとも言える。

「……まぁ、妾がすごいと分かっているのなら良いか」

　イザナミは褒められるとすぐに機嫌を直した。女神様はチョロい。

（そういえばこいつ、彩花にメス犬って呼ばれてたな）

　曲がりなりにも神様なのに、彩花からの評価は物もの凄すごく低かった。

　彩花もたぶん本能的にイザナミがダメな神様だと直感してたと思う。

「お父様も災難ね……こんな神様に目を付けられるなんて、運が悪いわ」

　ヒカリもイザナミにため息をついていた。

　いつものヒカリよりしっかりしているので、今回は彩花が母親のヒカリだろう。

　何度も殺されてヒカリとも顔を合わせているので大体の法則は理解できている。

　ヒカリの母親は、その時々で縁の深い女の子になる可能性が高いと思った。

「お父様、ご気分はいかが？　大丈夫かしら？」

「心配してくれてありがとう。ヒカリがそう言ってくれるだけで元気になれるよ」

　我が娘は相変わらず可愛かわいいなぁ。

　死んでしまうのは悲しいけど、ヒカリとこうやって会話できることだけは嬉うれしかった。

「でも、もうちょっと元気になりたいから、抱っこさせてくれ」

「わ、わたくし、もう十二歳よ？　恥ずかしいですけれど……」

　とかなんとか言いつつ、素直に抱っこされてくれるからヒカリは可愛かわいい。

「重くないかしら？」

「軽いなぁ。俺としては、もうちょっとむっちりしててくれた方がいいんだけど」

　体形の好みではなく、単純にごはんをたくさん食べてほしいという親心である。

　ヒカリは小柄なので重くないが、十二歳にしては小さいのだ。

「うふふ。でも、胸は成長しているのよ？　お母様があれだもの。わたくしも大人になったらもっと大きくなりそうだわ」

「そうなのか。うんうん、それは良いことだ」

「あら、お父様は興味ないのかしら？　いつもお母様にやってるみたいに、触って確かめなくていいの？」

「娘の発育に口を出すのは野や暮ぼだからな。体がどう成長しても、ヒカリが俺の娘である以上、愛する理由には十分。オッパイの大きさなんて些さ細さいなことだ」

　巨乳になろうと、貧乳になろうと、娘は娘である。

「俺の子供として生まれる以上、一生愛される覚悟はしておけよ？　お前がどうなろうと俺は可愛がってやるからな？」

　頭をぐりぐり撫なでてやる。ヒカリはくすぐったそうに身をよじって笑っていた。

「うふふ♪　いっぱい可愛がってくださいましっ」

　そうやって娘とイチャイチャすることで、元気を分け与えてもらう。

　死ぬと精神は疲弊するが、ヒカリのおかげでとても緩和されている気がした。

「じゃあ、そろそろ戻るよ。ヒカリ、また今度な」

「はいっ。また今度……いつか、絶対に」

　約束を交わしてから、俺はイザナミに頼んで現世へと生き返った。







「少しだけ待っててくださる？」

　意識が戻ったのは、彩さい花かが試着室に入った直後のタイミングだった。

（運がいいな……このタイミングなら、離れても怪しまれない）

　彩花はきっと水着を脱いで裸になっているだろう。

（でも……今離れたら、あのオッパイが堪能できないのかっ）

　かなり悩ましい選択だった。今、ここから離れなければ殺される可能性が高いだろう。

　だが、その代わりに大きなオッパイが楽しめる。

　……正直、ちょっと迷った。彩花のオッパイのためならもう一回死ぬのも悪くないと思いかけたが、なんだかんだ死は怖い。あの恐怖は何度体験しても慣れない。

　なので、名残惜しくはあったが、仕方なく俺はこの場を離れることにするのだった。

「彩さい花か、ごめん！　トイレに行ってくる！」

「と、トイレ？　え、あ……なるほど。そ、そういうことね。分かったわ、その……ごめんなさい。わたくしのせいで、そういう気分にさせてしまって」

　うーん、なんか勘違いしてないかなぁ？　もしかして彩花の水着姿を見てムラムラしてると思われたのだろうか。俺はエロガキだけどさすがに時と場所は選ぶぞ？

　とはいえ、この勘違いは都合がいい。そのまま便乗しよう。

「まったく、エロい体しやがって！　ちょっと時間かかるかもしれないから、先に帰っててくれ。じゃあな！」

「は、はいっ。はしたない体で申し訳ありません……また学校で」

　そうして俺はその場から背を向ける。

　その場から少し歩いたくらいで彩花の悲鳴が上がった。

「きゃぁああああああ！」

　ここでゴキブリ先輩がご登場したのだろう。あのオッパイが脳裏にちらついて踵きびすを返しかけたが、鋼の精神で俺はそのまま前方へと歩みを進めた。

　あのゴキブリ先輩は無害だったし、きっとすぐにいなくなるはず。

　彩花も少ししたら落ち着くだろうし……最悪、店員さんが助けてくれると思う。

　だから大丈夫と信じて、俺はこの場を後にするのだった。







「このみ、なかなかいいパンツが見つからなくてもうちょっと探したいから、先に帰っててくれるか？」

「……うん、分かったの。待ってるから、早く来てね？」

　彩花と別れた後、本屋さんに寄ってこのみに帰ってもらおうとしたが、当たり前のように待つと言われてしまった。

　このみは寂しがりやさんだ。もともと俺に依存する傾向のある子だったが、イザナミのせいで好感度が倍になっているからか、それが顕著になっている。

（お兄ちゃん離れするのはまだまだ先そうだなぁ）

　兄として、嬉うれしくもあり悩ましくもある問題だった。

　そのあたりは、ゆっくりと時間をかけて解決するとしよう。

　さて、と。お次は後輩の雫しずくとデートの時間だ。

（これを乗り切れば、今日の予定はクリアだ！）

　まだ途中だけどかなり疲れる一日だ。すでに二回死んだせいだろう……できればもう死にたくないので、雫とのデートでは慎重を心がけることにした。

　まずは事前準備として、トイレで衣服を着替えておく。雫しずくとのデートは数日前から決定していたことなので、しっかりと彼女が好きそうな衣服を用意できたのだ。

（う、うわぁ……恥ずかしい。こんなのを着て外に歩きたくないっ）

　鏡に映る自分を見て思わず死にたくなった。

　しかし、この恰かつ好こうなら雫が喜ぶことは間違いない……恥ずかしいけど、我慢しよう。

　早足で歩きながら雫と待ち合わせしているゲームセンターに向かう。

（雫は……いた）

　ゲームセンターの入り口付近にはすでに雫がいた。

　彼女は白色のゆるいブラウスと、ひざ丈ほどある紺色のスカートを着用している。

　派手さこそないが清せい楚そでふわふわとした恰好は乙女チックな雫によく似合っていた。

　落ち着きなくそわそわしているのは、俺とのデートを楽しみにしていたからなのか。

　もしそうなら嬉うれしいな。うん、可愛かわいい後輩のためだ……恥じらいは捨てて、彼女の思い描く『理想の王子様』になりきってやろう。

　改めて気合を入れた俺は、彼女に声をかけた。

「姫、お迎えに参りました」

「こんにちは、先輩……って、あわわっ。す、すすす素敵です！　似合ってます、とっても似合ってます！　先輩のタキシード姿、かっこいいです!!」

　雫は俺の恰好──白のタキシードを見て喜んでいた。

　やっぱりこの子はこういう恰好が大好きみたいだ。

　雫は俺のことを少女漫画に出てくる王子様のように思っている。もちろんそんなわけないし、俺はどちらかと言えば成人漫画に出てくる系のキャラクターだ。

　しかし俺の本性を見せてしまうと雫はヤンデレを発動させてしまう。

　なので彼女の前ではなるべく王子様を演じることにしていたのだ。

「君の可か憐れんさに釣り合う恰好をしてきたつもりさ。ほら、おいで……プレゼントに、このバラを受け取ってくれ。デートの記念に、ね？」

　キザなセリフの後、事前に用意していたバラの花を渡してウインクを決めておく。

　このみの少女漫画を読んで学習した王子様っぽい言動だった。ああ、吐き気がする。こんな男をもし現実で見たら、たぶん助走つけて飛び蹴りしたくなるだろう。

「素敵！　ありがとうございます……えへへ」

　まぁ、雫が嬉しそうにしているのだ。

　どんなに周囲からの視線がきつくても、この路線を貫いてやる！

「姫……今日の恰好もたいへん麗しくて目が潰れそうだ。たとえるなら、砂漠に存在するオアシスのような癒いやしを感じるよ。君の瞳に乾杯」

「そう言ってくれて嬉しいです！　乾杯っ」

　とりあえずエア乾杯を交わした後、早速俺たちはゲームセンターに入った。

「どうぞ、手を。どこにも行かないように、握らせてくれないかな？」

　キザったらしく手を差し出す。自分で言ってて鳥肌が立った。

「はい、喜んで……どこにも、行きませんから」

「それにしても、ゲームセンターか……姫にはもっと美しい場所が似合ってると思う。たとえば、星がきらめく夜空の下や、水面に映る月が美しい海岸とか」

「そういう場所もロマンチックですねっ。だけど、今日は……先輩とプリクラが撮りたかったんです。あの……好きな人とこういうことするのが、夢で」

　モジモジしながら雫しずくはぽつりと呟つぶやく。その言葉に俺は頬ほおを緩めた。

「君の夢を叶かなえられて嬉うれしいよ」

　今のは演技ではなく、心からの言葉だった。雫のこういう乙女チックなところは可愛かわいいと思う。もうちょっと俺の評価を下げてくれたら文句なしだったんだけど。

「こちらこそ……夢を叶えてくれて、ありがとうございます。えへへ、早く行きましょう！　ここのゲームセンター、コスプレもできるみたいなんです！　私も、もうちょっと先輩に似合うようなお洋服を選びますね！」

　雫の機嫌はとても良さそうだった。

　今のところ、俺は彼女の理想通りに王子様を演じ切れているようだ。

　このままボロを出さずに最後まで頑張りたいものである。

「あ、ちょっと待っててください。衣装を借りてきますので！」

　プリクラ機の並んでいるコーナーに到着すると、雫が衣装をレンタルするために店員さんの方へ行った。

　このあたりはコスプレをしている客が多いので、俺の恰かつ好こうもそこまで目立たない。

　そのことに安あん堵どしつつ、雫が来るのを待った。

　少し経たって、登場した彼女は……。

（えっっっっっっっっっろ！）

　エロかった。

「ど、どうでしょうか？　あの……先輩に釣り合うようなドレスを探したのですが、これしか良さそうなのがなくてっ」

　胸元はガバーッ！と開いており、ふとももにはスラーッ！とスリットが入っている。そのせいでオッパイは半分くらい、ふとももは付け根までバッチリ見えていた。

　雫は高校一年生にしては体が小さい方だが、こんなにも露出度が高くてはエッチだと表現せざるを得ない。思わず目が幸せになった。

「先輩に、相応ふさわしい恰好ができていますか？」

　雫は顔を赤くしながらごにょごにょと呟く。本人はかなり恥ずかしがっているらしい。

　あるいは、身の丈に合わない恰かつ好こうをしているかもしれないと不安になっているのか。

「綺き麗れいだ。よく似合ってる」

　本当は『ふーん、エッチじゃん』と言いたかったのだが、雫しずくの思い描く王子様はそんなこと絶対に言わないはずなので自重しておいた。

　なるべく紳士を心がけた発言に、彼女は破顔する。

「それなら良かったです！　そしてごめんなさい……もしかしたら先輩が私をエッチな目で見るかもしれないと、疑ってしまいました。そうですよね、先輩は王子様なんだから、そんなこと絶対にありえませんよね！」

「ハハハ。モチロンダヨー」

　キラキラとした瞳に目がくらんだ。やめて、そんな純粋な目で俺を見ないで……。

「私の胸も小さいですし、そんなことありませんね。疑ってごめんなさい」

　バッチリエロい目で見てたなんて言えなかった。

「それでは、プリクラを撮りましょう！　どれがいいかな～♪」

　ご機嫌な様子で雫はプリクラ機を選ぶ。俺にはどれも同じに見えるがやはり違いがあるのだろう。数分ほど彼女はじっくり悩んでから、一つのプリクラ機に入った。

「これがいいです！　普通のプリクラ機は女性向けに作られているので、男性が映るとちょっと変になります……でも、こちらのメーカーなら男性でもナチュラルになるので、きっと先輩の魅力をそのまま撮影できます！」

　なるほど。よく分からないけど、まぁ雫が満足そうなのでこれでいいや。

「先輩、はやくはやくっ」

　はしゃいでいるのか、ぴょんぴょんと飛び跳ねながら雫が手招きする。

　そんな仕草に癒いやされつつ、俺は撮影ブースに入った。

（思ったより狭いな）

　プリクラを撮るのは初めてだ。中は狭かったので、体が自然と雫に密着していた。

「えへへ、ドキドキしますねっ」

　雫は俺とくっつけて喜んでいるようだ。ピタリと身を寄せている。

　一方、俺の方は別の意味で喜んでいた。

（おお！　オッパイ見えそう!!）

　上から雫の方を見下ろすと、ガバーッ！と開いたドレスの隙間から雫のオッパイが見えそうだったのだ。小さいサイズ特有のチラオッパイである。

（もうちょっと……もうちょっと！）

　あとほんの少しで全部見えそうな気がした。

　正直、プリクラのこととかどうでもよくなって、俺の意識はそっちに持って行かれる。

「じゃあ、先輩！　撮りますよっ」

　その後、雫しずくとプリクラを撮影したのだが、詳細はよく覚えていない。

　思春期の男子高校生なのだから、オッパイに意識が傾くのは仕方ないことだと思います。

　そうやって煩悩にまみれていたからだろう。

「先輩、一緒に落書きしましょう……って、あ」

　画面に映し出された写真を見て、雫が落胆の声を上げる。

「…………オーマイガー」

　それを見て、俺は思わず天を仰いだ。やっちまったぜ。

「あの、先輩？　どうして鼻の下が伸びているのですか？　どうして目が血走っているのですか？　どうしてカメラ目線じゃないんですか？　どうして、私の胸を覗のぞこうとしているのですか？」

　そう。映し出された俺は、残念ながら王子様と言えない顔をしていた。

　そこにいたのは、一匹のエロガキ。

　隣の女の子の胸をどうにかして見ようとする情けない男子高校生だった。

「…………煩悩には、勝てなかったよ」

　膝をついて終わりを悟る。言い訳の余地もないとはまさに今だろう。

「おかしいです。私の先輩はこんなだらしない顔をしません。私のことをエッチな目でなんか見たりしません。私の先輩は性欲なんてない爽やかな王子様なはずです。女性の裸を見ようと『風邪ひくぜ？』って言いながら上着をかけてくれる優しい人のはずです！」
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　そいつ本当にちんちんついてるのかよ。普通、裸の女性を前にしたらとりあえず拝むだろ。そんなに爽やかな男がいたら、そいつはもう男じゃないだろ。

　心の中で愚痴を零こぼしたが、彼女に伝わるはずもなく。

「こんなの、先輩じゃない……さてはあなた、偽物ですね!?」

　やっぱり雫しずくは俺のことを偽物判定した。薄々そうなるだろうと予感していたので、驚きはない。死神ちゃんもご登場しており、プリクラ画面に映る俺の顔を見てドン引きしていた。

　あーあ、俺は死ぬだろう。だったら、もういいや。

「雫。大丈夫、オッパイは小さいけどお前は十分エロいよ。自信持て」

　爽やかに笑いながら王子様らしからぬことを口にしておく。

　雫は自分の体つきにコンプレックスがあるらしいので、フォローの言葉を入れておいた。

　まぁ、今の状況で言っても仕方ないのだが。

「え、エロくなんかないです！　そんなエッチなこと言うなんて……やっぱりお前は偽物だな！　先輩を……私の王子様を、返せ!!」

　そして死神ちゃんが大鎌を振り下ろす。

　サクッ♪という音とともに、俺の視界は真っ白な光に包まれた。

　本日、三度目の『死』である──







「おとうさん、あの顔はないです……娘の私でもドン引きしました」

　死後の世界について早々、俺はヒカリに説教されていた。

「だってだって、雫がエッチだったんだもん」

　あんな恰かつ好こうを見せられて煩悩を抱かない男子なんているのだろうか。いや、いない！

「おかあさんはエッチなのあまり好きじゃないですよ？　確か、おとうさんが持っていたエッチな本とか、そういうの全部捨てたって前に言ってました」

「マジかよ!?　やめて、それだけは……やめてぇ」

　未来の俺はきっと血の涙を流したことだろう。何せ、青春を共に歩んだ相棒であり、人生について教えてくれた教科書を捨てられるのだ。

　これ以上に悲しいことなんてなかなかないと思う。

「ふむ、どれどれ……ぶふぉー！　小僧、哀れだのう！　エロ本を捨てられて号泣しておるわ！　ギャハハハハハハ！」

　イザナミはどうやら未来の俺を見ているようだ。エロ本を捨てられる姿がさぞや滑稽なのか、品のない笑い声をあげていた。あれはガチの笑い声だな。

　なんかむかつくけどイザナミのことは無視しよう。

「うぅ、ヒカリ……ダメダメなおとうさんを叱ってくれぇ。分かってるんだよ……雫しずくはエッチなことが苦手って分かってはいるんだよ！　でも、性欲が俺の理性を邪魔するんだ！」

　慟どう哭こくする。エッチなことに弱い自分を恥じていた。

「頼む！　このままだと、次に生き返ってもきっと雫をエロい目で見てしまう……あのエッチなドレスに鼻の下が伸びる！　だから、ヒカリ……娘として、おとうさんを思いっきり叱ってくれぇ」

　縋すがりつくように、膝立ちになって娘のおなかに抱きつく。

　ヒカリは俺の頭をぽかぽか叩たたきながらお説教してくれた。

「おとうさんのエッチ！　へんたい！　スケベ！　もっと落ち着いてくださいっ」

「ありがとうございます、ありがとうございます！」

　ヒカリの言葉は俺の心を癒いやす。お叱りの言葉だろうと愛情の含まれたヒカリの声は、俺の煩悩にまみれた心を浄化してくれた。

「おとうさんはとっても素敵な人なんです……おとうさんが思ってるよりも、おとうさんはかっこいいんですよ？　だから、もうちょっとだけ我慢してください。私が未来でおとうさんと会うためにも、頑張ってくれると嬉うれしいですっ」

　……そうだ。このまま殺されては、未来でヒカリと出会えなくなってしまう。

　それはとてもイヤだった。

　この子と出会うためにも俺は死ぬわけにはいかない。だから、ヒカリのためなら……エッチな欲望だって、我慢できる！　たぶん、そのはず！

「うん、分かった！　おとうさん、ヒカリのために我慢する！」

　決意を込めてうなずくと、ヒカリはよしよしと頭を撫なでてくれた。

「はい、いい子です。頑張ってください……そう言うことしかできませんけど、信じています。ヒカリを、おとうさんの娘にしてくださいね？」

　説教も上手だし、褒めるのも上手。俺の娘は本当にいい子に育つみたいだ。

「よし！　ヒカリのおかげで元気が出た……ありがとう！　また、頑張ってくるよっ」

「はい。でも、無理はしないでください……どうか、お元気で」

　いつものように別れの言葉を交わしてから、俺は再び立ち上がった。

　もう、死んだことに対する恐怖はない。未来への希望のために俺はまだ動ける。

「イザナミ、よろしく」

「うむ。任せるが良い……ほれ、また妾わらわを楽しませてくれ」

　そうして俺は再び死後の世界を後にする。

　ヒカリとの約束を胸に抱いて、今度は煩悩に負けないことを己に誓うのだった。







「ど、どうでしょうか？　あの……先輩に似合うようなドレスを探したのですが、これしか良さそうなのがなくてっ」

　生き返ったタイミングは、雫しずくがドレスに着替えて俺に披露していたタイミングである。

（相変わらずエッチだ）

　露出された胸元とふとももに目線がいきそうになるが、脳裏に浮かんだヒカリが叱ってくれたので、どうにか自分の欲望を制止できた。

「綺き麗れいだ。よく似合ってるよ……でも」

　言葉の後、俺はゆっくりと上着を脱いで彼女にそっとかけてあげる。

　それから、俺にできる限りのキザったい態度で、かっこつけながらこう言った。

「風邪ひくぜ？」

　殺される前に雫が『本当の先輩ならこう言ってくれる！』と口にした言葉だ。

　もちろん、彼女がときめかないわけもなく。

「ドキン！　あ、あうぅ……かっこよすぎて、心臓が爆発しそうですぅ」

　顔を真っ赤にしながらだらしない表情を浮かべていた。めちゃくちゃ喜んでいた。

「ごめんなさい、もしかしたら先輩がエッチな目で見るんじゃないかって、疑ってました……そんなことを考えてしまっていた私の方がエッチですよね。ごめんなさいっ」

　まったくだ。そんなドスケベなドレスを着やがって、オッパイを見ても仕方ないだろ？　というのが本音だが、もちろんそれは心の奥にしまっておいた。

「そんなことないさ。俺は君の王子様……そんな感情なんて微み塵じんも持っていないよ。この心にあるのは、君への深い愛情のみ。姫、どうかご自分を責めないでくれ」

「はいっ。先輩はやっぱり、私にとっての王子様です……素敵すぎて、今この瞬間がまるで夢みたいに思えます。先輩の隣にいられるなんて、私はとても幸せ者ですねっ」

　ニッコリと笑う雫に、俺もまた微笑ほほえみかける。

　この調子なら、プリクラで撮影している間も、煩悩に負けることはない。

　保険として上着もかけてあげたのだ……今の状態であれば露出も減っているので、鼻の下が伸びることもないはず。

　どうにかこれで雫のヤンデレは回避できただろう。ヒカリが元気づけてくれたおかげでまた一つヤンデレを乗り越えることができたみたいだ。

　あの子のためにも、俺は死ぬわけにはいかない。







　プリクラを撮った後、少しだけ他のゲームでも遊んでからゲームセンターを出た。

「先輩、この後はどうしますか？　もしよければ、お茶でも一緒に……」

「あ、すまない。この後は予定があるから、申し訳ないけどお別れの時間だ……俺も寂しいけど、我慢するよ。姫も、我慢してくれるかい？」

　現在の時刻は十五時過ぎ。このみは俺のことを一時間以上待っているので、さすがにこれ以上一人にさせるとまたヤンデレが発動しそうで怖かった。

「そう、ですか……いえ、贅ぜい沢たくは言いません。今日、先輩は私の夢を一つ叶かなえてくれました。それだけで、満足しないと欲張りですからね」

　雫しずくはもっと一緒にいたがっていたが、納得してくれたので良かった。

「なに、デートは今日だけじゃない。また別の日に、一緒に時間を過ごそう」

「はい！　私で良ければ……また、デートをご一緒させてください」

　次の約束もしっかりしてあげると、雫は笑ってくれる。

　どうにか、雫とのデートも無事に完遂できた。そのことに俺は安あん堵どの息を零こぼす。

（ふぅ……長いデートだったなぁ）

　このみ、彩さい花か、雫、と立て続けにデートして疲れた。

　三人とはそんなに長い時間一緒にいたわけじゃないし、なんならデパートに到着してからまだ二時間も経たっていないが、それでも疲労は濃い。

　短時間で三度も死んだせいだろう。精神もすり減っていたし、肉体も重かった。

（安心したら力が抜けてきた……）

　ふと、足がよろめく。少しめまいがして立ち止まり、俺は目に手を当てる。

　すぐにめまいは収まったので体調に問題はなかったのだが……この一瞬、目を閉じたのは大きなミスだった。

　俺は油断していたのだ。まだデートは終わってないし、隣には雫がいる。だからもっと警戒して、何事もなく雫と別れるまで気を抜くべきではなかったというのに。

　俺は、失敗した。

「あれ？　あそこにいるのは……このみちゃんと、彩花先輩ではないですか？」

　まるで、示し合わせたかのように、このみと彩花が視界の先に現れた。しかも別々の方向から、同じタイミングで……俺たちのところに向かって歩いてきたのである。

　あちらもちょうど俺と雫に気付いたらしい。こちらをまっすぐに見ていた。

　もう逃げることも隠れることもできない。

（ま、まずい）

　冷や汗が流れた。もっとも、危惧していた事態が起きたのである。

　これだけは気を付けていたのに……一瞬の油断で、今までの警戒が台無しになった。

　気を抜かずに二人の接近に気付けていたのなら……もしかしたら、雫も含める三人がお互いに認識する前に、対策を打てたかもしれない。

　雫を強引に引っ張って物陰に隠れることができたかもしれない。

　だけど気を抜いたばっかりに、もう手遅れになっていた。

（ブッキングがバレちゃったー！）

　そのことに、俺は絶望するのだった──
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　どうしよう。どうしよう、どうしようどうしようどうしよう！

　隣には無表情になった雫しずく。

　右前方からはこっちを不可解そうに見ているこのみ。

　左前方からは怪け訝げんそうな顔の彩さい花か。

　三者三様の表情だが、いずれも不機嫌な顔であることは共通していた。

　デートをトリプルブッキングさせていたことがバレてしまった……言い訳の余地もない状況に、俺は頭を抱えることしかできない。

　まずこちらに到着したのはこのみだった。

「おにぃちゃん……寂しくて、ずっと探していたんだよ？　やっと見つけた、けど」

　このみはチラリと雫に視線を送る。彼女は小さく頭を下げた。

「こんにちは、このみさん。ここにいる理由を聞きたいですけど……もうちょっと後で、みんな一斉に聞いた方が早いですね」

　言葉の直後、少し遅れて彩さい花かもこの場に到着する。

「光こう輝きさんの匂いが残っていたので、辿たどってきたら……まだ帰ってなかったようで。しかも、他の方とご一緒だった、ということかしら」

　彩花はこのみと雫しずくを見てため息をついていた。

　なるほど……このみも彩花も、俺を探してここに来たらしい。こんなに彼女たちが俺のことを求めているのは、イザナミの魔法で愛情が倍になったせいだろう。

　そしてだからこそ、この状況に対して三人はかなり思うところがあるようだ。

「光輝先輩には聞きたいことがたくさんあります。このみちゃんも、彩花先輩も、あると思います。でも、ここだと他の人たちに迷惑がかかるので、一度外に出ませんか？」

「ええ。その方がいいと思うわ」

「……うん。分かったの」

　そう言って三人は無言で歩き出す。俺はそっと逆方向に歩き出そうとしたが無駄だった。

「光輝さん？　逃がすと思ってるのかしら？」

「いや、ちょっとこの恰かつ好こう着替えようかなって……さ、さすがにね？　ほら、せめて普通の恰好で怒られたいっていうか、この恰好だとなんかふざけてるっていうか」

「おにぃちゃん、似合ってるよ？　そのままでいいと思うの」

「はい。そのままでいいので、どうか逃げないでください」

　やっぱりダメだった……こちらの思惑はバレバレである。

　むしろ逃げようとしたせいでもっと三人は疑念を強くしたようだ。

「ちょ、三人とも？　力が強いよ……もっと優しく、ね？　か弱い男の子を労いたわってくれませんか？　あ、痛い。普通に痛いなぁ。あはははー」

　右手にはこのみ。左手には彩花。後ろからは雫が俺を掴つかんでいる。

　その力は強くて逃げられそうになかった。

　そうして、俺は外へと連行される。デパートから出るとちょうど話し合いに良さそうな公園があったので、三人はそちらで話し合いをすることに決めたようだ。

　休日だが最近は外で遊ぶ子供が少なくなっているらしい。デパートの裏という人の目に触れにくい立地ということもあってか、公園には俺たち以外誰もいなかった。

（ここなら殺人現場にもってこいだぜ！）

　こんなに人を殺すのにちょうどいい場所が他にあるだろうか……！

　断言する。俺は絶対に殺されるだろう。この後、三人から詰問されて、納得のいかない三人がヤンデレを発動させて、登場した死神ちゃんに大鎌でやられるのだ。

　そう考えると体が震えた。今までの死は突発的なものだったので恐怖を覚える間もなかったが、今回の死は猶予がちょっと残されていてイヤだった。

　どうにかして回避したいところだが……。

「あ！　ちょっと雨が降ってない？　そうだ、風邪をひかないようにもう帰ろう！」

「ダメです。逃げようとしても無駄ですよ？」

　ぽつぽつと雨が降ってきたが三人はお構いなしだった。うん、逃げるなんて無理……この状況をどうにかする手段があるのなら誰か教えてください。

「では、先輩……どういうことか、説明してもらっていいですか？　私とのデートの前に、お二人ともデートしていたということですか？」

　そして、詰問が始まった。

「おにぃちゃん……ちょっとおかしいって思ってたの。このみね、ずっと待ってたんだよ？　そっか……他の女の子とも、遊んでたんだね」

「……浮かれてたわ。どうして光こう輝きさんにこびりついた他の女性の匂いに気付かなかったのかしら。いつもなら気付けてたはずなのに……光輝さんと一緒にお買い物できて舞い上がってたのね」

　失望したような、落胆しような言葉に頬ほおが引きつった。

「ご、ごめん。その、みんなとのデート、俺も楽しみで……だから、断るのはもったいなくて、ブッキングしちゃったんだ！　本当にごめん！」

　ここで嘘うそをついたところで意味はないので、事実をありのままに白状した。

「もともと、今日は雫しずくとデートすることが決まってたんだ。でも、お昼くらいにこのみから買い物に誘われて、時間的にも余裕があるから大丈夫と思ってそのまま行くことにしたんだよ。それから、直後に彩さい花かからもお誘いがあって、どうしても断れなくて……トリプルブッキングしちゃったんだ」

　言い訳めいた言葉はなるべく使わずに情報だけを説明した。

　すると、三人は理解してくれたようで。

「そうなんだ……おにぃちゃん、もともと予定があったんだね。このみのお買い物、無理に付き合わせてごめんなさい」

「厳密には時間が重なっているわけではないのね……光輝さんが不義理を働いている、とするのは無理があるような気もするかしら」

「先輩はとても素敵ですから……他の女の子からお誘いがないわけありませんね」

　俺の状況に対して一応の『納得』はできたらしい。

　ただ、それは論理的な肯定であり、許されたわけではない。

　感情的には納得いかない部分もあるようで、三人の表情は未いまだに曇ったままだった。

「でもね、おにぃちゃん……やっぱり、このみは不安なの。おにぃちゃんが、他の女の子とお付き合いして……このみのこと、好きじゃなくなるのがイヤなの」

「……もし、光輝さんがわたくし以外の女性とお付き合いして、その人がわたくし以上に光輝さんのことを知ることになったら……それは、とても辛つらいわ」

「私にとって、先輩は憧れです。理想の王子様なんです……だから、私以外が先輩のお姫様になるなんて、耐えられません」

　申し訳なさそうに、三人は思い思いの感情を紡ぐ。

　言葉こそ違うが、彼女たちは俺が別の誰かと恋仲になるのを怖がっているみたいだ。

　恐怖。それは、三人にとって最もあってはならない感情である。

　このみは独りになりたくないという孤独への恐怖。

　彩さい花かは好きな人の全てを理解したいと願うほどの愛情を裏切られる恐怖。

　雫しずくは理想の男性を失う恐怖。

　それぞれの恐怖は、とある女神のせいでねじ曲がり──最悪の結果を引き起こすトリガーとなりかねない感情だった。

（このままだと……絶対に、ヤンデレになるよな!?）

　なんとか彼女たちの恐怖を取り除いてあげて、ヤンデレの発動を回避したい。

　しかし、それはもう無理だった。




「おにぃちゃん。好きです……家族としてじゃなくて、一人の女の子として、大好きです。だから、付き合ってください……ずっとずっと、隣にいさせてください」

「光こう輝きさん、わたくしとお付き合いしてくださらないかしら。あなたのことを、他の誰よりも理解させてくださいまし」

「先輩、私を先輩のお姫様にしてください。先輩の少し後ろから、同じ人生を歩ませてください」




　俺が押し黙っている間に、彼女たちは俺に思いをぶつける。

　告白──しかも、三人から同時に。

（卒業式の日と、同じ……！）

　この光景は、イヤでもあの日を思い出させた。

　高校三年生の卒業式。告白してくれた彼女たちがいきなりヤンデレになって、俺が死んだあの瞬間は……何度思い出しても、背筋が寒くなる。

　またしても、俺は殺されてしまうのだろうか。いや、絶対に殺されてしまうはずだ。

　だって、この告白は誰を選んでも誰かがヤンデレになってしまうのだから。

「…………っ」

　告白の答えなんて思い浮かばない。不安そうに俺の言葉を待つ彼女たちには悪いけど、今は殺されることへの恐怖で何も考えられなかった。

　目も合わせることもできない。彼女たちの気持ちを受け止めることもできない。せっかく俺のことを好きと言ってくれているのに……その思いに応えることができない。

（死にたくない……まだ、死ねないんだ）

　遠くから俺のことを大切に思ってくれている、じいちゃんとばあちゃんのためにも。

　そして、未来に生まれてくるであろう……可愛かわいい娘のためにも。

　俺は、死ねない。

「う、うぅ……うわぁああああああん!!」

　だから、気付くと俺は走り出していた。

「ごめんなさいぃいいいいいいいいい!!」

　彼女たちから背を向けて、全力で走る。

　情けないことに、俺は三人から逃げ出したのだ。

「じ、時間をくださぁああああああい!!」

　どう答えようとも、この場にいても殺されるだけ。

　だったら、一時撤退して作戦を決めたい。もしかしたら時間が彼女たちの感情を癒いやすかもしれないし……とにかく今は、逃げ出すのが最善策と思ったのである。

（ごめん、ごめん……ごめん！）

　振り返ることはできなかった。

　彼女たちがどんな顔をしているのか確認する勇気がなかったのである。

　でも、この告白には絶対に答えを出す。ただ、ちょっと時間がほしいだけだ。

「はぁ、はぁ……」

　息を切らしながら公園を飛び出る。雨に濡ぬれた道路は滑りやすく、何度も転びそうになった。しかし俺は止まることなく、そのまま自分の家へとまっしぐらに走り続ける。

（急いで荷物をまとめて……それから、じいちゃんとばあちゃんの家に行こう。でも、一人は寂しいから……瑠る璃りについてきてもらって、田舎でちょっとだけのんびりしよう。ほとぼりが冷めたら、またここに戻ってくればいい。その時にまた、頑張ればいい）

　じいちゃんとばあちゃんは『いつでも帰ってこい』と言ってくれた。

　幼おさな馴な染じみの瑠璃は『どこにだってついて行く』と言ってくれた。

　俺は、そんな三人の好意に甘えようとしていた。

　このみ、彩さい花か、雫しずくの思いを無視して……自分だけ、救われようとしていたのである。

　もしかしたら、その天罰が下ったのかもしれない。

「────ぁ」

　ちょうど、曲がり角に飛び出た時だった。




　ピィイイイイイイイイイ!!




　甲高い音が鳴り響く。

　何が起きているのか分からずに首をかしげると同時、俺の体が勢いよく吹き飛んだ。

（あ……やばい）

　不思議と痛みはない。ふわりとした浮遊感に包まれて、むしろ心地良くもあった。

　ゆっくりと状況を俯ふ瞰かんできるほど、時間もスローに感じられる。

（そっか。俺、車にひかれたのか）

　そう。無我夢中で走るあまり、道路に飛び出してしまったらしい。運が悪いことに丁度車が来ていたようで、体が思いっきりはねられたというわけだ。

（俺、死んだな）

　何度も体験しているから分かる。この感覚は死ぬ時と同じだった。

　結局俺は死ぬようである。

　ヤンデレになりそうだった彼女たちから逃げても死んでしまうとは……皮肉な話だ。

　どうせ死ぬのなら、しっかり彼女たちの告白に答えても良かったのかもしれないなぁ。

（死神ちゃん……？）

　雨に濡ぬれた地面に横たわると、大鎌を持ったさらし姿の美女が俺の手を握ってくれた。

　優しい微笑ほほえみを浮かべながら、俺をしっかりと導こうとするように。

（ヒカリはなんて言うのかな……また、叱ってくれるのかな）

　心の中で娘のことを思いながら、俺は目をつぶる。

　死んだことは悲しいが、またあの子と出会えることを嬉うれしくも思っていた。

　今はヒカリの言葉を聞きたい。あの子を抱きしめて、元気をもらいたかった。

「ヒカリ……今、行く」

　そう小さく呟つぶやいて、俺は意識を手放すのだった──







「ヒカリ、ごめん。また、死んじゃったよ……情けない父親でごめんな。また、叱ってくれないかな？」

　死後の世界で、目を開けてすぐに俺はヒカリに呼びかけた。

「…………あれ？　ヒカリ？」

　だが、返事はなかった。怪け訝げんに思って周囲を見渡すものの、娘の姿はどこにもない。

　あるのは、どこまでも真っ白い空間と……ぽつんと佇たたずんでいるイザナミだけ。

「痛ましいのう。さすがの妾わらわも、今の小僧は笑えぬ……すまなかったな。そなたは良き道化だが、人間であることに変わりない。痛みに弱いのは仕方なきことぞ」

　イザナミは優しく微笑んでいる。

　今のこいつは、まるで女神のように慈愛に満ちた表情をしていた。

「よしよし、落ち着け」

　俺を赤ちゃんのようにあやすイザナミを見て、言いようのない不安に駆られる。

「イザナミ？　ヒカリはどこだ？　お前なんかより、俺はあの子に会いたいんだけど」

「……それはできぬ」

　俺の問いかけにイザナミは首を振った。

　ヒカリに会うことはできないと、女神は俺に告げる。

「良いか？　そなたの娘はな、『もしも妾わらわの権能が発動していない場合において、最も可能性の高かった未来に現れる生命』なのだ。妾の権能はそなたらの人生において異物……故に、権能の影響で誕生しなくなるそなたの娘は『生まれることが確定』していたとされ、生まれてこないなら『魂が死んだ』と裁定される」

　丁寧な説明に俺はポカンとしながら耳を傾けることしかできなかった。

　言葉の一つ一つを理解するのにやっとで、質問を挟む余裕もなかったのだ。

「今まで、そなたは死神によって直接殺されていたであろう？　故に、本来の人生において、権能さえ発動しなければそなたが殺されることはなく、小娘もきちんと生まれていたとされる」

　言われてみると、ヒカリの母親はその時々に関係の深い女の子へと変わっていた。

　もしイザナミの権能がない場合において、俺が最も結婚する可能性の高い女の子がヒカリの母親になっていたのかもしれない。

「だが、今回の『死』に妾の権能は関係ない。ああ、間接的には関係しているかもしれぬが、そなたの死因は『交通事故』になっておる。死神もそなたを手にかけておらん……つまり、妾の権能が発動していようとも、していなくとも、そなたは死んでおるのだ」

　今までは、イザナミが権能……ヤンデレの魔法さえかけていなければ、死神ちゃんに殺されることなんてなかったのだろう。

　だが、今回だけは別……交通事故という結果に、ヤンデレは関係ないのだから。

「当たり前だがのう……交通事故によってそなたが死んだ未来で、そなたの娘は誕生しない。故に、この場にもいない。そういうことぞ」

　イザナミにしては優しい口調だった。いつもはゲラゲラと下品に笑っていたくせに、今は本当に俺のことで心を痛めているように見えた。

　理屈は難しいから分からない。でも、とにかくヒカリと会えないことは分かった。

「────っ」

　言葉にできない感情に苛さいなまれて息が詰まっている。

　あの愛らしい笑顔をもう見ることができないと思うと胸が張り裂けそうだった。

　そんな俺の顔があまりにも惨めだったのだろう。

　イザナミは微笑ほほえみながら、俺を優しく抱きしめた。

「すまないのう。妾はそなたに辛つらい思いをさせたいわけではなかったのだ。妾は人間が好きである……不幸にしたかったわけではない。ただ、そなたがあまりにも面白かったから、つい夢中になってしまった」

「イザナミ……？」

「逃げ出すほどに辛つらかったのであろう？　良い、その弱さを責めるのは間違いぞ。むしろ人間らしいとさえ表現できよう……妾わらわとしては少し残念だが、そなたはもうここまでか。これ以上、辛い思いをさせるのも気が引ける」

　返事をする暇もない。イザナミは早口でこんなことを言った。

「後は妾がなんとかしよう。次に生き返った後、そなたが幸せになることを女神イザナミは約束する。交通事故に合わぬよう気を付けながら逃げるが良い……さすれば小娘たちとの縁を切り、少し記憶も調整してから、そなたに執着しないように気を付ける。そなたはこれで自由となる。やがては妾のことも忘れ、死んだことも忘れ、小娘たちのことも忘れて……穏やかな日々を送ることができるであろう」

　ともすればそれは、イザナミにとっての贖しよく罪ざいなのだろうか。

「『デウスエクスマキナ』というやつだな。『なんやかんやありましたが、神様が全てを解決しました』と、そういうありふれた物語の終わり方も良い。というか、もともと妾の責任であるからな……妾が幕を引こうではないか」

　次に生き返った時、俺はきっと逃げ切れるのだろう。イザナミのおかげで彼女たちとの縁がなくなり、田舎のじいちゃんたちの家でのんびりとした人生を送れるのだろう。

「小娘共も、妾が都合のいいように処理する。前にも言ったであろう？　きちんと幸せになることを妾が約束する。そなたは憂いなく残りの人生を謳おう歌かすると良い。小娘たちとの縁がなくなることだけは、申し訳ないがのう……その負債に釣り合うよう、快楽に満ちた人生を歩ませてやる。そなたは妾のお気に入りだからな、これくらいはさせてほしい」

　俺を好きになってくれた女の子たちだって幸せになる。

　俺がいなくなろうと彼女たちは光に溢あふれた人生を歩める。

　あるいはそれもまた、ありなのかもしれない。




　でも、やっぱり……そんなの、無理だ！




「バカやろぉおおおおおお!!　ぬおぉおおおおおお!!」

　話を聞き終えて、俺は強引にイザナミの抱擁を振り払う。

「こ、小僧？　どうかしたのか？」

　戸惑うイザナミは無視して、感情のままに叫びながら……俺は、自分を殴った。

「俺のバカ野郎!!　くそっ、痛くない……イザナミ、俺を殴ってくれ！　頼む、こんな情けない俺を、殴れ！」

　今はただ、自分が許せなかった。

　怒りのままに殴ったのだがやっぱり俺は自分に甘いのか、拳も痛いと感じられない。

　罰を欲していた。己の弱さに対する罰がなければならなかった。

「え？　あ、うむ。そなたが望むのであれば、そのようにしよう」

　イザナミも俺に罪悪感を抱いているのだろう。お願いしたら全力で殴ってくれた。

「ぐぺぇ!?」

　だけどさ、吹き飛ぶほど殴らなくても良かったと思う。

　現実世界なら骨がぐちゃぐちゃになってたんじゃない？　めちゃくちゃ痛かった。

「あ、ありがとう……おかげで、スッキリした」

　ともあれ、手加減なく殴ってくれたので少しは冷静になれた。

「……頭がおかしくなったのかえ？　すまない、妾わらわはそなたをそこまで追い詰めていたのだな……もう良いのだ、休め」

「おかしくなってないよ!?　今のは自分への怒りだ……クソっ。俺はなんて情けないやつなんだよ。約束一つ守れない男に、幸せになる権利なんてないのに」

　逃げれば幸せになれる。彼女たちのことも忘れて平穏な人生を歩める。

　でも、あの子はどうなる？

「結局、ヒカリは生まれてこないんだろ？　そんなのイヤだ。あの子はな、こんな情けない父親のことを『大好き』って言ってくれた。『娘にしてください』って言ってくれた。約束したんだよ……だから、ヒカリと出会えない人生なんて、意味がない」

　ヒカリのいない未来なんて歩んだところで何もない。死も同然だ。

「じいちゃんとばあちゃんに、あの子を見せてやるって約束したんだ。ヒカリも、じいちゃんとばあちゃんに会いたいって言ってくれた。それが永遠に来ない未来はなくてもいい。ヒカリがいないと俺は幸せになれないんだからな！」

　あの子のために死ねないと思った。だから俺は逃げ出した。

　でも、逃げ出したところであの子がいないのなら、まったく意味がない。

「しかし……そなたの娘であれば、今の結果を喜んで受け入れてくれるだろうに。そなたがこれ以上辛つらい思いをしないのなら、満足すると思うがのう」

「知るか。ヒカリが可哀かわい想そうだから生まれてきてほしいっていうわけじゃないんだよ……俺があの子と会いたいから、生まれてきてほしいんだよ。そのためならどんなに辛つらくても関係ない。未来であの子を抱っこできるのなら、それ以上の幸せなんてないんだから」

　我が子という存在は、俺が思っている以上に大きなものだった。

　無条件に愛せて、見返りなんて要らないからとにかく幸せにしてやりたくて、たくさん迷惑をかけてほしいなんて思えるのだから、子供って不思議だ。

　それに、そういえば俺はまだ『童貞』だ！

「あ、イザナミ……お前、もしかして『童貞が父性を語るなんて滑稽（笑）』とか思った？　別に童貞でもいいだろ！　父性が芽生えちゃったんだからしょうがないだろ!?」

　思い出した。俺にはまだ、やることがある。

「そうだ……俺は、童貞のまま死ぬわけにはいかないっ。俺を好きになってくれたあの子たちとエッチなことをしてやる！　俺は、あの子たちのオッパイを揉もむんだ！」

「……そこまで執着する価値はあるのかえ？　こんな脂肪に」

　イザナミは不思議そうな顔で自分のオッパイをボインボイン揺らしていた。

　いい揺らぎだ……いつまでも見ていられる。

　エッチなのはやっぱりいい。心が元気になる。

「……イザナミ。男はどうして、オッパイに手を伸ばすのか分かるか？」

「そんなの自明であろう。性的欲求、あるいは本能的回帰に基づく感情。人が初めて口にするのは母の乳房……初めて抱いた安らぎを本能が覚えているが故に、女体の胸に求めるのであろうな」

　なるほど。まぁ、理屈っぽいけどあながち間違ってもない解答である。

「悪くない。点数をつけると六十五点くらいかな」

「ほう？　この状況に至ってなお、オッパイを語るそなたの思考に驚きを隠せん。では、聞かせてみよ……そなたはどうして、オッパイに手を伸ばす？」

　だが、イザナミの解答は本質には届いていない。

　どんなに言葉を飾ろうと、男がオッパイを求める理由はもっとシンプルなのだ。




「そこにオッパイがあるからだ」




　届きそうな位置にオッパイがあるのなら、手を伸ばせ。大小に貴き賤せんはない。オッパイはどれも平等に素晴らしい。

「…………すまぬ。妾わらわには分からん」

「『女』神様だからな。男の気持ちが分からないのも無理はないよ。ドンマイ」

　イザナミは頭が痛いと言わんばかりにこめかみを押さえていた。

　冷静に振り返ってみると、生き死にの話をしていたはずなのに、いつの間にかオッパイの話にすり替わっていたので困惑してもいるようだ。

　だけどこれは俺にとって大切なことなので、申し訳ないが話を続けさせてもらった。

「イザナミ……オッパイにはな、無限の可能性がある。たとえばオッパイは、バナナを包み込むことができるらしい。あとな、オッパイはインターホン替わりにもなるらしい。押すと、すっごいエッチな音が鳴るんだって」

「う、うむ……それがどうかしたのかえ？」

「俺はまだオッパイを触ったことしかない……登山に例えるなら、ようやくスタート地点に立った程度の道程だ。まだオッパイには未知の到達領域がある。それを知りたい……もっと知りたい。女の子の体を、もっともっと研究したい」

　まぁ、なんやかんや言ってるけど、つまり俺が主張したいことは一つ。

「童貞のままじゃ、死んでも死ねない」

　ようやく思い出せた。

　ヒカリのためにも死ねない。

　そして、俺はまだ童貞なのだから、死んではならないのだ。

「しかし、逃げて生き延びれば、童貞を卒業することもできよう。人間の小娘なんぞどこにだっている。個人に拘こだわる必要はないだろうに。なんなら、妾わらわが筆おろしでもしてやろうか？　至上の快楽に真なる意味で死ぬと思うが、それでも良ければのう」

　イザナミはなんか変なことを言って自分の衣服をはだけさせた。人間らしからぬ体は美しくてエッチな造形をしているが、残念ながら俺のちんちん先輩は無反応である。

「ごめんな、俺にだって選ぶ権利はあるんだ」

「そなたは妾の評価が低すぎではないか!?　ほれ、ここにオッパイがあるのだから、強がってないで手を伸ばせばいいではないか！」

　痴女神イザナミはムキになって俺に襲いかかろうとする。

　それを軽くかわしながら、俺は断言してやった。

「童貞だからってバカにするなよ？　俺は、俺を好きになってくれた女の子とエッチなことがしたいんだ！　だから、あの子たちから逃げたらダメだった……情けない、童貞の風上にもおけない。俺は童貞ですらない、ただのヘタレ野郎だったんだ」

　面倒なのは自覚している。童貞特有の謎のこだわりでしかない。だけど、童貞だからこそ……初めての相手は、自分を好きな人がいい。それを夢に見て何が悪い？

「くっ、妾だって誰でも体を許すような痴女ではないというのに……それくらい、そなたのことを気に入っておるのだ。これ以上、辛つらい思いをさせたくないというのも本心ぞ？　大人しく妾の手で幸せになれば良いものをっ」

　どうもイザナミは本気で俺に悪いと思っているようだ。

　まぁ、全ての元凶はこいつである。イザナミが余計なことをしなければ、俺はここまで苦悩することはなかっただろう……でも、全部が全部苦しかったわけじゃない。

「お前は絶対に許さない。俺の大切な彼女たちに手を出したのは一生恨んでやる。だけど、一つだけ……娘のヒカリに出会えたことだけは、感謝してる。俺、こう見えて将来のことが不安だったんだよ。きちんと結婚して子供が生まれるのかどうか、気になってた。だから、あんなに愛らしい子が生まれてきてくれるのが分かって、嬉うれしかった」

　死後の世界で未来の娘と言葉を交わせた。肌と肌を触れ合わせた。

　それがとても楽しかった。

　死んだことで震えていた俺の心を、いつも元気づけてくれたのは娘のヒカリだった。

　断言できる。あの子がいなかったら、俺は幾度もの『死』に耐え切れなかっただろう。すぐにあきらめていただろう。だけどあの子が笑ってくれたから、俺は何度死んだって心が折れることなく前を向き続けることができた。

　だから大丈夫。でーすせっくすまきーなだっけ？　よく分からないが、神様がどうのこうのしなくたって俺は幸せを掴つかめる。だから、イザナミの申し出には首を振った。

「……妾わらわの贖しよく罪ざいを、受け入れるつもりはないと？」

「もちろん。なんだ？　イザナミ……もしかしてお前、これ以上見たくないのか？　俺というエンターテインメントがまだ続くんだぞ？　おら、素直に喜べよ。俺の滑稽な生き様を見て笑えよ」

　あえて挑発するような言葉を選んだ。

　煽あおるように、喧けん嘩かを売るように、女神様に好戦的な視線を送る。

　イザナミにとって俺は低俗な人間でしかない。

　そんな存在から挑発されているのだ……冥府の神が、乗らないわけがない。

「……ほう？　もっと遊んで良いのかえ？　妾の慈悲を一蹴して、まだ道化として振る舞うと？　こちらとしては喜ばしいが……妾は加減を知らぬ。そなたという玩具おもちやを壊してしまうかもしれんが、覚悟はできておると？」

「壊せるものなら、やってみろよ。上等だ、いずれ俺はお前が退屈になるくらいの幸せな人生を手に入れてみせるけどな！」

　売り言葉に買い言葉。俺とイザナミは睨にらみ合いながらも、口元は笑っていた。

「くはは！　で、あれば……存分に、楽しませてもらうとしよう。遠慮はいらぬのだな？」

「遠慮なんてするな……俺は、童貞を卒業するまで死んでも死なない」

　改めて宣言すると、イザナミは仕方ないと言わんばかりに息をついた。

「やれやれ、誠にそなたという人間は面白い。妾が気に入ったのも仕方ないと思えるくらいにな……して、あの状況を回避する手段はあるのかえ？　そなたは小娘三人から告白されていたがのう」

「知るか。手段も作戦もアイディアも何もない。俺はあんまり頭がよくないからな、その場しのぎでなんとかなるだろ」

「そうか。楽観的だのう……そこもまた面白い。では、また笑わせてもらおうぞ」

　そう言って、イザナミは今までよりも力強く柏かしわ手でを打つ。

　途端に視界がブラックアウトして、俺の意識が暗転した。

『……ありがとう、お父さんっ』

　最後に愛いとしの娘の声が聞こえた気がしたけど、それを確認する時間はなく。

　俺は、現世に舞い戻った──







「おにぃちゃん。好きです……家族としてじゃなくて、一人の女の子として、大好きです。だから、付き合ってください……ずっとずっと、隣にいさせてください」

「光こう輝きさん、わたくしとお付き合いしてくださらないかしら。あなたのことを、他の誰よりも理解させてくださいまし」

「先輩、私を先輩のお姫様にしてください。先輩の少し後ろから、同じ人生を歩ませてください」

　──告白の言葉が紡がれる。

　三人の美少女が不安そうに俺を見つめている。

（ベストタイミング……あいつ、本当は生き返る時間も調整できるんじゃないか？　よく分からん神様だなぁ）

　イザナミは不器用だから生き返るタイミングを選べないとか言っていたが、あれが本当かどうか疑わしくなるくらいに完璧なタイミングである。

　告白の直後、前回の俺は逃げ出した。

　情けないことに一目散に逃げて、哀れにも交通事故で命を落とした。

　もうあんな無様は晒さらさない。

　ヒカリのためにも……俺は、この子たちと向き合わなければならない！

（考えろ……どう答えればいい？　なんて言えば、ヤンデレを発動させずにすむ？）

　可能性を一つ一つ考慮する。もしもを仮定して、その先にある結果を予測した。

　たとえば、誰か一人の告白を受け入れたとしよう。

　その場合、残りの二人が感情を乱してヤンデレになる可能性が高くなる。

　……いや、そう考えることがそもそも間違っているような気がしてならなかった。

（俺は、いったい誰と付き合いたいんだ？）

　理屈ではない。感情的に、この三人の中で一番好きな女の子は誰なのか。

　そこが大切ではないかと俺は思ったのだ。

　義妹いもうとの近衛このえこのみはとても甘えたがりで子猫みたいな女の子である。いつだって俺の後ろをちょこちょこついてきて、むせ返るほどの『大好き』という思いを伝えてくれた。

　同級生の西さい園おん寺じ彩さい花かはとてもお淑しとやかで穏やかな女の子である。セクハラしても笑顔で対応してくれるし、俺のことをどこまでも受け止めてくれる懐の大きな性格だ。

　後輩の奏かなで雫しずくは従順で健けな気げな女の子である。こんな俺なんかに憧れてくれて、いつだって俺を肯定してくれて、ただ隣にいるだけで幸せだと笑ってくれた。

　三人とも俺にはもったいないくらい魅力的な女の子である。

　その三人の中で、俺が最も付き合いたい女性は──

（やっぱり、選べるわけないだろ！　みんな、大好きだ！）

　──みんなだ。三人とも俺は大好きである。

　結局、俺の思いは卒業式の日と変わらない。

　自分の気持ちに素直になると、思考もクリアになっていった。

（そもそも、三人は俺が他の子と付き合うことで、自分が愛されなくなることを怖がっている……卒業式の日だって、そうだった）

　あの日、体育館裏で俺は三人から同時に告白された。

　そして、その後……彼女たちはヤンデレを発動したわけだが。

（いや、その前に彼女たちは、なんて言った？）

　ヤンデレを発動させる前、このみと雫しずくと彩さい花かは俺を奪い合おうとしたか？

　自分こそが彼女になるべきだと、他の女の子を責めたりしたか？

（違う。彼女たちはそんなことしなかった。ヤンデレになっても、他の女子は傷つけようとしなかった……本当に本当に、優しい子たちなんだ）

　三人はこう言ってくれた。

『俺を分け合う』

　結果的にはその直後にヤンデレになって物理的に分け合われたわけだが、もしもヤンデレにならなかったのなら……俺は、三人とお付き合いできていただろう。

（三人は……ハーレムそのものをイヤがっているわけじゃなかった！）

　無言で押し黙る俺を見つめる三人の目は不安に揺れている。でも、視線は俺のみに注がれていた。やっぱりこの子たちは他の女の子を押しのけようとしない。

　ただ、俺のことを二百パーセント好きなあまり、自分が選ばれなかったことに怯おびえているだけだと思った。

（だったら……三人が、俺のことを愛してくれているのなら！　その全てを、受け止めてこそ男だろう!?）

　ようやく、決意が固まる。

　もしかしたら俺の予想は外れて、三人はヤンデレを発動させるかもしれない。

　でも、その時はその時。殺されたのならまたやり直せばいい。

　だからまずは、自分の思いを素直にぶつけてみたかった。

「みんなの気持ち、嬉うれしいよ。ありがとう……その上で、お願いしたいことがある」

　ゆっくりと言葉を紡ぐ。三人は目を見開いて、俺の言葉にジッと耳を傾けてくれた。

　答えを待ってくれている。微かすかに体が震えているのは、俺の答えを聞くのを怖がっているからだと分からないほど鈍感じゃない。

　そんな彼女たちを前に、俺は地面に膝をつけた。

　雨のせいで地面はぬかるんでいたが、そんなこと関係なく頭を下げて額をこすりつける。

　これは土下座。お願いごとをする際、最も強い気持ちを表現する姿勢である。

「「「…………へ？」」」

　三人はポカンと口を開く。

　俺の意図がよく分からないらしいので、俺は自分の思いを叫ぶことにするのだった。




「ごめんなさい！　誰かを選ぶことなんてできません！　みんな大好きです……俺は、三人とイチャイチャしたいです！　だから、どうか……三人とも、俺と付き合ってくれませんか!?　お願いします!!」




　──告白。俺から彼女たちに示した、好きという思いの雄お叫たけび。

　感情のままに発した言葉に、三人は何を思ったのだろうか……それが気になって、俺は恐る恐る顔を上げてみた。

　このみ、雫しずく、彩さい花かは……きょとんとしながら、俺を見ていた。

「つまり……光こう輝きさんを、分け合うと？」

「おにぃちゃんが、三人と付き合えるように……分割すればいいの？」

「それもまた、悪くないですね……みんな幸せになれる答えだと思います」

　彩花の一言をきっかけに、死神ちゃんがひょっこりと顔を出す。三人の目からも光が失われかけていたので、これでは卒業式と同じだと気付いて慌てて説明を付け加えた。

「物理的に分け合うって意味じゃなくて！　いや、分け合うって表現も違うんだ……俺は、三人を愛するよ。俺の愛情を百パーセントずつ捧ささげることを誓います！　三人を幸せにすることを約束します！　だから、ハーレムを許してください……みんな一番で、正妻で、彼女であることを受け入れてください!!」

　我ながらバカな答えだと思った。だけど、俺にとってそれは最良の選択肢だった。

　誰かを切り捨てた幸せなんて要らない。

　女の子を好きにさせてしまったのなら、全ての愛に応えるのが男の責任だ！

「このみ、ずっと隣にいる。どこにも行ったりしない……お前をずっと愛する！」

　たった一人の家族を孤独にしないと約束した。

「彩花、俺のことをもっと知ってくれ！　俺の隣でいくらでも観察してくれ！」

　俺のことを深く愛している彩花の思いを裏切らないと約束した。

「雫の王子様としてもっと素敵になる！　だから、俺のお姫様になってくれ！」

　雫の理想の王子様よりも素敵になることを約束した。

「だから、どうか……三人とも、俺の彼女になってください」

　再び額をこすりつける。男らしくないし、情けない姿だと思う。

　もしかしたら三人とも俺に失望したかもしれない。

　だけど、これが俺だ。虚飾も誇張もない、近衛このえ光こう輝きという人間の本質だ。

　それを曝さらけ出せて良かった。

　これで俺は、どんな結果になろうとも後悔せずに全て納得できるのだから。

　あとは、彼女たち次第だ。

「「「…………」」」

　少しの間、無言が続く。どんな顔をしているのか気になったが、俺は頭を下げ続けた。

　そうしていると、やがて三人は……口を開いてくれた。

「おにぃちゃん……そんなこと信じられると思ってるの？　普通は信じられないの」

「光輝さん……とても都合が良いお話だとは思わないのかしら？」

「先輩……最低です。バカ……いつまで顔を隠してるんですか？　ちゃんとこっちを見てください」

　言葉だけ聞くと三人は不満しかないように見えるだろう。でも、その声音は本当に優しくて……否定されているとはまったく思えないから不思議だった。

「このみ……彩さい花か……雫しずく……！」

　ゆっくりと顔を上げて三人の表情をうかがう。

　俺を好きになってくれた女の子たちは……仕方ないと言わんばかりに、笑っていた。

「でもね、このみはおにぃちゃんのこと大好きだから……信じるのっ」

「とてもご都合的ですけれど……光輝さんらしい、とても素敵なお答えね」

「最低ですけど最良の答え……普通の人ならそんなこと言えないと思います。さすがは私の王子様♪　一夫多妻を宣言するなんて、普通の覚悟じゃできませんよね」

　続けて紡がれた肯定の言葉に、俺は思わず泣きそうになった。

「……いいのか？　こんな俺だけど、好きでいてくれるのか？」

　問いかけに、三人は笑顔でうなずく。

「このみでよければ……おにぃちゃんの彼女にしてくださいっ」

「あなたの愛を信じてるわ。わたくしにもあなたの幸せを手伝わせてくださいな♪」

「先輩の隣にいるだけで、私は幸せですから。少し賑にぎやかになりましたけど、それもまた楽しそうですね！」

　そう言って彼女たちは俺に手を差し伸べてくれた。

「っ……ありがとう。絶対に、絶対に、幸せにする。それだけは約束する……不安なら言ってくれ。不満があればぶちまけてくれ。不足があったら修正してくれ。不服なら抗議してくれ。全部直す……お前たちを幸せにするための努力は惜しまない。だから、俺の彼女として、よろしくお願いします！」

　両手で包み込むように三人の手を握りしめる。

　強めに握ったのに、彼女たちは痛いとも言わずに俺の思いを受け止めてくれた。

　死神ちゃんもいなくなっている。彼女たちの目は……優しい光に満ち溢あふれていた。

　雨もいつの間にかあがっている。

　暖かい光を浴びる彼女たちを眺めて、俺はふと娘の面影を感じた。

（……やっぱりみんな、ヒカリの母親なんだな）

　いや、実際はヒカリに三人の面影があるんだけど……なんというか、優しい笑顔がヒカリにそっくりだったのだ。

　というか、今までヒカリは一人しか生まれてこないと思っていたけど、三人から生まれてくれば三人生まれるのでは？

　このみが母親の子供っぽいヒカリ。

　彩さい花かが母親のおませなヒカリ。

　雫しずくが母親のちょっとツンツンしたヒカリ。

　みんな未来で俺の前に姿を現してくれるのではないだろうか……そう思うと、わくわくしてきた。名前は、ヒカリ一号と二号と三号でいいや。

『ダメだよ、お父さん!!』

　なんとなくヒカリの声が聞こえた気がしたけど、気のせいか。

　とにかく俺は、三人とお付き合いすることになった。

　ヤンデレは、もちろん発動していない。

（なんやかんやあったけど、めでたしめでたし……だな）

　神様になんか頼らなくても幸せは手に入れられる。

　考えられる最良の結果に、俺はゆっくりと息を零こぼすのだった。

　ヒカリ、待っててくれよ……いつか、お前を未来で抱っこしてやるからな!!
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　三人と正式にお付き合いすることになった後、俺たちはみんなでデートを続けた。

　このみも彩さい花かも雫しずくも仲が良く、みんな一緒にいる時間を楽しんでくれていた。

　俺の恋人になったおかげか、三人の精神状態もかなり安定しており、デート中はヤンデレの気配もまったくなかった。不安がなくなったおかげだろう……この調子なら、これからもずっとヤンデレにならないかもしれないと期待できた。

　唯一、残念だったのはデートに夢中になるあまりオッパイを触れなかったことだが、それはまぁ後日のお楽しみということで。

　日も暮れてすっかり夜になるとようやくデートを終わり、解散となった。

　またデートの約束もしたので寂しさはない。

　むしろこれからどんどん関係が発展するかと思うと、ドキドキしてくる。

　三人は想像以上に俺のことが大好きらしい。デート中もしきりにくっついてきた……あれなら、童貞を卒業する日も近いだろう。やったね！
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　ニヤニヤしながら帰路を進む。

　このみはデートではしゃぎ疲れたのがぐっすり眠っていたので、おんぶしていた。

「ただいまー」

　家に帰るとカギが開いていた。

　中に幼おさな馴な染じみの瑠る璃りがいると思って声を上げると、予想通り彼女が出迎えてくれた。

「おかえり……あ、このみちゃんも一緒に出かけてたんだ」

「うん、部屋に寝かせてくるよ」

「分かった。夜ご飯は今作ってる最中だから、できるまで寝かせてあげて」

　とりあえずこのみを部屋に寝かせてから、せっかくなので料理の手伝いでもしようかと思って台所に顔を出す。

「光こう輝き。暇ならごはん炊たいてくれない？」

　やっぱり幼馴染だからなのか、俺の考えも見抜いていらしい。

　何も言わずとも指示されたので、頷うなずいて瑠璃の手伝いをした。

「ふんふ～ん♪」

　自然と鼻歌がこぼれる。

　それが気になったのか、瑠璃は材料を包丁で切りながら声をかけてきた。

「機嫌良さそうだね。うざいから鼻歌やめて」

「おっと、気付かれてしまったか……仕方ないなぁ。瑠璃には教えてやろうかな」

「別に聞きたくないんだけど？」

　今の俺はテンションが高い。生まれて初めて彼女ができたので舞い上がっていたのだろう。瑠璃に彼女のことを報告したくて仕方なかった。

「実はな、彼女ができたんだ！」

　その時、ピタリと包丁が止まった。

「……え？　光輝に、彼女が？」

「おう！　しかも三人……このみと彩さい花かと雫しずくが彼女になった！　いや～、ハーレムとか大変だろうけど、やっぱり男としては最高だよな～。ぐへへ」

　べらべらと彼女について喋しやべりまくる。気分が良すぎるせいか瑠璃の様子なんて気にすることなく一方的に言葉を続けてしまった。

　瑠璃なら……幼馴染の瑠璃なら祝福してくれると思っていたのだ。

　でも、それはちょっと違ったようだ。

「嘘うそ……だよね？　あたしの光輝が……こうちゃんが、彼女なんてできるはずないよね？」

　瞬間──台所の気温が数度下がったような。

　氷のように冷たい声に、俺のテンションは一気に下降する。

　冷静になった俺は、ようやく瑠璃がどんな表情をしているのか分かった。

（え!?　う、うそ……目に光がない！　こ、これってもしかして……）

　まさかのまさか。ようやく、解放されたとばかり思っていたのに！

「イヤ……イヤ！　こうちゃんがあたし以外のものになるなんて、絶対にイヤ！」

　瑠る璃りが叫ぶ。

　いつもの温厚な彼女からは考えれない様子を見て、俺はもう認めざるを得なかった。

（ヤンデレになっちゃったー!?）

　死神ちゃんも『また会えたね！』と言わんばかりに嬉うれしそうな笑顔で登場している。

　大鎌を振り上げて今にも俺を殺しそうだった。

「こうちゃんはあたしだけのものだったのに……お姉ちゃんの可愛かわいい弟だったのにっ。他の人になんかあげない。絶対にあげたくない……もし、他の人のものになるくらいなら、いいよね？」

「良くない！　良くないよ、おねーちゃーん!!」

　抵抗も無駄。逃げる間もなく、死神ちゃんが大鎌を俺に突き刺す。

「誰にもこうちゃんを渡したくないの……っ！」

　サクッ♪と、聞き慣れた音の後、俺の視界は真っ白に染まった。

　近衛このえ光こう輝き。童貞、十六歳。総数にして十二度目の死である──







　お馴な染じみ、どこまでも真っ白な空間で俺の目は覚めた。

「ギャハハハハ！　小僧、終わりかと思ったのか？　三人の小娘たちと付き合ったから、もう誰もヤンデレにならないと思ったのか!?　残念だったのう、妾わらわの権能は『そなたを愛する全ての女性』にかかっておる！　つまり、三人だけなわけなかろう!!」

　死んで早々、イザナミにネタバラシされて俺は頭を抱える。

「なんてことだ……せ、せっかく、三人とイチャイチャできると思ったのに！　順風満帆に童貞も卒業できると思ったのにぃ」

　まさか瑠璃までヤンデレになるとは思ってなかった。

　予想外の事態にちょっと泣きそうだった。

　そんな俺に、あの子がギュッと抱きついてくれた。

「おとーさんっ。あのね、あのね……会えて、嬉しいけど、嬉しくないよっ」

　泣きながら笑っているのは、最愛の娘──ヒカリである。

　前回は出会えなかったけど、今回はちゃんとここにいてくれた。

「俺は嬉しいぞ、ヒカリ……会えて良かった」

　抱きしめ返すと、ヒカリはイヤイヤと首を横に振る。

「でも、でもぉ……あたし、おとーさんが死ぬのイヤだもんっ」

　一人称が『あたし』で、俺の呼び方も今までと違う『おとーさん』になっている。

　つまり、今のヒカリは瑠る璃りが母親らしい。

「そっか……まだ、終わりじゃない。ヤンデレになりかけている子は他にもいるんだ」

「うむ。そなたが思っている以上に、な……どうする？　苦しいのなら、妾わらわが全てを終わりにしてやっても良いぞ？」

「うるさい、ばーか。上等だよ……みんな、俺のハーレムにしてやる！」

　声高に叫んで、胸に抱く娘を撫なでる。

「ヒカリ、待っててくれ……お前と出会うまで、俺は死なない」

「……うん、あたしも、楽しみにしてるっ」

　娘から元気をもらいながら、俺は再び立ち上がるのだった。

「童貞のまま死ねるかよ！　俺は童貞を卒業するまで、殺されても死なない!!」

　まだ俺の物語は終わらない。

　ヒカリのためにも、俺を好きになってくれた女の子たちのためにも、そして俺のちんちん先輩のためにも。

　俺はまだ、あきらめない！

「果たしてそなたが本当に小娘共を愛し続けられるのか、妾も楽しみだのう」

「愛せる！　だって、みんなが俺を愛してくれるからな！　……まぁ、愛情表現が過激になる時もあるけど、あれだ。俺が好きすぎて、ちょっとあざとくなってるだけだ。そんな彼女たちを俺は許すよ」

　ハーレムの主あるじになるのなら、それくらいの器がなければならないだろう。

「かかってこいヤンデレたち、俺がことごとく幸せにしてやるからな!!」

　そうして俺の視界は真っ黒に染まる。

　ちょっとあざとくヤンデレになった彼女たちとのラブコメを続けるために、俺は再び生き返るのだった──


（了）







あとがき




　この本を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　作者のさくらいたろうと申します。

　本作は、ある日突然ヤンデレになってしまったヒロインたちに、死ぬほどあざとく愛されまくる作品となっております。

　ちょっとだけ過激な愛の形を、皆さんに楽しんでいただけることを祈っております！




　いつもよりあとがきのスペースをいただけたので、私が本作で一番大好きな近衛このえヒカリちゃんについて語りたいと思います。

　十二歳、黒髪、ワンピース！

　可愛かわいいの権化です。やっぱりちっちゃい女の子を書いてる時が一番楽しい！

　こんな娘がいたら、何度死んだって諦められませんよね……光こう輝きくんが頑張る気持ちもわかります（笑）。

　残念ながら独り身なので娘の可愛さとかよく分からないんですけど、他人の子供でもあんなに可愛いのに、自分の子供だとどれくらい可愛いのでしょうか……！

　いつか、娘の可愛さを理解できる時がくることを願います。

　神様、なんとかして私を結婚させてください。あんまり働きたくないので養ってくれる人がいいです！




　あと一つ、裏話を。

　本作のキャラクターデザインなのですが、イラストレーターの華はな若わか葉ば様に一からデザインしていただきました！

　私が設定するよりも、可愛い女の子たちになっていると思います。さすがイラストレーターさんだなぁと、いい刺激をもらえました。

　作品にも、ヒロインたちの容姿の設定などを反映させていただきました。そのあたりも、ぜひぜひ楽しんでいただけると嬉うれしいです！




　以下、謝辞となります。

　担当編集様、企画段階からお付き合いくださりありがとうございます。おかげさまで、また楽しい作品を書くことができました。

　今後とも、どうぞよろしくお願い致します。

　イラストの華若葉様、キャラクターのデザインなどありがとうございます。とても素敵なイラストの数々、楽しませていただきました！

　ご一緒にお仕事出来て楽しかったです！　これからのご活躍も応援しております。

　ＭＦ文庫Ｊ様、本作を書かせていただきありがとうございます。私自身にとって三作品目となりました。いつか、恩返しができるように精進してまいります。

　その他、本作の製作に携わった全ての方々にも、厚く御礼申し上げます。

　それから、ＳＮＳでいつも話しかけてくださる皆様。ありがとうございます！　とても楽しませていただいております。私はあまり話すのが得意ではなかったのですが、おかげさまで少しずつ慣れてきました。これからもよろしくお願いします！

　そして最後に、この本を読んでくださった読者様へ、深く感謝をお伝え致します。

　本当にありがとうございました！


さくらいたろう
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『近衛ヒカリは未来のお父さんのおよめさんになりたいんだよっ？』





　──これは、少し未来のお話。

　近衛光輝が無事に大人となり、近衛ヒカリが十二歳になった頃のエピソード。




「ヒカリ、キャンプ行こうぜ！」

　小学校六年生の夏休み。

　家でのんびりしていたヒカリは、いきなり父親からそんなお誘いを受けた。

「えー？　わたし、日焼けするのきらーい。お肌が荒れちゃうもーん」

　ヒカリはリビングのソファで寝転がりながら首を振る。

　しかし父親の近衛光輝はヒカリの話を聞いてくれなかった。

「もう準備はできてる！　ヒカリもたまには外で遊ばないとダメだからなっ」

　明るく笑いながら光輝はヒカリを担ぎ上げる。

　無造作に肩に担がれたヒカリはびっくりしてジタバタともがいた。

「キャー！　お父さん、スカートがめくれてる！　パンツ見えちゃってるから下ろしてっ」

「大丈夫だよ。ヒカリのパンツなんてもう見慣れたから」

「わたしが大丈夫じゃないんだもんっ。分かったから……キャンプ行くからっ。とりあえず、準備させて！」

　諦めて了承すると、光輝は楽しそうに笑いながらヒカリを下ろす。

「ハハハ！　素直じゃない娘だなぁ……着替えとか準備してくれ。もう荷物は車に乗せてあるから、すぐに出発できるぞ！」

「はぁ……最初からわたしの意思なんて関係なかったくせにっ」

　ヒカリは不服そうに唇を尖らせていた。

　話を聞こうとしてくれない父親にむくれているようだ。

「それで？　もう出発できてるってことは、お母さんは準備できてるの？　もしかして今、車に乗ってるの？」

　ふと、ヒカリは母親の姿が見えないことに気付く。

　もう準備を終えているのかと思ったのだが、どうやら違うようで。

「……お母さんは『日に焼けるからイヤ』って言って昼寝しちゃった」

　光輝はガックリと肩を落としながらそんなことを言う。

　どうやら塩対応されてしまったらしい。

「お母さん、相変わらず自由だね」

　ヒカリと同じ理由で断るあたり、やっぱり親子である。

　そして断られた光輝は泣きそうな顔でヒカリにすがりついた。

「うぅ、ヒカリ……お父さんと遊んでくれっ。せっかく仕事が休みなのに何もやることがなくて暇なんだ！　振られたお父さんを慰めてっ」

「……ふーん？　そっか、二人きりなんだ」

　一方、ヒカリは母親が不参加だと知って、不満そうな表情を消した。

「うん。いいよっ、行ってあげる！　お父さんと遊んであげるっ」

　むしろ機嫌が良さそうにヒカリは笑っていた。

（やった！　お父さんとデート♪）

　近衛ヒカリはお父さんが大好きである。

　だからこそ、本当は日に焼けるのがイヤだが、キャンプに行くことも了承した。

　だからこそ、ヒカリは二人きりで出かけられることをとても喜んでいた。

　別にヒカリは母親が嫌いというわけじゃない。

　むしろ大好きなのだが、やっぱり彼女も女の子。

　たまにはお父さんを独占したいという気持ちもあったのである。

「ありがとう！　海で泳いで、潮干狩りもして、バーベキューしような！」

「はーい！　二人でいっぱい遊ぼうねっ」

　そんなこんなで二人はキャンプへと向かう。







　光輝の運転する車でおよそ一時間。

　高速道路を経由して到着したのは、地元では有名なビーチだった。

　雲一つない空の下。真っ白な砂浜とサファイア色の海を見て、来るのをイヤがっていたヒカリも目を輝かせる。

「海だー！　綺麗だね、お父さんっ」

「ああ！　早く泳ぎたいけど……まずはテントとか設置するぞっ。遊ぶのはその後だな」

　夏休みの時期なので人は多いが、混んでいるわけではない。

　適当な位置を見繕って、二人はテントなどを設置する。

「できた！　いやー、この年になってもキャンプってワクワクするなー」

「お父さん、もう三十代中盤だよね？　もっと大人になってもいいのに」

「ごめんな、ヒカリ。男は何歳になっても少年のままなんだ。ドンマイ！」

　それから光輝は、唐突に服を脱ぎだした。

「あわわ、お父さんっ!?　い、いきなり脱ぐなんて、ダメだよっ」

　顔を赤くして目を覆うヒカリ。

　少し指の隙間が開いているのは、やっぱり年頃の女の子だからなのか。

　対して、光輝は何も問題ないと言わんばかりに堂々としていた。

「ん？　ああ、大丈夫だよ。だって下に水着つけてるからな！」

　上半身は裸だが、下半身にはズボンタイプの海水パンツがしっかりと着用されている。

「お父さん……子供みたい」

　まるで同級生の男子だった。

　プールの日、クラスの男子もこうやって下に水着をつけていたことを思い出して、ヒカリはため息をつく。

　そういえば、クラスの男子はたまに下着を忘れて大騒ぎすることもあった。

　まさか三十代にもなってそんな忘れ物するはずないと思いつつも、ちょっと不安になったヒカリは念のため聞いておくことにする。

「もちろん、ちゃんと着替えの下着はあるよね？」

「…………あ！」

　しかし光輝は口をあんぐりと開けて、首を横に振った。

「わ、忘れたかも」

「ばか！　お父さんのばかー！」

　お父さん大好きなヒカリだが、さすがにこれは擁護できない。

　そんなんだからお母さんに塩対応されるのだと思ってしまった。

「ヒカリ、パンツ貸してくれない？」

「ダメに決まってるもん！　お父さんのばかっ」







　結局、光輝はパンツを忘れていなかった。

　改めてカバンを確認してみたらきちんと入っていたのだ。勘違いしていたようだ。

「うっかりしてたな～」

「もうっ。お父さん、しっかりして！」

　一時はどうなるかと思ったが、着替えもあるなら海水浴も問題ないだろう。

「ヒカリ、もう我慢できないっ。海が俺を呼んでいる……！」

　光輝は泳ぐ気満々で、準備運動ためにラジオ体操を始めていた。

「じゃあ、ヒカリは着替えるね？　テントの中、覗いたらダメだよ？」

　ヒカリは着替えの入ったバッグを抱えながら、光輝に念押しするようにそう伝える。

「おう、もちろん。年頃の娘に気を遣えないほどお父さんはバカじゃないぞ？　早く着替えてこい」

「……絶対に、絶対に、絶対に、ダメだからね？」

「ああ、絶対に覗かない」

　しかし、光輝があまりにも覗きに興味がなさそうなので、それはそれでヒカリは複雑だった。

（むぅ……ちょっとくらい覗いてくれてもいいのにっ）

　お父さん大好きなヒカリは唇を尖らせながらテントに入る。

（いいもんっ。お父さんをこの水着でのーさつしてやるんだから！）

　カバンから取り出したのは、生まれて初めて購入したビキニタイプの水着だった。

　この前、母親と一緒に買い物に行った際、おねだりして買ってもらったものである。

（いつまでもスクール水着は恥ずかしいからねっ……これも、恥ずかしいけど）

　ビキニとはいえ、露出が多いセクシーなデザインではない。

　水玉柄でフリルが多めの子供用水着だが、それでもヒカリにとっては冒険したデザインだ。

（うぅ……スースーして落ち着かないなぁ）

　頬を紅くしながらも、お父さんを悩殺するためにヒカリは覚悟を決める。

（やっぱりお父さん、覗いてくれなかった……この水着で、のーさつしてやるもん！）

　しっかりとビキニを着たヒカリは、勢いよく外へと飛び出した。

「お、おまたせっ」

「遅いぞヒカリっ。お父さん、ラジオ体操第三まで終わって創作ダンスも作っちゃってたよ……って、おお！」

　変な踊りを披露して周囲の人たちをドン引きさせていた光輝は、テントから姿を見せたヒカリに感嘆の声を上げる。

「水着、可愛いじゃん。似合ってるぞ！　さすがは俺の娘だっ」

　べた褒めである。頭をガシガシと撫でられて、ヒカリは頬をだらしくなく緩めた。

「えへへ～。かわいいなんて、そんなことちょっとしかないよ～」

　喜ぶヒカリ。

　しかし、目的通り光輝を悩殺できていないことに気付いてハッと目を見開いた。

（って、のーさつできてない！　お父さん、わたしのこと子供扱いしてるっ）

　光輝にとってヒカリは子供なのだから、それは当たり前。

　しかしヒカリはそれが不満だった。

（もーっ。お父さんの鈍感っ……仕方ないなぁ。もう、これしかない！）

　ビキニを見せても光輝の見る目を変えることはできない。

　だからヒカリは、奥の手を出すことにした。

「お父さん……じゃあ、日焼け止め塗ってくれる？」

　クリームタイプの日焼け止めを差し出しながら、ヒカリはおねだりする。

　年頃の女の子なので体を触られるのは恥ずかしかったが、光輝を悩殺するためになりふり構っていられない。

　ヒカリなりに勇気を出した作戦だったのだが……。

「分かった！　しっかり塗ってやるぞ！」

　光輝にためらいはない。恥ずかしがる様子もなく、もちろん悩殺される様子もなかった。

（あ、あれー？　お父さんがのーさつできないっ）

　奥の手だったのに効果は一切なかった。

　明らかに子供にしか見られてなくて、ヒカリはブスッと膨れてしまう。

（お父さんのばかっ）

　心の中でむくれていたが、光輝はヒカリが不機嫌になったことに気付いていなかった。

「よし、準備オッケー。ヒカリ、海に行くぞー！」

　三十代半ばだというのに、子供みたいにはしゃぎながら光輝は海へと飛び出していく。

　ヒカリは光輝に手を引かれていたので、抵抗できなかった。

「あわわっ。お父さん、もっとゆっくり！」

　転ばないように走りながら、ヒカリは海辺に目を向ける。

　そこにはビキニの巨乳美女がいた。

　まだまだ胸がぺったんこなひかりとは違って、かなりセクシーな女性である。周囲の男性の視線をくぎ付けにしていた。

（やっぱり、あれくらいないとダメなのかな……）

　ヒカリはため息をつきながら父親の方に視線を向ける。もちろん光輝も、あの巨乳美女に目を奪われていると思っていた。

　しかし、

「海だぁあああああああああああああああ！」

　光輝、無視！

　ヒカリの予想を裏切って、巨乳美女の真横をすり抜けて海へとダイブしていく。

　巨乳美女に目もくれなかった。

「ひゃぁあああっ」

　光輝の様子にびっくりしながらも、光輝に引っ張られて一緒に海へと飛び込んだヒカリは、びっくりして父親の体にすがりつく。

　海の水は少しひんやりしていて気持ち良かった。

「ヒカリ、ここは足がつくから大丈夫だぞ？　もうちょっと沖まで行こう！」

「え？　あ、うん。いいけど……」

　光輝の目はヒカリへと真っすぐ注がれていた。

　浜辺にいるどの女の子も彼は見ていない。いや、見ようとしていない。

　まるで、ヒカリがそばにいてくれたらどうでもいいと言わんばかりに、興味すら持っていない。

　それくらい大切に思われていると気付いて、ヒカリの機嫌は一気に直った。

「えへへ～。お父さん、大好きっ」

　腕に抱きつくと、光輝は仕方ないと言わんばかりに抱っこしてくれた。

「ヒカリはまだまだ甘えたがりだなぁ。可愛いやつめっ」

　これでもかというくらい甘やかしてくれる光輝に、ヒカリの心は温かくなる。

　悩殺はできなかったが、大好きな父親が自分のことを大好きだと確認できて、彼女はとても喜んでいた。







　それから、二人はたくさん遊んだ。

　海で泳ぎ、潮干狩りをして、日が暮れてからはバーベキューもした。

　お腹がいっぱいになった後はキャンプ場内にあるシャワーを借りて汗を流した。

　そこまで終えた頃にはもう夜である。

　何もすることがなくなった二人は、浜辺に座っておしゃべりをしていた。

「ヒカリ、今日はありがとう。楽しかったよ。でも、無理に付き合わせてごめんな」

　その言葉に、ヒカリは首を横に振った。

「ううん。わたしも楽しかったから大丈夫だよっ」

　最初こそ乗り気ではなかったが、なんだかんだ楽しい時間を過ごせた。

　光輝と二人きりでたくさん遊べたので、ヒカリも満足していたのである。

　だが、光輝はなおも申し訳なさそうにしていた。

「そう言ってくれて嬉しいよ。ヒカリとこうして遊べて良かった……ヒカリはもう十二歳だからさ、そろそろ反抗期くるだろ？　その時はたぶん近づいてもくれないだろうから、今のうちに遊びたかったんだ」

　その言葉に、ヒカリは小さく息をつく。

「はぁ……お父さんのばかっ。ヒカリはお父さんを嫌いになんてならないよ？　反抗期なんてこないもん。だって、お父さんのことが大好きだからっ」

　そう言いながらギュッと抱きつくと、光輝は笑ってくれた。

「そんなに嬉しいこと言うなよ……まったく、可愛い娘だなっ」

「えへへ～」

　ヒカリも光輝につられるように満面の笑顔を浮かべる。

　光輝はそんなヒカリを優しく撫でていた。

「よしよし。いい子いい子」

　しかしながら、あからさまに子供扱いされてヒカリはちょっとだけ不満だった。

（むぅ……わたし、大きくなってるのにっ）

　もう立派な十二歳。いつまでも幼い子供扱いされるのはイヤである。

　だからヒカリは、ちょっとだけ意地悪することにした。

「お父さん。あのね、わたし……好きな人ができたの」

　唐突にヒカリはそんなことを言う。

　何歳になっても子ども扱いしてくる光輝を驚かせたいがための一言だった。

　ヒカリとしては、光輝がちょっと動揺してくれたらそれだけで満足だったわけだが。

「──え!?　い、いやいや、まだ早い！　ヒカリに彼氏は早いぞ!?　あ、でも十二歳なら早くもないのか!?　ちょっ、待って……でもやっぱりダメだ！　ヒカリはまだまだ俺の可愛いヒカリなんだっ」

　想像以上に光輝は取り乱した。

　ヒカリの小さな体をギュッと抱きしめる彼は、まるで独占欲の強い子供みたいである。

　それくらい愛されているのだとヒカリは実感して、思わずニヤニヤしてしまった。

（やっぱり、お父さんはわたしのこと大好きなんだなぁ）

　子ども扱いされて不満だったが、その愛情を確認できただけでヒカリの機嫌は直った。

（今はまだ子供にしか見てくれないけど……いつか、もっと大きくなって、びっくりさせてあげるんだからっ）

　そんな決意をしつつ、ヒカリは光輝の胸に顔を埋める。

　大好きなお父さんの心と体を独占できる今が最高に楽しかった。

「ひ、ヒカリ？　ちなみに、その好きな人って誰なんだっ？」

「秘密だもーん♪」

「うぅ、ヒカリぃ……くっ、もうそんなに大きくなったのか？　まだまだ俺の可愛い娘でいてくれてもいいんだぞ？　あんまり早く大人にならないでくれっ」

「えー？　どうしよっかなー♪」

　はぐらかしてはいるもの、もちろんヒカリの好きな人と言うのは──




（わたしが大好きな人は、お父さんだよっ？）




　──誰よりも自分を愛してくれるお父さんのことが、ヒカリは大好きである。

　この『大好き』という気持ちは、光輝にだって負けないつもりだった。

　でもそれはまだ言わない。

　今言ったところで、子ども扱いされていては意味がない思いなのだから。

「やっぱり内緒にしておくねっ？」

「くそぅ……そろそろ俺が子供離れしないとダメなのかっ。もうそんな年齢なのか!?」

　寂しそうな光輝を見ながら、ヒカリは微笑む。

　彼女の心は、幸せな気持ちでいっぱいだ。

　だからこそヒカリは、こんなことを思う。




（お父さんの子供になれて良かった！　わたしを生んでくれて、ありがとう！）




　近衛ヒカリ、十二歳の夏。

　彼女はゆっくりと、大人になっていく──


（了）
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